
発表日 所属   タイトル

2025/4/1

2025/4/1 経済産業部産業人材課雇用対策班 令和６年度静岡県雇用管理状況調査の公表

2025/4/1 経済産業部エネルギー政策課エネルギー政策班 小水力発電、バイオマス・温泉エネルギーの導入を支援します！

2025/4/1 健康福祉部感染症対策課静岡県感染症管理センター 第二種感染症指定医療機関の新規指定

2025/4/1 健康福祉部地域医療課看護師確保班 看護学生向け修学資金の新規貸与者を募集します！

2025/4/1
健康福祉部医療政策課医療政策課医務班 地域医療課看
護師確保班

災害時の支援等に関する協定を３団体と締結します

2025/4/1 健康福祉部医療政策課 地域医療連携推進法人の認定

2025/4/1 企画部大阪事務所所長：勝山 京都静岡県人会及び葵使関係者による知事表敬

2025/4/1 企画部デジタル戦略課デジタル戦略班 次世代エアモビリティ（eVTOL）の機体開発メーカーが知事を表敬訪問します

2025/4/1

2025/4/2 交通基盤部建設業課建設業班 工事請負契約等に係る入札参加停止

2025/4/2 経済産業部漁業高等学園教務班 日野山 宗一郎 静岡県立漁業高等学園入学式

2025/4/2 経済産業部あしたか訓練校訓練課訓練課 「静岡県立あしたか職業訓練校 入校式」の開催

2025/4/2 経済産業部工科短期大学校学務課学務課松本 【取材依頼】令和７年度県立工科短期大学校入学式の開催

2025/4/2 経済産業部森林計画課森林計画課 未来への森づくりタウンミーティングの開催

2025/4/2 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 イオンモール富士宮で、交通安全啓発活動を実施します！

2025/4/2 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 日本平動物園において、交通安全啓発活動を実施します！

2025/4/2 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 アピタ大仁店において、交通安全啓発活動を実施します！

2025/4/3

2025/4/3 出納局用度課用度課 物品班 物品調達等及び一般業務委託に係る入札参加停止

2025/4/3 交通基盤部建設業課建設業班 工事請負契約等に係る入札参加停止

2025/4/3 経済産業部産業人材課労働政策班 令和７年 春季賃上げ要求・妥結状況（第１報 ３月25日現在）

2025/4/3 健康福祉部衛生課食品監視班 令和６年度流通食品の放射性物質検査結果（第６報）

2025/4/3 健康福祉部衛生課食品監視班 食品検査情報（第11報)

2025/4/4

2025/4/4 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会令和７年５月臨時会に係る議会運営委員会の開催

2025/4/4 経済産業部農林環境専門職大学学生課 【訂正】農林環境専門職大学・農林環境専門職大学短期大学部入学式

2025/4/4 経済産業部畜産振興課家畜衛生防疫班 野生イノシシの豚熱検査結果（3/28～4/3）

2025/4/4 健康福祉部衛生課動物愛護班 静岡県動物愛護センターの指定管理者を募集します

2025/4/4 財務部財政課計画班 令和７年度第１回、第２回（５年）公募公債の発行

2025/4/7



発表日 所属   タイトル

2025/4/7 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 新しい授業の形！センター配信型遠隔授業がスタート

2025/4/7 教育委員会教育総務課人事班 令和７年度市町教育委員会教育長会の開催

2025/4/7 健康福祉部医療政策課医療企画班 全国初！静岡県歯科医療従事者バンク始動～誰もが歯科受診できる体制確保に向けた取組～

2025/4/7 健康福祉部こども家庭課ひとり親支援班 こどもの居場所づくりプロジェクトの企画提案を募集します!!

2025/4/7 健康福祉部こども政策課こども政策班 しずおかこども幸せプランの策定

2025/4/7 スポーツ・文化観光部世界遺産課交流・継承班 第18回富士山世界文化遺産協議会の書面決議結果

2025/4/7 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 生命（いのち）のメッセージ展inしずおか（４月、５月）

2025/4/7
くらし・環境部県民生活課くらし・環境部 県民生活局 
県民生活課

ユニバーサルデザインの魅力を伝える動画を公開！ ～ふじのくにＵＤ特派員が静岡県ＭＵＤデザインコンテストを取材～

2025/4/7 財務部財務部総務課庁舎管理班 庁舎等管理業務委託に係る入札参加停止

2025/4/7 企画部地域外交課企画部 地域外交課 在アルゼンチン静岡県人会会長による副知事表敬

2025/4/8

2025/4/8 教育委員会義務教育課指導班 令和７年度第１回静岡県教科用図書選定審議会の開催

2025/4/8
経済産業部農業局 農業戦略課 先端農業推進室先端農
業推進班（ＡＯＩ－ＰＡＲＣ）

ＡＯＩプロジェクト「オープンイノベーション型事業化促進事業費補助金（ＳＤＧｓ貢献型）の公募開始

2025/4/8 健康福祉部感染症対策課感染症対策班 新型コロナウイルス性肺炎 中等症II以上の入院者の状況調査について(第11報)

2025/4/8 スポーツ・文化観光部文化財課文化財活用班 静岡市内の中学校において「３Ｄで学ぶ仏像講座」を開催

2025/4/8 くらし・環境部住まいづくり課企画班 新設住宅着工統計令和７年２月の主な動向

2025/4/8 企画部企画課企画班 幹部職員向けウェルビーイング研修の開催

2025/4/9

2025/4/9 教育委員会義務教育課人事班 教員の逮捕

2025/4/9 経済産業部富士農林事務所農村計画課農村計画班 【開催日変更】ピンクの絨毯でお花摘み！ 須津幼稚園児がれんげ摘みを行います

2025/4/9 経済産業部産業政策課産業政策班 米国による追加関税措置の影響に関する相談窓口の設置

2025/4/9 健康福祉部衛生課食品監視班 食品検査情報（令和６年度最終）

2025/4/9 健康福祉部衛生課食品監視班 食品検査情報（第12報）

2025/4/9 スポーツ・文化観光部観光振興課観光振興班 下田市長等による「黒船祭PR」にかかる知事表敬訪問

2025/4/10

2025/4/10 経済産業部経営支援課団体支援班 小規模企業経営力向上事業費補助金の公募開始

2025/4/10
健康福祉部福祉指導課・障害者政策課介護指導第２班 
障害者政策班

介護サービス事業所、障害福祉サービス事業所に対する物価高騰対策支援金の申請受付を開始します

2025/4/10 健康福祉部介護保険課支援審査班 介護支援専門員実態調査結果を発表します

2025/4/10 くらし・環境部男女共同参画課男女共同参画班 令和６年度静岡県男女共同参画白書の公表

2025/4/11

2025/4/11 教育委員会義務教育課人事班 教員採用選考試験における「大学３年生を対象とした選考区分」の新設



発表日 所属   タイトル

2025/4/11 経済産業部畜産振興課家畜衛生防疫班 野生イノシシの豚熱検査結果（4/4～4/10）

2025/4/11 経済産業部農産振興課花き振興班 「ガーベラ記念日」にちなむ知事・副知事へのガーベラ花束の贈呈～本県はガーベラ生産量日本一！～

2025/4/11 経済産業部商工振興課総務班 令和７年度科学技術分野の文部科学大臣表彰の決定

2025/4/11 健康福祉部感染症対策課静岡県感染症管理センター マダニに咬まれないように注意しましょう！（「日本紅斑熱」の患者が確認されました）

2025/4/11
危機管理部消防保安課静岡県危険物運搬車両事故防止等
対策協議会事務局（消防保安課 産業保安班）

静岡県危険物運搬車両事故防止等対策協議会の開催

2025/4/11
企画部統計活用課管理・普及班、人口就業班、商工・経
済班

令和７年４月公表予定の統計データ

2025/4/11 企画部デジタル戦略課デジタル戦略班 幹部職員向けＤＸ講演会の開催

2025/4/14

2025/4/14 教育委員会高校教育課指導第２班 令和７年度第２回静岡県産業教育審議会の開催

2025/4/14 経済産業部富士農林事務所農村計画課農村計画班 【開催日変更】ピンクの絨毯でお花摘み！ 須津幼稚園児がれんげ摘みを行います

2025/4/14 経済産業部富士農林事務所農村計画課農村計画班 菜の花迷路が出現！藤田幼稚園・杉田幼稚園児が菜の花迷路脱出を目指します

2025/4/14 経済産業部お茶振興課世界緑茶班 【訂正】世界お茶まつり2025春の祭典 開幕式典の開催

2025/4/14 健康福祉部医療政策課医務班 医療機関等物価高騰対策支援金申請受付中

2025/4/14 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 赤い羽根共同募金の令和６年度募金額は、約５億円超！静岡県共同募金会会長から知事へ活動報告

2025/4/15

2025/4/15 教育委員会義務教育課指導班 令和７年度全国学力・学習状況調査の実施

2025/4/15 経済産業部エネルギー政策課エネルギー政策班 ペロブスカイト太陽電池の導入実証を開始します

2025/4/15 健康福祉部衛生課動物愛護班 静岡県動物愛護センターの愛称を募集

2025/4/15
スポーツ・文化観光部県立美術館企画総務課県立美術館 
企画総務課

掘り起こせ、三千年の謎「ブルックリン博物館所蔵 特別展 古代エジプト」開幕！

2025/4/15
スポーツ・文化観光部世界遺産課スポーツ・文化観光部
富士山世界遺産課 静岡県経済産業部農地局農地保全課

(株)伊藤園『お茶で静岡を美しく。』キャンペーン寄附金目録贈呈式の開催

2025/4/15 企画部統計活用課人口就業班 令和７年国勢調査 静岡県実施本部の設置

2025/4/16

2025/4/16
スポーツ・文化観光部、交通基盤部観光振興課、港湾整
備課スポーツ・文化観光部観光振興課

駿河湾フェリーの新ターミナル移転と運航再開

2025/4/16
健康福祉部地域医療課健康福祉部医療局地域医療課看護
師確保班

看護補助者の役割や業務内容について知ろう！

2025/4/16 危機管理部危機情報課危機情報課 杉山 第１回「静岡県被災者支援連絡会」キックオフミーティングの開催

2025/4/16 総務部市町行財政課行政班 静岡未来創造セミナーの開催

2025/4/17

2025/4/17 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 第４回県立高等学校の在り方に係る地域協議会（北駿地区）の開催

2025/4/17
経済産業部農地計画課農業用水：農地計画課、工業用
水：水道企画課

豊川水系の節水対策（開始）

2025/4/17 くらし・環境部県民生活課企画班 大学生４人が、社会貢献を行う若者団体の図鑑を作成！～「しぞーかわかもの図鑑」の公開について～

2025/4/17
危機管理部消防保安課静岡県山岳遭難防止対策協議会事
務局 萩原（消防保安課産業保安班）

静岡県山岳遭難防止対策協議会総会の開催
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2025/4/17 企画部総合教育課総合教育班 人づくり推進員感謝状贈呈式及び委嘱式の開催

2025/4/17 企画部地域外交課海外交流班 ２１世紀の朝鮮通信使 友情ウオーク一行による平木副知事表敬訪問

2025/4/17 企画部地域外交課海外交流班 【変更】駐日韓国大使が知事を表敬訪問します。

2025/4/17 企画部企画課企画班 静岡県関係人口ライターを募集します！

2025/4/18

2025/4/18 人事委員会事務局職員課職員班 【募集開始】【県庁の仕事を紹介！先輩に話を聞こう】静岡県庁 仕事スタディツアー［オンライン］

2025/4/18 交通基盤部道路保全課維持舗装班 富士山五合目への県道３ルートの冬季閉鎖の解除

2025/4/18 経済産業部畜産振興課家畜衛生防疫班 野生イノシシの豚熱検査結果（4/11～4/17）

2025/4/18
スポーツ・文化観光部富士山世界遺産センタ企画総務課
静岡県富士山世界遺産センター企画総務課

企画展「富士山と曽我物語－その絵画化をめぐって－」を開催します！

2025/4/18 スポーツ・文化観光部県立美術館企画総務課企画総務課
「次世代へつなぐ！静岡県立美術館 アートとみどりの散歩道再生プロジェクト」 お披露目を兼ねたプロムナードツアーを開催
します！

2025/4/18
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラスポー
ツ班

静岡ブルーレヴズのパラスポーツ体験イベントに若山英史選手（車いすラグビー金メダリスト）が出演します

2025/4/18
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラスポー
ツ班

日本車椅子ソフトボール協会による知事表敬訪問

2025/4/18 くらし・環境部住まいづくり課企画班 被災住宅の応急修理に関する協定の締結式を開催します！

2025/4/18 危機管理部危機対策課防災ＤＸ推進班 緊急速報メールの誤発信等について

2025/4/18 企画部総合教育課総合教育班 【参加高校生募集】日本の次世代リーダー養成塾の「静岡県推薦枠」塾生を募集中です！

2025/4/18 企画部統計活用課人口就業班 静岡県推計人口 前月比8,849人の減少

2025/4/21

2025/4/21 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 今年はお盆時期に開催！「バイ・山の洲」物産展（仮称）～５月12日（月）まで出展者募集中～

2025/4/21 スポーツ・文化観光部空港振興課西垣、高橋 富士山静岡空港におけるゴールデンウィークの予約状況

2025/4/21 くらし・環境部廃リサイクル課資源循環班 プラスチックごみの清掃活動への補助金の申請受付を開始しました！

2025/4/21 くらし・環境部建築安全推進課建築耐震班 令和５年の住宅の耐震化率

2025/4/21 くらし・環境部建築安全推進課建築耐震班 木造住宅耐震化プロジェクト「ＴＯＵＫＡＩ－０」の令和６年度実績

2025/4/21 総務部市町行財政課行政班 吉田 令和７年度行政経営研究会を開催

2025/4/21 企画部地域外交課海外交流班 【変更】駐日韓国大使が知事を表敬訪問します。

2025/4/22

2025/4/22 経済産業部富士農林事務所農村計画課 櫻井農村計画班 地元の特産品を販売する「邑(むら)マルシェ」開催！in トヨタカローラ静岡(株) 富士店

2025/4/22 経済産業部お茶振興課お茶振興班 （募集中）ＣｈａＯＩ補助金による静岡茶の需要創出に向けた取組

2025/4/22 健康福祉部健康増進課健康増進班 熱中症警戒アラート・熱中症特別警戒アラートが４月23日から運用開始されます！

2025/4/22 健康福祉部障害者政策課障害者政策班 令和７年度静岡県障害を理由とする差別を解消するための取組に関する表彰（知事褒賞）の表彰候補を募集しています

2025/4/22 健康福祉部地域福祉課援護恩給班 終戦８０周年 平和祈念式典を開催します

2025/4/23



発表日 所属   タイトル

2025/4/23 交通基盤部港湾振興課ポートマーケティング推進班 御前崎港視察会 参加者募集

2025/4/23 交通基盤部道路保全課維持舗装班 第２回道路陥没防止に関する連絡会議の開催

2025/4/23 経済産業部産業政策課産業成長戦略推進班 「静岡県米国関税対策連絡会議」の開催

2025/4/23 危機管理部危機情報課静岡県地震防災センター 第173回ふじのくに防災学講座を開催します。

2025/4/23 財務部財政課計画班 静岡県第３回公募公債（３年）の発行

2025/4/23 財務部財務部総務課総務班 【当日取材希望】スルガ銀行と遺贈協定を締結します！

2025/4/24

2025/4/24 交通基盤部公共用地課用地班 県の事務の誤り（開示決定を行った公文書の誤送付）について

2025/4/24 経済産業部マーケティング課食の魅力創造班 浜名湖うなぎの新ブランド「でしこ」の立上げに係る知事への表敬報告

2025/4/24 健康福祉部衛生課食品監視班 ニラ？スイセン？有毒植物による食中毒に注意！

2025/4/24 危機管理部危機対策課対策班 令和７年度全職員参集訓練の実施結果

2025/4/24 総務部広聴広報課企画報道班 本県から５作品が入賞！ ～令和７年全国広報コンクール～

2025/4/25

2025/4/25 教育委員会教育政策課人権・教員育成班 静岡県教育委員会と独立行政法人国際協力機構中部センターの連携覚書締結式の開催

2025/4/25 交通基盤部地域交通課地域交通班 タクシー物価高騰緊急対策支援金の申請受付を開始します

2025/4/25 経済産業部畜産振興課家畜衛生防疫班 野生イノシシの豚熱検査結果（4/18～4/24）

2025/4/25 経済産業部お茶振興課お茶振興班 静岡茶統一ブランド総合プロデュースに係る企画提案を募集します

2025/4/25 経済産業部農業戦略課研究支援班 世界初のハイブリッド品種を含むマーガレット類４品種が品種登録されました

2025/4/25 経済産業部経営支援課経営革新班 経営革新計画の承認（令和７年３月分）

2025/4/25 経済産業部マーケティング課食の魅力創造班 「ふじのくに新商品セレクション2025」出品商品を募集します ～受賞商品の県内外への販路拡大を支援します!～

2025/4/25 健康福祉部障害者政策課障害者政策班 障害のある人への合理的配慮の提供を促進するための助成事業を募集します

2025/4/25 健康福祉部こども未来課母子保健班 生まれたばかりの赤ちゃんの病気を調べる「新生児マススクリーニング検査」に２疾患の検査を追加します

2025/4/25 健康福祉部こども政策課 山田大記 NPO法人ReFrame副代表(元ジュビロ磐田選手)の知事表敬訪問

2025/4/25
スポーツ・文化観光部空港振興課         富
士山静岡空港株式会社空港振興課 西垣、髙橋

令和６年度及び令和７年３月の富士山静岡空港利用状況

2025/4/25 くらし・環境部生活環境課大気水質班 伊豆市 柿木川の水質調査の結果 －全ての調査項目が環境基準に適合－

2025/4/25 危機管理部消防保安課消防行政班 急なけがや病気でお困りの際は、救急安心電話相談窓口（#7119）をご利用ください

2025/4/28

2025/4/28 交通基盤部建設業課建設業班 「静岡どぼくらぶ 若手交流会」寄附金の募集

2025/4/28 経済産業部中遠農林事務所農村計画課農村計画班 有機茶園や田んぼダムの整備事業を開始します！

2025/4/28 健康福祉部地域医療課地域医療班 静岡ブルーレヴズのスタジアムイベントで「静岡こども救急電話相談 #8000」を広報します



発表日 所属   タイトル

2025/4/28 スポーツ・文化観光部文化政策課芸術祭推進班 ふじのくに芸術祭2025演劇コンクール県民審査員を募集しています！！

2025/4/28 くらし・環境部県民生活課消費者支援班 ５月は消費者月間です！ ～県内各地で街頭キャンペーン等を行います～

2025/4/28 企画部統計活用課商工・経済班 定期給与26か月ぶりに前年同月を下回る 毎月勤労統計調査地方調査結果（令和７年２月分）

2025/4/28 企画部統計活用課商工・経済班 生産・出荷ともに対前月比でわずかに上昇 静岡県鉱工業指数（令和７年２月分速報）

2025/4/30

2025/4/30
静岡県東部地域局、沼津土木事務所東部地域局地域課 
野沢

七夕豪雨と静岡県の防災対策～SNSや企画展で過去の教訓を発信します～

2025/4/30 教育委員会榛原高校教諭 牧野一高 【取材依頼】榛原高校グローカル部が大阪・関西万博で探究成果を発表

2025/4/30 交通基盤部河川企画課 浜名湖水辺整備基本計画の公表

2025/4/30 健康福祉部地域福祉課生活保護班 ホームレスの実態に関する全国調査（概数調査）の結果

2025/4/30 スポーツ・文化観光部文化政策課事業推進班 ＳＨＩＺＵＯＫＡせかい演劇祭２０２５の開催

2025/4/30 スポーツ・文化観光部文化政策課 静岡県新文化施設（旧ヴァンジ彫刻庭園美術館）トライアル・サウンディングの実施

2025/4/30 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課企画班 富士山静岡レーシングによる知事表敬訪問

2025/4/30 くらし・環境部自然保護課自然保護・管理班 齋藤 「愛鳥週間（5/10～5/16）」が始まります！！

2025/4/30 くらし・環境部環境政策課地球環境班 夏季における軽装勤務（クールビズ）の通年化

2025/4/30 危機管理部原子安全対策課原子力安全対策班 浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果（速報・第170報）

2025/4/30 企画部統計活用課 景気動向指数は足踏みを示す～静岡県景気動向指数（令和７年２月分）～



提 供 日 2025/04/01

タイトル 令和６年度静岡県雇用管理状況調査の公表

担　　当 経済産業部 就業支援局産業人材課

連 絡 先 雇用対策班

TEL 054-221-2573

静岡県は、令和６年度雇用管理状況調査を実施し、その結果を取りまとめたので、概要を公表します。

１　調査目的　
県内事業所における人材確保・育成や就労環境の整備、多様な人材の活躍に関する取組状況を把握し、県の施策を進めていくため
の基礎資料を得ることを目的とする。

２　調査対象
総務省統計局「事業所母集団データベース」に掲載されている常用雇用者10人以上の県内事業所から無作為に抽出した3,200事業
所（有効回収数1,303事業所、有効回収率40.7％）

３　調査方法
・調査票を郵送により送付
・郵送又は「ふじのくに電子申請サービス」のオンラインにより回収

４　調査基準日
令和６年９月30日現在の状況

５　調査期間
　令和６年11月１日～令和６年11月29日

【調査結果のポイント】　（　）は令和５年度の割合
１　管理職に占める女性の割合　
　　女性管理職全体　22.2％（20.4％）
　　役員　　　　　　25.1％（28.3％）
　　部長相当職　　　11.6％（13.8％）
　　課長相当職　　　17.2％（16.4％）
　　係長相当職      27.7％（22.3％）

２　育児休業取得者の割合
　　女性　85.9％（88.0％）
　　男性　44.1％（27.8％）

３　非正規から正規への登用について
　　　制度あり　64.1％（64.1％）
　　　制度なし　33.0％（34.2％）

　　　実績あり　34.8％（30.1％）
　　　実績なし　61.3％（66.6％）

※詳細は、産業人材課ホームページに掲載しています。
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shuroshien/rodoseisaku/1003251/1026051.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shuroshien/rodoseisaku/1003251/1026051.html


提 供 日 2025/04/01

タイトル 小水力発電、バイオマス・温泉エネルギーの導入
を支援します！

担　　当 経済産業部 産業革新局エネルギー政策課

連 絡 先 エネルギー政策班

TEL 054-221-2949

令和７年度ふじのくにエネルギー地産地消推進事業費補助金の公募を開始します

１　要旨
　静岡県は、地域資源の活用による多様な分散型エネルギーの導入を推進しています。
　小水力、バイオマス及び温泉エネルギーの利用拡大を図るため、市町や民間による導入を支援する助成事業を行います。

２　概要
（１）補助対象事業
　小水力発電設備、バイオマスエネルギー利用設備又は温泉エネルギー利用設備の導入可能性調査事業または設備導入事業

（２）対象者
　県内の市町（政令指定都市を除く）、中小企業者、非営利団体

（３）補助率及び限度額

【ふじのくにフロンティア推進区域等に該当する場合】
　補助率　２分の１以内
　限度額　可能性調査事業 300万円、設備導入事業4,500万円～1億9,500万円

【ふじのくにフロンティア推進区域等に該当しない場合】
　補助率　４分の１以内
　限度額　可能性調査事業 225万円、設備導入事業2,250万円～9,750万円

（４）公募期間
　令和７年４月１日（火）～令和７年５月１５日（木）

（５）応募方法
　交付申請書、事業計画書等をエネルギー政策課あてメールにてご提出ください。
　申請様式等はエネルギー政策課ホームページからダウンロードできます。
　　
３　説明会
（１）日時
　令和７年４月９日（水） 10：00 ～ 11：00

（２）参加方法
　ＷＥＢ会議システムにより開催します。
　４月８日（火）までに、エネルギー政策課ホームページから参加申込書を入手し、エネルギー政策課あてメールにてお申し込みください。
　
エネルギー政策課ホームページへ
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto /kigyoshien/energy/1047457/1053153 .html

メールはこちらへ
energy@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/energy/1047457/1053153.html
mailto:energy@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/04/01

タイトル 第二種感染症指定医療機関の新規指定

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 静岡県感染症管理センター

TEL 055-928-7220

～新興・再興感染症に備え、新たに第二種感染症指定医療機関を追加しました～

　今後の新興・再興感染症発生に備え、令和７年４月１日付けで、 新 たに 、 第二種感染症指定医療機関 を 指定 しました 。
　 新規指定 ： 藤枝市立総合病院 （ 藤枝市駿河台4-1-11 ）

※新規の指定は、平成25年５月の中東遠総合医療センター以来になり、今回の指定で、県内の第二種感染症指定医療機関は11病院、第二
種感染症指定病床は48床になります。

　
　県では、引き続き、感染症の発生及びまん延に備え、感染症患者に対して早期に良質かつ適切な医療を提供する体制の整備に努めます。

【第一種・第二種感染症指定医療機関とは】
　感染症法に基づき、感染症患者に対し早期に良質かつ適切な医療を提供し、その重症化を防ぐことを担当する医療機関として知事が指定す
る医療機関で、担当する感染症の類型等に応じて区分されます。

感染症指定医療機関の種別 担当する感染症類型
第一種感染症指定医療機関 一類、二類、新型インフルエンザ等
第二種感染症指定医療機関 二類、新型インフルエンザ等

＜感染症の類型＞
一類 エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱（７疾病）

二類
急性灰白髄炎、結核、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）、中東呼吸器症候群（ＭＥＲＳ）、鳥インフ
ルエンザ（Ｈ５Ｎ１・Ｈ７Ｎ９）（６疾病）

新型インフルエンザ等
新型インフルエンザ、再興型インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症、再興型コロナウイルス感染症（４疾病）
。全国的かつ急速なまん延により、国民の生命及び健康に重大な影響を与えると認められる感染症。 

【県内の感染症指定医療機関】
種別 医療機関名 所在地 指定病床数

第一種 静岡市立静岡病院 静岡市 ２
下田メディカルセンター 下田市 ４
国際福祉大学熱海病院 熱海市 ４

裾野赤十字病院 裾野市 ６
富士市立中央病院 富士市 ６
静岡市立静岡病院 静岡市 ４

(新規) 藤枝市立総合病院 藤枝市 ２
島田市立総合医療センター 島田市 ６
中東遠総合医療センター 掛川市 ４

磐田市立総合病院 磐田市 ２
国民健康保険佐久間病院 浜松市 ４

第二種
(11病院48床)

浜松医療センター 浜松市 ６



提 供 日 2025/04/01

タイトル 看護学生向け修学資金の新規貸与者を募集しま
す！

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 看護師確保班

TEL 054-221-2407

看護学校・大学等（県内県外は問いません）に在学し、卒業後に県内の返還免除対象病院等で、活躍したいと考えている方に、修
学資金の貸与を行います。

１　募集期限　　 令和 ７ 年 ５ 月16 日( 金) まで

２　応募資格　　看護師養成所・大学（大学院を除く）に在籍している者

３　貸与金額　　（１）国公立の養成所及び大学　月額32,000円（年額384,000円）

　　　　　　　　（２）私立の養成所及び大学　　月額36,000円（年額432,000円）

　　　　　　　　（３）国公立の准看護師養成所　月額15,000円（年額180,000円）

　　　　　　　　（４）私立の准看護師養成所　　月額21,000円（年額252,000円）

４　返還免除　  卒業後に３つの要件を全て満たすことで、貸与を受けた資金が

　　　　　　　　全額返還免除となります。

　　　　　　　　（１）看護学校の最終学年で受験する国家試験等に合格すること

　　　　　　　　（２）卒業後ただちに、県内の許可病床200床未満の病院等の返還

　　　　　　　　　　　免除対象施設で勤務を開始すること

　　　　　　　　（３）返還免除対象施設に、看護職員として５年間継続して勤務

　　　　　　　　　　　すること

５　応募方法　　貸与者募集のしおり（県ホームページ参照）記載の申請書類

　　　　　　　　を下記にご提出ください。

　　　　　　　　 （ １ ） 県内 の 看護学校 に 在学 する 場合 ： 学校 ごとお 申込 み

　　　　　　　　 （ ２ ） 県外 の 看護学校 に 在学 する 場合 ： 個人 でお 申込 み

　　　　　　　　※申請には「ふじのくに電子申請サービス」での事前エントリー

　　　　　　　　　が必要です。

６　問い合わせ　健康福祉部医療局地域医療課

　　　　　　　　電　話　054－221－2407

　　　　　　　　メール　chiikiiryou@pref.shizuoka.lg.jp

　　　　　　　　Ｈ　Ｐ　検索キーワード「静岡県看護職員修学資金」

mailto:chiikiiryou@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/04/01

タイトル 災害時の支援等に関する協定を３団体と締結しま
す

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医療政策課医務班

地域医療課看護師確保班

TEL 医務班:054-221-2417

看護師確保班:054-221-2407

１　概要

　  静岡県は、公益社団法人静岡県鍼灸師会及び公益社団法人静岡県柔道整復師会と災害救護活動に関してそれぞれ協定を締結し
ました。災害時に県の協力要請に応じて、鍼灸師、柔道整復師等の人材を避難所等に派遣し支援活動を行います。　また、公益
社団法人静岡県看護協会と災害支援ナースの派遣調整等に係る協定を締結しました。

２　協定の概要

　(1) 公益社団法人静岡県鍼灸師会

協  定  名 災害時におけるはり師及びきゅう師の救護活動に関する協定

締  結  日 令和７年４月１日

活動内容

・避難所等における被災者へのはり・きゅうの施術

・避難所等における被災者に対する体調の自己管理及び疾病予防等に関する

　指導

・その他県が必要と認める活動

　　

　　　　　 (2) 公益社団法人静岡県柔道整復師会

協  定  名 災害時における柔道整復師の救護活動に関する協定

締  結  日 令和７年４月１日

活動内容

（柔道整復師法に規定された業務に限る）

・傷病者に対する応急救護

・避難所等における被災者の体調の自己管理及び疾病予防等に関する指導

・その他県が必要と認める活動

　(3) 公益社団法人静岡県看護協会

協  定  名 静岡県における災害支援ナースの派遣調整に関する協定

締  結  日 令和７年４月１日

活動内容

・災害支援ナースの派遣調整に係る体制整備

・災害支援ナースの県内外の派遣調整の実施

・県外からの災害支援ナースの受入に係る調整

備考

・災害支援ナースとは、被災地等に派遣され、地域住民の健康維持・確保に
　必要な看護を提供する等の看護支援活動を行う看護職員であり、厚生労働
　省が実施する災害支援ナース養成研修を修了し、厚生労働省に登録された
　者である。県と災害支援ナースが所属する施設との間で締結した災害支援
　ナースの派遣に関する協定に基づき、派遣される。
・災害支援ナース養成研修修了者数：294名
・災害支援ナースの派遣に関する協定締結病院数：57病院

※ 健康福祉部では、令和７年３月31日現在、43団体・40病院と災害協定を締結している。



提 供 日 2025/04/01

タイトル 地域医療連携推進法人の認定

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先

TEL 054-221-2418

　静岡県医療審議会（令和７年３月18日開催）の答申を踏まえ、本日（令和７年４月１日）、２つの「地域医療連携推進法人」を
認定しました。

　なお、本県の地域医療連携推進法人は、既存の２法人を含めて計４法人となります。

　

１　地域医療連携推進法人志太榛原医療連携ネットワーク

名　　　　　　称 地域医療連携推進法人志太榛原医療連携ネットワーク

代　 表　 理　 事 毛利　博

主たる事務所の所在地 静岡県藤枝市駿河台四丁目１番１１号

医療連携推進区域 志太榛原構想区域

参加法人(医療機関) ・藤枝市（藤枝市立総合病院）

・医療法人社団聖稜会（聖稜リハビリテーション病院）

医療連携推進業務 ・医療従事者の派遣交流と資質向上に関する共同研修

・医薬品、医療機器、診療材料等の共同購入

・医療連携推進方針に沿った連携推進のための参加法人間の調整 等

認 定 年 月 日 令和７年４月１日

２　地域医療連携推進法人浜松アカデミック・メディカル・アライアンス

名　　　　 　　称 地域医療連携推進法人浜松アカデミック・メディカル・アライアンス

代 　表 　理　 事 今野　弘之

主たる事務所の所在地 静岡県浜松市中央区半田山一丁目２０番１号

医療連携推進区域 西部構想区域

参加法人(医療機関) ・国立大学法人浜松医科大学（浜松医科大学医学部附属病院）

・浜松市（浜松医療センター）

医療連携推進業務 ・地域医療を担う人材の共同育成や人事交流などを促進する業務

・参加法人間の医療機能の分担など、医療の効率的な提供をする業務

・感染症や災害等の危機に適切に対応するための連携強化促進業務

・参加法人間における共同研究等を促進する業務

・医療機器、医薬品の共同購入や共同交渉、医療機器の共同利用 等

認 定 年 月 日 令和７年４月１日

（参考）県内の地域医療連携推進法人

　○地域医療連携推進法人ふじのくに社会健康医療連合（令和３年４月７日認定）

　○地域医療連携推進法人静岡県東部メディカルネットワーク（令和３年９月９日認定）



提 供 日 2025/04/01

タイトル 京都静岡県人会及び葵使関係者による知事表敬

担　　当 企画部 大阪事務所

連 絡 先 所長：勝山

TEL 06-6263-6120

　静岡まつりにおける「葵使」の行事のため来静する京都静岡県人会と
一般財団法人葵プロジェクト（所在地：京都市）の関係者が、知事を
表敬訪問する。
　
１　訪問日時　令和７年４月４日（金）16時10分～30分（20分間）

２　場　　所　知事室（県庁東館５階）

３　訪問者
　○京都静岡県人会 ３名
　　会長　杉橋隆夫　副会長　小西智子
　　理事　吉田和弘
　○葵プロジェクト「葵使」関係者　３名
　　上賀茂神社権禰宜 安井宏和 
　　上賀茂神社青年会会長　中村行則
　　上賀茂神社青年会直前会長　式部左近
  　
４　葵使の行事
　○３月23日（日）葵使出発式（京都：上賀茂神社）
　○４月５日（土）静岡まつり葵使歓迎式（会場：駿府大演舞場)

５　参考
　〇京都静岡県人会
　・杉橋隆夫会長（立命館大学名誉教授、三島市出身）
　・設立年　昭和59年（1984年）
　・会員数　約100人
　・年間を通じて静岡県に対する様々な応援活動や会員相互の交流活動等を展開
　　しており、本県への重要な応援団となっている。
　・平成23年からは「葵使」の活動に同会も参加し、京都と静岡の交流促進の役
　　割を担っている。
　
　〇「葵使」とは
  ・「葵使」は江戸時代に毎年、上賀茂神社が将軍家に二葉葵（フタバアオイ）
　　を献上していた行事。
　・平成19年にNPO法人葵プロジェクト（当時）により140年ぶりに復活し、その
　　後は毎年、二葉葵が京都から静岡に届けられている。
　　
　○一般財団法人葵プロジェクト（平成30年にNPO法人から組織改正）
　・熊倉功夫代表理事(ふじのくに茶の都ミュージアム館長、MIHO MUSEUM館長)
　・1400年の歴史ある葵祭（毎年５月）にて使用される上賀茂神社境内の二葉葵が
　　減少したため、各地の学校や近隣の企業等へ株分けし、育った二葉葵を神社へ
　　戻す活動を通じ、文化の継承と自然を慈しむ心の育成等を行っている。
　・二葉葵の育成を通じた静岡県内の学校との交流も行われている。
　・「葵使」の行事は、一般財団法人葵プロジェクトの一事業として実施。



提 供 日 2025/04/01

タイトル 次世代エアモビリティ（eVTOL）の機体開発メー
カーが知事を表敬訪問します

担　　当 企画部 デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略班

TEL 054-221-2915

次世代エアモビリティ（eVTOL）の機体開発メーカーが

知事を表敬訪問します

本県は令和６年12月に「次世代エアモビリティ(eVTOL)導入促進ロードマップ」を策定・公表し、社会実装に向けた取組を推進し

ています。

このたび、ブラジルで機体開発を進める企業のＣＥＯ等が来静し、知事を表敬訪問します。

１ 日時  令和７年４月３日（木）15：30～16：00

２ 場所  県庁東館５階　知事室

３ 来訪者
　イブ・エア・モビリティ（ＥＶＥ）

ヨハン・ボルデ ＣＥＯ（最高経営責任者）
メガ・バティア　ＣＣＯ（最高商業責任者）
森 巧 事業開発部長（北東アジア地域担当）　　

４ 内容
　（１）挨拶 ＜ここまで頭撮り可＞
  （２）面談

５ 取材に際しての留意事項
　・非公開の企業情報を取り扱うため、頭撮り（面談は非公開）となります
　・面談終了後、東館５Ｆ特別会議室（応接室）にてイブ・エア・モビリティ社
    及び静岡県担当者が取材（名刺交換等）に対応します

６ イブ・エア・モビリティ社について
　　会 社 名　Eve Holding, Inc.
　　本　　社　アメリカ フロリダ州
　　拠　　点　ブラジル サンパウロ州
　　主な事業　機体開発など

■問い合わせ先：企画部　デジタル戦略課　杉田 (TEL：054-221-2915)

■静岡県次世代エアモビリティ(eVTOL)導入促進ロードマップ
　https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/keikaku/degital/1044027/1068251.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/keikaku/degital/1044027/1068251.html


提 供 日 2025/04/02

タイトル 工事請負契約等に係る入札参加停止

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業班

TEL 054-221-3059

工事請負契約等に係る入札参加停止

不正又は不誠実な行為の再発を防止し、公共工事の受注者としてふさわしくないものを入札から排除し反省を促すため、静岡県工事請負契約等に係
る入札参加停止等措置要綱第２条第１項の規定に基づき、以下のとおり、入札参加停止を行います。

　１　入札参加停止の内容
　　　　　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第10号（不正又は不誠実な
　　　　　行為）に該当する。

　２　措置対象業者及び停止期間
項目 措置対象業者

商　　　　 号 開発虎ノ門コンサルタント株式会社
代表者氏名 代表取締役執行役員社長　白鳥　愛介
本店所在地 東京都新宿区新小川町６-29　アクロポリス東京
停 止 期 間 １か月

　
　３　入札参加停止の理由

 開発虎ノ門コンサルタント株式会社は、静岡県島田土木事務所発注の令和６年度（一）島田岡部線ほか舗装修繕に伴う舗装たわみ量調査業務委
託において、令和７年３月21日に落札が決定したが、同日、特記仕様書に定める管理技術者要件を満たすことができないことを理由に、契約を辞退
した。

　４　停止期間の始期及び終期
　　　令和７年４月２日から令和７年５月１日まで

　（参考）　
　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第10号

措置要件 措置期間
（略）業務に関し不正又は不誠実な行為をし、工事等の契約の
相手方として不適当であると認められるとき。

１か月以上９か月以内



提 供 日 2025/04/02

タイトル 静岡県立漁業高等学園入学式

担　　当 経済産業部 漁業高等学園

連 絡 先 教務班　日野山　宗一郎

TEL 054-627-0219

静岡県立漁業高等学園の入学式を開催します

　静岡県立漁業高等学園では令和７年度（56期生）の入学式を開催します。
　15歳から22歳までの漁業を志す若者14名が1年間の全寮生活で漁業の専門知識と技術を学ぶと共に、漁船に必要とされる集団生
活のルールやコミュニケーション能力を培います。

　【日　時】令和７年４月８日（火）　午前10時から

　【会　場】静岡県立漁業高等学園　教育棟３階研修室
　　　　　　（焼津市小川3747-2）

　【式次第】開式
　　　　　　入学決定 
　　　　　　式辞
　　　　　　来賓祝辞
　　　　　　誓いの言葉
　　　　　　閉式
  
　【入学者の出身地】
　　　　　　静岡県内：東部２名、中部４名、西部１名　　計７名
　　　　　　静岡県外：埼玉県１名、神奈川県２名、富山県１名
　　　　　　　　　　　愛知県２名、岐阜県１名　　　　　計７名
 　　　　　　　合計 ：14名

※　静岡県立漁業高等学園とは

　本学園は、全国唯一の沿岸漁業から遠洋漁業までを学べる漁業者養成校です。漁業者に必要とされる技術や知識を学び、小型船
舶操縦士や海上特殊無線技士などの国家資格の取得を目指しています。また、漁業体験や1か月間の遠洋航海実習などの実践的な
実習により、自分の適性に合った漁業を把握でき、就職時のミスマッチを防いでいます。

     



提 供 日 2025/04/02

タイトル 「静岡県立あしたか職業訓練校　入校式」の開催

担　　当 経済産業部 あしたか職業訓練校訓練課

連 絡 先 訓練課

TEL 055-924-4380

～障害のある人を対象とした職業訓練校の入校式を下記のとおり開催します～

◇あしたか職業訓練校ってどんなところ？◇
障害のある人が、個々の能力と適性に応じ、企業等で働くために必要な基礎的知識、技能を習得するための訓練を行います。また、希望者には１年間の
寮生活により社会への適応能力を高めることができます。

　　　　　　　　　　　　　　　記

１　日　　時　　令和７年４月８日（火）午前11時00分～午前11時45分
２　会　　場　　静岡県立あしたか職業訓練校（沼津市宮本５－２）
３　次　　第
　　　　　　　　　○国歌斉唱
　　　　　　　　　○入校許可
　　　　　　　　　○校長式辞
　　　　　　　　　○来賓祝辞
　　　　　　　　　○知事メッセージ紹介
　　　　　　　　　○入校生代表宣誓
４　入校者数　　17人

科　名 人　数
コンピュータ科 ３人

生産・サービス科 14人
合　計 17人

５　問合わせ先
静岡県立あしたか職業訓練校　訓練課
電話：055-924-4380　FAX：055-924-7758　E-mail：ashitakakun@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:ashitakakun@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/04/02

タイトル 【取材依頼】令和７年度県立工科短期大学校入学
式の開催

担　　当 経済産業部 工科短期大学校学務課

連 絡 先 学務課松本

TEL 054-345-2032

令和７年度で開校５周年！
県立工科短期大学校第５期生の入学式を開催します。  

　 県立工科短期大学校は、令和７年度で開校５周年を迎えます。
　 高度な技能を身に付け、ものづくりの現場でリーダーとなることを目指す第５期生９８名の入学式を開催します。

１　日　時
　　令和７年４月９日（水）　14:00～15:00

２　式　場
　　静岡市清水文化会館マリナート　大ホール
　　（静岡市清水区島崎町214番地）

３　次　第
　(1)開式の辞
　(2)国歌斉唱
　(3)入学許可
　(4)校長式辞
　(5)知事告辞
　(6)来賓祝辞、来賓紹介
　(7)入学生宣誓
　(8)閉式の辞

４　入学生　
静岡キャンパス 沼津キャンパス

機械・制御技術科 16名 機械・生産技術科 15名
電気技術科 19名 電子情報技術科 15名
建築設備科 11名 情報技術科 22名

計 46名 計 52名
入学生合計　98名

５　出席者・来賓
　　　知事、県議会議長、静岡市経済局長、静岡県中小企業団体中央会会長ほか

【参考】静岡県立工科短期大学校の概要
　 グローバル化や科学技術の進展による大きな変化に対応できる人材を育成するため、清水技術専門校及び沼津技術専門校の教育内容
を高度化し、令和３年４月に開校しました。
　 ○静岡キャンパス（３学科）：機械・制御技術科、電気技術科、建築設備科
　 ○沼津キャンパス（３学科）：機械・生産技術科、電子情報技術科、情報技術科



提 供 日 2025/04/02

タイトル 未来への森づくりタウンミーティングの開催

担　　当 経済産業部 森林・林業局森林計画課

連 絡 先 森林計画課

TEL 054-221-3505

　　　　　未来への森づくりタウンミーティングの開催
　　　　　　　　　　　　～参加者募集～

　県では、平成１８年度から、県民の皆様にご協力いただいている「森林（もり）づくり県民税」を財源として、「森の力再生事

業」により荒廃森林の再生に取り組んでまいりました。

　事業は順調に進んでおり、令和７年度末で計画期間が終了します。しかし、県内では新たな荒廃森林の存在が確認されていま

す。

　そこで、県民の皆様にこれまでの事業の成果と新たな荒廃森林の状況をお知らせするとともに、今後の荒廃森林への対応につい

てご意見をいただくため、タウンミーティングを開催いたします。

　つきましては、参加者を募集いたします。

１　開催期間　令和７年５月１３日（火）～６月１３日（金）

２　開催場所　県内２７会場（開催日時及び会場は別添一覧のとおり）　　

３　募集人数
　　各会場５０名程度（先着順）

４　申込方法
　　専用フォーム（ＱＲコード）または、希望する会場の問合せ先までご連絡くだ
　　さい。

＜県ＨＰ＞　
参加者募集：令和７年度「未来への森づくりタウンミーティング」の開催

（申し込みＱＲコード）https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/ringyo/morinochikara/1040999/1069166.html

（参考）
森の力再生事業とは？

（森の力再生事業ホームページＱＲコード）https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/ringyo/morinochikara/1026842.html

kaijouichiran.pdfkaijouichiran.pdf

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/ringyo/morinochikara/1040999/1069166.html
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/ringyo/morinochikara/1026842.html


提 供 日 2025/04/02

タイトル イオンモール富士宮で、交通安全啓発活動を実施
します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2549

～めざせ！交通事故ゼロのまち～

イオンモール富士宮で、

交通安全啓発活動を実施します！

静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）は、春の全国交通安全運動にあわせ、関係機関と連携した交通安全啓発活動を下記のとおり
実施します。

１　実施日時

　令和７年４月９日（水）午前１１時から　おおむね１時間

２　実施場所

　　イオンモール富士宮　１階　さくらコート（富士宮市浅間町１番８号）　

３　参加者（予定）

　　静岡県くらし交通安全課

　　富士宮警察署

　　（一財）静岡県交通安全協会富士宮地区支部

　　（一社）静岡県自動車整備振興会　　　　　　　　　　　　計１０人程度

４　活動内容

　　・春の全国交通安全運動に関する啓発活動

　　・マスコットキャラクターによるグリーティング

　　・自転車乗車用ヘルメット展示（試着）コーナーの設置

　　・啓発品の配布



提 供 日 2025/04/02

タイトル 日本平動物園において、交通安全啓発活動を実施
します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2549

～めざせ！交通事故ゼロのまち～

日本平動物園において、

交通安全啓発活動を実施します！

静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）は、春の全国交通安全運動（４月６日（日）～４月15日（火））に合わせ、交通安全啓
発活動を下記のとおり実施します。

１　実施日時

　　令和７年４月12日（土）午前９時からおおむね１時間

２　実施場所

　　静岡市立日本平動物園　正面エントランスフォトスポット付近（静岡市駿河区池田1767番地の６）

３　参加団体（予定）

　・　静岡県くらし交通安全課

　・　（一社）静岡県トラック協会

　・　静岡南警察署

　・　（一財）静岡県交通安全協会静岡南地区支部　　　　　　合計約１０人

４　活動内容

　・　啓発品の配布

　・　自転車乗車用ヘルメット展示コーナー

　・　お絵描き反射材コーナー

　・　マスコットキャラクターによるグリーティング

　・　警察車両の展示

５　その他

　　雨天の場合は中止とします（前日までに県ホームページの「記者提供資料」欄で発表します。）。



提 供 日 2025/04/02

タイトル アピタ大仁店において、交通安全啓発活動を実施
します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2549

～めざせ！交通事故ゼロのまち～

アピタ大仁店において、

交通安全啓発活動を実施します！

静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）は、春の全国交通安全運動（４月６日（日）～４月15日（火））に合わせ、交通安全啓
発活動を下記のとおり実施します。

１　実施日時

　　令和７年４月10日（木）午前11時からおおむね１時間

２　実施場所

　　アピタ大仁店 マクドナルド前出入口（伊豆の国市吉田字九十分１５３番地の１）

３　参加団体（予定）

　・　静岡県くらし交通安全課

　・　伊豆中央警察署

　・　（一財）静岡県交通安全協会伊豆中央地区支部           合計約１０人

４　活動内容

　・　啓発品（反射材・チラシ）の配布

　・　マスコットキャラクターによるグリーティング

　・　自転車乗車用ヘルメット展示コーナー

５　その他

　　雨天の場合は中止とします（前日までに県ホームページの「記者提供資料」欄で発表します。）。



提 供 日 2025/04/03

タイトル 物品調達等及び一般業務委託に係る入札参加停止

担　　当 出納局 用度課

連 絡 先 用度課　物品班

TEL 054-221-2138

不正又は不誠実な行為等の再発を防止し、受注者としてふさわしくないものを入札から排除し反省を促すため、本県は、物品調達等及び一般業務委
託に係る入札参加停止基準第２条第４号の規定に基づき、以下のとおり、入札参加停止を行いました。（１件１者）

１　入札参加停止の内容
物品調達等及び一般業務委託に係る入札参加停止基準第２条第４号に該当する。

 　２　措置対象業者及び停止期間　　　　　　
項目 措置対象業者 停止期間

商　　　号 住友重機械搬送システム株式会社
代表者氏名 代表取締役　斎藤　信也
本店所在地 東京都品川区西品川一丁目１番１号

３か月

 　
３　入札参加停止の理由

 機械式駐車装置の設置工事において、独占禁止法第３条（不当な取引制限の禁止）の規定に違反する行為を行っていたとして、令和７年３月
24日に公正取引委員会から排除措置命令及び課徴金納付命令を受けたことによる。

４　停止期間の始期及び終期
　令和７年４月４日から令和７年７月３日まで（３か月）

　

（参考）物品調達等及び一般業務委託に係る入札参加停止基準第２条第４号
措置要件 措置期間

業務に関し独占禁止法第３条又は第８条第１項第１号に違反
し、契約の相手方として不適当であると認められるとき。

６か月以上24か月以内

　　※当該業者は課徴金減免制度の適用事業者であるため、措置期間を軽減している。



提 供 日 2025/04/03

タイトル 工事請負契約等に係る入札参加停止

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業班

TEL 054-221-3059

工事請負契約等に係る入札参加停止

独占禁止法違反行為の再発を防止し、公共工事の受注者としてふさわしくないものを入札から排除し反省を促すため、静岡県工事請負契約等に係る
入札参加停止等措置要綱第２条第１項の規定に基づき、以下のとおり、入札参加停止を行います。

【１】
　１　入札参加停止の内容

　　　　　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第４号（独占禁止法違反行
　　　　　為）に該当する。

　２　措置対象業者及び停止期間
　　（１)

項目 措置対象業者
商　　　　 号 住友重機械搬送システム株式会社
代表者氏名 代表取締役社長　斎藤 信也
本店所在地 東京都品川区西品川1－1－1　住友不動産大崎ガーデンタワー18階
停 止 期 間 ３か月

　　　
　　（2）

項目 措置対象業者
商　　　　 号 新明和工業株式会社
代表者氏名 取締役社長　五十川　龍之
本店所在地 兵庫県宝塚市新明和町１－１
停 止 期 間 ３か月

　３　入札参加停止の理由
 住友重機械搬送システム株式会社及び新明和工業株式会社を含む機械式駐車装置メーカーらは、独占禁止法第３条（不当な取引制限の禁止）

の規定に違反する行為を行っていたとして、令和７年３月24日、公正取引委員会から排除措置命令及び課徴金納付命令を受けた。なお、住友重機
械搬送システム株式会社及び新明和工業株式会社は、課徴金の減免制度の適用を受けている。

　４　停止期間の始期及び終期
　　　令和７年４月４日から令和７年７月３日まで

　（参考）　
　
　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第４号

措置要件 措置期間
業務に関し独占禁止法第３条又は第８条第１項第１号に違反
し、工事等の契約の相手方として不適当であると認められると
き。

６か月以上24か月以内

　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱第４条第３項
　　　知事は、有資格業者について情状酌量すべき特別の事由があるため、別表各号、前２項及び
　　第５条第１項第１号から第３号までの規定による入札参加停止の期間の短期未満の期間を定め
　　る必要があるときは、入札参加停止の期間を当該短期の２分の１まで短縮することができる。



提 供 日 2025/04/03

タイトル 令和７年　春季賃上げ要求・妥結状況（第１報　
３月25日現在）

担　　当 経済産業部 就業支援局産業人材課

連 絡 先 労働政策班

TEL 054-221-2817

令和７年　春季賃上げ要求・妥結状況（第１報　３月25日現在）
～妥結額17,851円、賃上げ率5.25％で前年同期（16,711円、4.94％）を上回る～

１　概況（第１報　３月25日現在）
　　県内の調査対象民間労働組合500組合のうち、60組合から有効回答があり、そのうち、春季賃上げの要求を行った組合は58組合であった。
　　これら58組合の平均要求額は、加重平均で17,821円、賃上げ率で5.38％であった。
　　また、58組合のうち、３月25日までに妥結した42組合の平均妥結額は、加重平均で17,851円、賃上げ率で5.25％であった。

２　前年同期との比較（加重平均）
　(1) 平均要求額
　　　春季賃上げの要求を確認できた58組合の平均要求額を、前年同期（48組合、16,430円、4.95％）と比較すると、金額で1,391円、賃上げ率で0.43ポイ

ント、ともに上回った。
　(2) 平均妥結額
　　　春季賃上げの要求を確認できた58組合のうち、３月25日までに妥結した42組合の平均妥結額を前年同期（19組合、16,711円、4.94％）と比較すると、

金額で1,140円、賃上げ率で0.31ポイント、ともに上回った。

３　業種別妥結状況
　　回答数の多かった「製造業」の妥結状況をみると、平均妥結額が19,097円（5.51％）で、前年（16,783円、4.9％）と比べて上回った。
　　また、「運輸業・郵便業」についても、平均妥結額が10,898円（3.56％）で、前年（8,775円、2.8％）と比べて上回った。

４　企業規模別妥結状況
　　従業員規模別に妥結状況をみると、「300人以上」では、17,066円（5.18％）、「299人以下」では12,250円（4.52％）であり、「300人以上」が金額で

4,816円、賃上げ率で0.66ポイント上回った。



提 供 日 2025/04/03

タイトル 令和６年度流通食品の放射性物質検査結果（第６
報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

県内流通食品の放射性物質検査の結果（第６報）
－令和７年２月分－

１　要　旨

 静岡県以東で生産又は製造され、静岡県内に流通している食品の放射性物質検査　  

を実施しています。

  令和 ７ 年 ２ 月 は12 品目20 検体 を 実施 し 、 検査結果 は 全 て 基準値以下 で 、 安全性 が

 確認 されています 。

２　検査結果　

食品区分 品目 検体数 製造所、産地等所在地 検査結果

そうざい ５ 宮城県、長野県、岩手県（製造所）

漬物 １ 秋田県（製造所）

米粉パン １ 新潟県(製造所）

たこ焼き粉 １ 群馬県（製造所）

調味料 ２ 神奈川県、千葉県（製造所）

　　　　 乾わかめ ２ 三陸産（原産地）

かんぴょう ２ 栃木県（製造所）

米飯 ２ 山梨県、新潟県（製造所）

乾燥大根 １ 埼玉県（製造所）

海藻加工品 １ 栃木県（製造所）

胚芽押麦 １ 山梨県（製造所）

　一般食品

菓子 １ 新潟県（製造所）

すべて
基準値以下

・検査機関：静岡県中部保健所化学検査課
・検出機器：ゲルマニウム半導体検出器
・食品区分別の基準値：一般食品 100Bq/kg　牛乳50Bq/kg　乳児用食品 50Bq/kg　飲料水 10Bq/kg



提 供 日 2025/04/03

タイトル 食品検査情報（第11報)

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

食品の検査情報をお知らせします
（２月分）

１　概要

静岡県では、県内の製造所や販売店からの食品の抜き取り等により、添加物、残留農薬、微生物等の項目を検査し、 基準 に 不適合 が 確認

 された 食品 は 、 回収命令 など 行政処分 を 行 い 、 県内 で 流通 する 食品 の 安全 ・ 安心 を 確保 しています。

２　検査結果

　以下のとおり、本年２月に検査を実施した223検体については、 行政処分 を 行 ったものがありませんでした 。

検査項目 対象食品 ２月
検体数

２月
行政処分数

アイスクリーム、魚肉ねり製品等 18規格基準等検査
（微生物）   輸入冷凍食品 15

0

アイスミルク、菓子、漬物等 45規格基準等検査
（添加物等） 　輸入冷凍食品 15

0

ラクトアイス、菓子、魚肉ねり製品等 39
添加物等表示検査

  輸入冷凍食品 10
0

動物用医薬品等   国産食肉（豚肉） 3 0

放射性物質 県内流通食品（米飯類、漬物、そうざい等） 20         0

アレルゲン 　菓子、そうざい、ナッツ類   16 0
アイスクリーム、魚肉ねり製品、漬物等 26腸管出血性大腸菌、

腸炎ビブリオ等 　輸入冷凍食品 　 15
0

衛生規範を参考とする
E.coli検査

　漬物 1 0

合計 223 0



提 供 日 2025/04/04

タイトル 静岡県議会令和７年５月臨時会に係る議会運営委
員会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局　議事課

TEL 054-221-2555

下記のとおり議会運営委員会を開催する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　
■日　　時　令和７年４月11日(金)　午前10時30分から

■場　　所　議会運営委員会室（静岡県庁本館３階）

■協議事項　令和７年５月臨時会について
    
－参考－
　
【議会運営委員会の概要】

・議会を円滑かつ効率的に運営することを目的として設置

・構成員：13人

議　　　長 　落　合　愼　悟（自民改革会議）

副　議　長 　鳥　澤　由　克（自民改革会議）

委　員　長 　鈴　木　澄　美（自民改革会議）

副 委 員 長
　木　内　　　満（自民改革会議）

  伴　　　　　卓（ふじのくに県民クラブ）

委　　　員

　中　田　次　城（自民改革会議）

　伊　丹　雅　治（自民改革会議）

　杉　山　盛　雄（自民改革会議）

　大　石　健　司（自民改革会議）

　杉　本　好　重（自民改革会議）

　佐　野　愛　子（ふじのくに県民クラブ）

　川　崎　和　子（ふじのくに県民クラブ）

　牧　野　正　史（公明党静岡県議団）



提 供 日 2025/04/04

タイトル 【訂正】農林環境専門職大学・農林環境専門職大
学短期大学部入学式

担　　当 経済産業部 農林環境専門職大学学生課

連 絡 先

TEL 0538-31-7905

令和７年度静岡県立農林環境専門職大学・静岡県立農林環境専門職大学短期大学部の
「入学式」を実施します。

※「４ 次第」に訂正がありました（４月４日17時訂正済）

１　日　時　令和７年４月８日（火）　午後１時30分 ～ ２時20分

２　会　場　磐田市民文化会館　かたりあ（磐田市上新屋678-1）

３　入学予定者数

　　　　学科　　　　　　　　　男子　　　　　女子　　　　　合計
　生産環境経営学部　　　　　　１３　　　　　１２　　　　　２５
　短期大学部生産科学科　　　　６４　　　　　２９　　　　　９３

４　次　第
　　一、　開式の辞
　　一、　国歌斉唱
　　一、　入学許可
　　一、　学長式辞　　　　　（学長　鈴木 滋彦）
　　一、　静岡県知事告辞　　 (静岡県知事　鈴木 康友)
　　一、　来賓祝辞　　　　　（静岡県議会議長　落合　愼悟）
　　一、　来賓紹介・祝電披露
　　一、　歓迎の言葉　　　　（在校生代表　学生自治会長）　　　　　　　　　　　　　　
　　一、　入学生宣誓　　　　（新入生代表）
　　一、　閉式の辞



提 供 日 2025/04/04

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（3/28～4/3）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第585報）
＜野生イノシシの豚熱検査結果（3/28～4/3）結果判明分＞

　

　静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の19頭で、豚熱ウイルスの感染事例はありませんでした。

平成30年９月以降、17,965頭（死亡389頭、捕獲17,576頭）の検査を実施し、619頭の陽性（死亡171頭、捕獲448頭）を確認して

います。

＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html


提 供 日 2025/04/04

タイトル 静岡県動物愛護センターの指定管理者を募集しま
す

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 動物愛護班

TEL 054-221-2347

静岡県動物愛護センターの指定管理者を募集します

１　趣　旨

県では、新たな動物愛護の拠点となる静岡県動物愛護センターを、令和７年11月頃に富士市に開所する予定です。

動物愛護センターの管理運営の効率化及び県民サービス充実のため、指定管理者による管理を行うこととし、公募を開始します。

２　概　要

区分 内容
対象施設 名　称　静岡県動物愛護センター

所在地　富士市大淵2158
指定期間 令和７年11月１日から令和12年３月31日まで
募集方法 公募による選定

募集要項の配布 配布場所　健康福祉部生活衛生局衛生課（県庁西館５階）
配付期間　令和７年４月４日（金）から５月12日（月）まで

指定管理者申請書受付 令和７年５月１日（木）～５月14日（水）
現地説明会 場　　所　静岡県動物愛護センター　研修ルーム

日　　時　令和７年４月11日（金）午後２時から
申込方法　募集要項の現地説明会参加申込書（様式１）に必要事項を明記の上、郵送　
　　　　　　　又は電子メールのいずれかで衛生課へお申し込みください。
申込期限　令和７年４月10日（木）午後５時（必着）

３　募集要項
　　静岡県公式ＨＰ（衛生課）に公開しております。詳細は、そちらを御確認ください。
　　　https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/gyoseikaikaku/shiteikanri/1066717/1067863 .html

４　問い合わせ先
　　健康福祉部生活衛生局衛生課動物愛護班
　　〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号（県庁西館５階）
　　ＴＥＬ：054-221-2347　ＦＡＸ：054-221-2342
　　E-mail：eisei@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/gyoseikaikaku/shiteikanri/1066717/1067863.html
mailto:eisei@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/04/04

タイトル 令和７年度第１回、第２回（５年）公募公債の発
行

担　　当 財務部 財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2036

４月に発行する公募公債の発行条件を決定しました。
４月18日（金）に10年債100億円及び5年債100億円を発行します。
なお、本日、本債に対し、格付投資情報センター（R＆I）からＡＡ＋、ムーディーズからＡ1の個別債務格付けが付与される予定
です。

１．発行条件
区　分 10年債 5年債

 表面利率、応募者利回り 1.512% 1.120%
 発行価格 100円につき100円 100円につき100円

２．発行債券の募集概要
区　分 10年債 5年債

 銘柄名 ・静岡県令和７年度
　第１回公募公債

・静岡県令和７年度
　第２回公募公債(5年)

 償還方法  10年満期一括
（償還日 令和17年３月20日）

 5年満期一括
（償還日 令和12年３月19日）

 利払日 毎年３月20日及び９月20日に支払
 募集期間 ※1 令和７年４月４日（金）から４月10日（木）まで
 募集単位 額面１万円から１万円単位
 募集取扱い
 機関 ※2

別途指定する金融機関（下記参照）

※1　募集期限は、４月10日（木）となっているが、売り切れの場合もある。
※2　募集に係る問い合わせは、下記募集取扱い機関にて受け付けている。

●募集取扱い機関一覧
銀　行 証券会社

静岡銀行 三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券
スルガ銀行 ＳＭＢＣ日興証券
清水銀行 大和証券
みずほ銀行 野村證券
三井住友銀行 みずほ証券

岡三証券
東海東京証券
ゴールドマン・サックス証券
丸三証券
バークレイズ証券
ＢＮＰパリバ証券
ＢｏｆＡ証券
しんきん証券
ＳＢＩ証券



提 供 日 2025/04/07

タイトル 新しい授業の形！センター配信型遠隔授業がス
タート

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班

TEL 054-221-3147

新しい授業の形！センター配信型遠隔授業がスタート

　令和７年４月、静岡県教育委員会は遠隔授業の配信機能を集中化した「遠隔授業配信センター」を開設し、オンライン会議シス
テムを活用した遠隔授業を実施します。
　静岡県ではこれまで、本校-分校間での遠隔授業は実施してきましたが、センター配信型遠隔授業は初めての試みです。「遠隔
授業配信センター」から中山間地域の小規模校を対象に遠隔授業を実施することで、学びの機会の充実を図り、生徒の多様な学習
ニーズに応えます。
　令和７年度は、県立松崎高校、県立伊豆総合高校土肥分校、県立浜松湖北高校佐久間分校に「物理」、「物理基礎」の授業を実
施します。各校の授業スタートは下記の通りです。

記

１　配信元　遠隔授業配信センター（静岡県総合教育センター（掛川市）内）

２　授業開始日と実施校

　 ４月10日（木）午前10時25分～午前11時05分  松崎高校

                                                                  (0558-42-0131)

    ４月11日（金）午後１時00分～午後１時45分　　伊豆総合高校土肥分校

                                                                  (0558-98-0211)

　  ４月14日（月）午後１時05分～午後１時50分　　浜松湖北高校佐久間分校

                                                                 (053-965-0065)

３　その他

　(1)　実施校の取材を御希望の場合は、各学校にお問い合わせください。

  (2)　遠隔授業配信センターの取材を御希望の場合は、高校教育課（054-221-3147）に

        御連絡ください。



提 供 日 2025/04/07

タイトル 令和７年度市町教育委員会教育長会の開催

担　　当 教育委員会 教育総務課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-3103

令和７年度市町教育委員会教育長会を開催します

１　趣旨
　県教育委員会は、令和７年度の県教育委員会の教育行政の基本方針等を踏まえた適切な業務執行を図るため、政令市を含む静岡
県内の35市町すべての教育長が出席する市町教育委員会教育長会を開催します。

２　概要
　(1) 開催日時　令和７年４月９日(水) 午後１時から
　(2) 会　　場　県庁西館４階　第１会議室ＡＢＣ　
　(3) 内　　容　１ 教育長挨拶
　　　　　　　　２ 教育行政の基本方針
　　　　　　　　３ 所管事項説明　　　　　
　(4) 出 席 者　県教育長、教育部長、教育監、理事、参事、参与、関係課長
　　　　　　　　各市町教育長（政令市を含む）

３　その他
　会議は開会から教育行政の基本方針までの冒頭15分程度、取材可能です。所管事項説明以降は非公開です。



提 供 日 2025/04/07

タイトル 全国初！静岡県歯科医療従事者バンク始動～誰も
が歯科受診できる体制確保に向けた取組～

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医療企画班

TEL 054-221-2284

全国初！静岡県歯科医療従事者バンク始動
～誰もが歯科受診できる体制確保に向けた取組～

　誰もが受診できる歯科医療提供体制の確保に向け、県と県歯科医師会は、県内医療機関と全国の歯科医師・歯科衛生士とのマッチングや就労相談を
行うWEBサイト「静岡県歯科医療従事者バンク」を令和７年４月１日から運用開始しました。
　全国の歯科医療従事者の皆様、県内の歯科診療所・病院の皆様の積極的な御利用をお願いいたします。

（静岡県歯科医療従事者バンクの概要）

　URL：https://shizuoka-dentistbank.jp/

（その他）

　取材いただける場合は、医療政策課医療企画班（TEL：054-221-2284）まで御連絡願います。

https://shizuoka-dentistbank.jp/


提 供 日 2025/04/07

タイトル こどもの居場所づくりプロジェクトの企画提案を
募集します!!

担　　当 健康福祉部 こども若者局こども家庭課

連 絡 先 ひとり親支援班

TEL 054-221-2365

こどもの居場所づくりプロジェクトの企画提案を募集します!!

県では、こどもの居場所づくりに必要な資⾦調達に取り組む団体等を⽀援するため、クラウドファンディング型のふるさと納税を活⽤して寄附⾦を募集
し、補助⾦として交付しています。
このたび、本年度のこどもの居場所づくりプロジェクトの企画提案を募集します。

１　事業概要
(1)県がこどもの居場所づくりプロジェクトを募集し、応募のあった企画提案について審査・選定を⾏い、本事業の対象プロジェクトを採択します。
(2)県は、指定したプロジェクトを、クラウドファンディング型ふるさと納税ポータルサイトに掲載し、県内外から広く寄附を募ります。
(3)集まった寄附⾦額（あらかじめ設定した⽬標⾦額に到達した場合はその⽬標⾦額）についてプロジェクト実施団体等に補助⾦として交付決定し
ます。

２　対象となる事業
こどもの居場所づくりに係る新たな取組であって、特に公益性が高いと認められる事業

３　応募書類の交付
(1)交付期間︓令和７年４⽉７⽇(⽉)〜５⽉７⽇(⽔)
(2)交付⽅法︓静岡県ホームページからダウンロード⼜は「５」に記載の問合せ先にて⼊⼿
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/nyusatsukobai/nyusatsukenkou/1062893.html

４　応募締切
令和７年５⽉９⽇(⾦)午後５時まで（当⽇消印有効）

５　問合せ先
〒420-8601　静岡市葵区追⼿町９番６号
静岡県健康福祉部こども家庭課ひとり親⽀援班
TEL︓054(221)2365　FAX︓054(221)3521
E-mail︓kokatei@pref.shizuoka.lg.jp

【参考】こどもの居場所とは
こどもの居場所とは、無料⼜は低額な料⾦で、こどもが⼀⼈でも安⼼して利⽤できる地域の居場所です。
○こども⾷堂︓⾷事の提供　
○学習⽀援︓学習習慣の定着、基礎的な学⼒向上のための⾃主学習の⽀援　
○遊び場の提供︓⾃由に遊び、くつろぐことができる場の提供　
○その他︓こども同⼠⼜は地域住⺠との交流等を⾏う場の提供

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/nyusatsukobai/nyusatsukenkou/1062893.html


提 供 日 2025/04/07

タイトル しずおかこども幸せプランの策定

担　　当 健康福祉部 こども若者局こども政策課

連 絡 先 こども政策班

TEL 054-221-2608

しずおかこども幸せプランの策定
～　すべてのこども・若者の“こえ”をまんなかに、

誰もが自分らしく幸せに生きることができる社会の実現に向けて　～

１　要旨
　令和５年４月に施行された「こども基本法」に基づき、国が政府全体のこども施策の基本的な方針等を定めた「こども大綱」が同年12月に
閣議決定されたことを受け、本県においても新たにこども・若者及び子育て当事者に関する施策の新たな指針となる「しずおかこども幸せプ
ラン」を策定しました。
　「ふじのくに若い翼プラン」と「ふじさんっこ応援プラン」が大切にしてきた考え方を継承し、施策を一元的に推進していくことで、こど
も・若者をライフステージを通じて切れ目なく支援していきます。

２　計画の位置づけ
　・静岡県こども計画
　・静岡県子ども・若者計画
　・静岡県こどもの貧困の解消に向けた対策計画
　・静岡県子ども・子育て支援事業支援計画
　・静岡県次世代育成支援対策行動計画
　・静岡県総合計画の分野別計画

３　計画期間　　
　　令和７年度～令和11年度

４　基本理念・基本方針
　【基本理念】
　すべてのこども・若者の“こえ”をまんなかに、誰もが自分らしく幸せに生きることができる社会の実現
  【基本方針】
　(１）こども・若者の権利を保障し最善の利益を実現
 （２）こども・若者等の意見聴取と施策への反映を実現
 （３）こども・若者及び子育て当事者へのライフステージに応じた切れ目ない支援を実現
 （４）すべてのこども・若者が安心して成長・活躍できる社会を実現
 （５）結婚や出産・子育ての選択ができ希望がかなえられる社会を実現

５　特徴
　・こども基本法第11条の規定に鑑み、計画に記載する課題やニーズ、施策等を
　　当事者目線で検討するために、こども・若者、子育て当事者への意見聴取を実施
　・計画第４章及び第５章に「こども・若者の“こえ”」として、こども・若者、子育て
　　当事者から聴取した御意見を掲載。また各施策の方向性や具体的な取組についても、
　　聴取した御意見を反映して策定
　・こども・若者向けに「しずおかこども幸せプラン やさしい版」を作成したほか、
　　意見聴取結果をフィードバック資料として公表

６　施策体系



７　計画掲載先

・静岡県ホームページ
　https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002857/1041020/1071490 .html

・オンラインプラットフォーム「こえのもりしずおか」
　https://shizuoka-pref.liqlid.jp/spaceikzomtbq/blog/crwcibkp1a

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002857/1041020/1071490.html
https://shizuoka-pref.liqlid.jp/spaceikzomtbq/blog/crwcibkp1a


提 供 日 2025/04/07

タイトル 第18回富士山世界文化遺産協議会の書面決議結果

担　　当 スポーツ・文化観光部 富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3747

第18回富士山世界文化遺産協議会の書面決議結果について

第18回富士山世界文化遺産協議会を次のとおり書面にて開催しましたので、お知らせします。

令和７年３月に、第18回富士山世界文化遺産協議会(静岡県・山梨県知事、関係市町村の首長等で構成)を書面により開催し、下記事項に
ついて決議及び報告を行いました。
　書面決議事項については、全議案とも全委員一致で承認されました。

１　書面決議事項
・来訪者管理計画（指標・水準）の見直し（案）
・富士山包括的保存管理計画の改定及びヴィジョン・各種戦略の見直し(案)
・富士山下山道退避壕設置に係る遺産影響評価書（案）
・令和５年度経過観察指標に係る年次報告書（案）
・令和６年度事業報告及び収支決算（案）
・令和７年度事業計画（案）及び収支予算（案）

２　報告事項
・来夏の富士登山に係る取組方針
・国道138号新屋拡幅に係る遺産影響評価
・富士山登山鉄道構想

３　その他
　・書面決議事項、報告事項に関する資料等について、下記、富士山世界文化遺産協議会ホームページに掲載しましたのでご確認くださ

い。
http://www.fujisan-3776.jp/report/council/index.html

http://www.fujisan-3776.jp/report/council/index.html


提 供 日 2025/04/07

タイトル 生命（いのち）のメッセージ展inしずおか（４
月、５月）

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

【心で学ぶ交通安全「いのち」の教育】

生命（いのち）のメッセージ展　in　しずおか

～令和７年度も県内高等学校で開催～

県では、県内高校等を対象に命の大切さを伝える「生命（いのち）のメッセージ展」を
平成２９年度から開催しています。
　今年度は高校１１校での開催を予定しており、４月、５月は下記の２校で開催します。

※　生命（いのち）のメッセージ展とは
ＮＰＯ法人いのちのミュージアム（東京都日野市）が実施する生命の大切さを伝える
ためのパネル展示会です。

　　　　交通事故などの犠牲者の人型パネルに、一人一人の素顔や遺族の綴ったメッセージ、
　　　そして、「生きた証」である遺品の「靴」が添えられています。いのちのミュージアムで

は、この人型パネルとなった犠牲者たちのことを、生命の大切さを伝える「メッセンジャ
ー」と呼んでいます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　実施計画
期間 実施校 展示内容

展示開始
４月１４日(月)午後２時
展示終了
４月２５日(金)午後１時

池新田高等学校
（御前崎市池新田2907-1）

展示開始
５月　７日(水)午後２時
展示終了
５月１６日(金)午後１時

遠江総合高等学校
（周智郡森町森2085）

メッセンジャー
20体の展示

２　取材に関するお願い
　　撮影条件等について各校に確認するため、取材日直近の開庁日正午までに上記担当班まで連絡をお願いします。

参加者募集告知　　　催事等の当日取材　　　実施事業等の紹介　　　調査結果の公表



提 供 日 2025/04/07

タイトル ユニバーサルデザインの魅力を伝える動画を公
開！
～ふじのくにＵＤ特派員が静岡県ＭＵＤデザイン
コンテストを取材～

担　　当 くらし・環境部 県民生活局県民生活課

連 絡 先 くらし・環境部　県民生活局　県民生活課

TEL 054-221-3726

ユニバーサルデザインの魅力を伝える動画を公開！
～ふじのくにＵＤ特派員が静岡県ＭＵＤデザインコンテストを取材～

１　概要

　ユニバーサルデザインの魅力を発信するため、令和６年度で10周年を迎えた「ふじのくにユニバーサルデザイン（ＵＤ）特派
員」が、「静岡県ＭＵＤ（メディアユニバーサルデザイン）デザインコンテスト」の受賞者を取材した動画を作成しました。
　静岡県YouTube公式チャンネルでの公開を始めましたので、是非ご覧ください。

２　内容　
（１）公開動画

タイトル：ふじのくにＵＤ（ユニバーサルデザイン）特派員が取材！～静岡県ＭＵＤ（メディアユニバーサルデザイン）デザイ
ンコンテスト～
概要：「ふじのくにＵＤ特派員」が、「静岡県ＭＵＤデザインコンテスト」の受賞者を取材する様子について取り上げました
公開ＵＲＬ：https://www.youtube.com/watch?v=zBty7rrVUQY
　

【ふじのくにＵＤ特派員とは】
　県から「ふじのくにＵＤ特派員」として委嘱された県内の学生が、県内のＵＤの取組を取材し、学生の視点から捉えたＵＤの可
能性や魅力をＳＮＳ等で情報発信しています。

活動実績（平成26年度～令和６年度）

取材回数 Facebook投稿数 Facebookアクセス
数

Ｘ
（旧Twitter）投

稿数

Ｘ
（旧Twitter）ア

クセス数

Instagram投稿数 Instagram
アクセス数

240件 1,376件 187,271件 274件 80,980件 155件 3,423件
※（Ｘ（旧Twitter）は令和３年度～、Instagramは令和５年度～）

【静岡県ＭＵＤデザインコンテストとは】
　静岡県印刷工業組合が主催するコンテストで、県民・県内学生を対象として誰にでもわかりやすく情報を伝えるための配慮であ
る、ＭＵＤ（メディアユニバーサルデザイン）を取り入れた作品を表彰しています。

令和６年度実績　応募点数…97点、入賞…８点

賞名 部門 企業・学校名 出品者（敬称略） 作品名
一般 株式会社篠原印刷所 大根田　美子 CoCoIsu Disaster ver.最優秀賞

（静岡県知事賞） 学生 静岡文化芸術大学 飯塚　ゆりの おいしいレストラン

参加者募集告知　・　催事等の当日取材　・　実施事業等の紹介　・　調査結果の公表

https://www.youtube.com/watch?v=zBty7rrVUQY


提 供 日 2025/04/07

タイトル 庁舎等管理業務委託に係る入札参加停止

担　　当 財務部 総務課

連 絡 先 庁舎管理班

TEL 054-221-2533

　不正又は不誠実な行為等の再発を防止し、受注者としてふさわしくないものを入札から排除し反省を促すため、庁舎等管理業務委託業者入札参加停
止基準第２条第４号の入札参加停止規定に基づき、以下のとおり、下記業者に対し、入札参加停止を行いました。（１件１者）

１　入札参加停止の内容
庁舎等管理業務委託業者入札参加停止基準第２条第４号（独占禁止法違反行為）に該当する。

 　２　措置対象業者及び停止期間　　　　　　
項目 措置対象業者 停止期間

商　　　　号 新明和工業株式会社
代表者氏名 取締役社長　五十川　龍之　
本店所在地 兵庫県宝塚市新明和町１番１号

３か月

 　
３　入札参加停止の理由

  機械式駐車装置の設置工事において、独占禁止法第３条（不当な取引制限の禁止）の規定に違反する行為を行っていたとして、令和７年３月
24日に公正取引委員会から排除措置命令及び課徴金納付命令を受けたことによる。

４　停止期間の始期及び終期
　 令和７年４月８日から令和７年７月７日まで（３カ月）

　

（参考）庁舎等管理業務委託業者入札参加停止基準第２条第４号
措置要件 措置期間

業務に関し独占禁止法第３条又は第８条第１項第１号に違反
し、契約の相手方として不適当であると認められるとき。

６カ月以上24カ月以内

　　※当該業者は課徴金減免制度の適用事業者であるため、措置期間を軽減している。



提 供 日 2025/04/07

タイトル 在アルゼンチン静岡県人会会長による副知事表敬

担　　当 企画部 地域外交課

連 絡 先 企画部 地域外交課

TEL 054-221-2505

在アルゼンチン静岡県人会会長が
平木副知事を表敬訪問し活動報告を行います。

（要　旨）
　1958年の第22号台風による伊豆半島の被害救済活動が契機となり、1965年、アルゼンチン共和国において、「静岡県人会」が設立された。
　この度、現会長である加賀見眞務氏（三島市出身）が平木副知事を表敬訪問し活動報告を行う。
　なお、在アルゼンチン静岡県人会会長が静岡県副知事を表敬訪問するのは初めて。

（概　要）
・日　　時　令和７年４月15日(火)　13時45分から14時00分まで
・会　　場　静岡県庁東館５階　副知事室
・参 加 者　静岡県副知事　　　平木　省
　　　　　　企画部理事　　　　横地眞澄
　　　　　　地域外交課長　　　小関克也　他
・次　　第　１　加賀見氏による御報告
　　　　　　２　平木副知事による挨拶
　　　　　　３　懇談
　　　　　　４　記念品贈呈
　　　　　　５　記念撮影
・言　　語　日本語

（在アルゼンチン静岡県人会会長略歴）
　氏　名：加賀見　眞務（かがみ　まさむ）79才
　出身地：静岡県三島市
　学　歴：静岡県立沼津城北高等学校、東京農業大学農学部拓殖学科卒
　職　歴：日本農林種菌（株）、アルゼンチン共和国技術指導、双日（株）
　活動歴：在アルゼンチン静岡県人会会長、アルゼンチン共和国相撲協会相談役、
　　　　　東京農業大学校友会の国際交流促進など



提 供 日 2025/04/08

タイトル 令和７年度第１回静岡県教科用図書選定審議会の
開催

担　　当 教育委員会 義務教育課

連 絡 先 指導班

TEL 054-221-3143

　　　令和７年度第１回静岡県教科用図書選定審議会の開催

　県教育委員会は、市町教育委員会等が教科書採択に関する事務を適正に行えるよ
う、教科用図書選定審議会の意見に基づき、指導、助言等を実施します。
　このたび、第１回審議会を以下のとおり開催し、教科書採択に関する事務に対す
る指導の基本方針等について審議を行います。

１　日時
　　令和７年４月10日（木）午前10時から正午まで

２　場所
　　県庁西館８階　教育委員会議室（静岡市葵区追手町９番６号）
　　（集合・オンライン併用開催になります。）

３　議題
　(1) 令和７年度教科用図書採択事務計画
　(2) 令和８年度使用教科用図書の採択基準の基本方針等
　(3) 教科用図書採択の公正確保
　
４　委員
  (1) 校長・教員等　７人
　　・市町立小学校長（２人）
　  ・市町立中学校長
　　・県立特別支援学校長
　  ・市町立小学校教頭
　　・市町立中学校教頭
　　・市町立小学校教員
　(2) 行政機関職員　７人
　　・静岡県都市教育長協議会代表
　　・静岡県町教育長会代表
　　・静岡県市町教育委員会連絡協議会代表
　　・静岡県総合教育センター参事兼総合支援部小中学校支援課長
　　・沼津市教育委員会教職員研修センター指導主事
　　・掛川市教育委員会教育政策課指導主事
　　・静岡県立中央図書館教育主幹
　(3) 学識経験者等　６人
　　・静岡大学教育学部教授
　　・静岡ガス株式会社役員
　　・常葉大学附属常葉中学校教頭
　　・ＰＴＡ代表（３人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2025/04/08

タイトル ＡＯＩプロジェクト「オープンイノベーション型
事業化促進事業費補助金（ＳＤＧｓ貢献型）の公
募開始

担　　当 経済産業部 農業局　農業戦略課　先端農業推進室

連 絡 先 先端農業推進班（ＡＯＩ－ＰＡＲＣ）

TEL 055-955-9111

オープンイノベーションで取り組む民間事業者のビジネス展開を支援
～補助金の公募開始～

　静岡県では、「ＡＯＩプロジェクト」において、民間事業者がコンソーシアムを構成し、オープンイノベーションで取り組みな
がら行う事業化への取組を支援しています。
　農業関連分野におけるＳＤＧｓへの貢献に向け、科学技術を活用した環境負荷低減と生産性・収益性の向上を両立する事業化を
促進するため、以下の補助金の公募を開始します。皆様からの多くの申請をお待ちしております。

■ 補助金の概要
項目 内容
名称 オープンイノベーション型事業化促進事業費補助金(ＳＤＧｓ貢献型)

補助対象事業 コンソーシアムがオープンイノベーションで取り組みながら行う、科学技術を活用した環境負荷低減と生産
性・収益性向上を両立させる革新的な農業生産技術、作業機器等の開発を通じた農業関連分野におけるＳＤ
Ｇｓ(環境負荷低減)への貢献に向けた事業化のための取組

補助対象者 民間事業者等二者以上で構成された「コンソーシアム」
※民間事業者等のうち半数以上は静岡県内に事務所又は事業所を有する者
※代表機関は県内民間事業者

補助対象経費 事業化のための取組に要する経費
（原材料費、機械装置購入費、知的財産権関連費、外注費等）
※対象経費に人件費は含まない。

補助率 ２分の１以内
補助期間 ３年以内

補助限度額 1,000万円／年　　※3,000万円／３年

■ 応募期間
　 令和７年４月４日（金）から令和７年５月13日（火）午後５時まで（必着）

■ 申込み方法
　 必要書類を郵送又は持参にて提出してください。

■ 公募要領・様式等の入手先
　 県ＡＯＩプロジェクトホームページからダウンロードしてください。
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/nogyoshinkou/1003292/1071314.html

■ プレゼン審査の実施
　 実施時期：令和７年５月下旬（予定）

■ 問い合わせ先
 　静岡県経済産業部農業局農業戦略課先端農業推進室

　ＴＥＬ：０５５－９５５－９１１１

（参考）
・ＡＯＩプロジェクト
　先端的な科学技術の活用による革新的な栽培技術開発を進め、農業の飛躍的な生産性向上を図るとともに、産学官金の参画を得
て、農業を軸とした関連産業のビジネス展開を促進するプロジェクト
・オープンイノベーション
　複数の主体による協働のもと、技術やアイデア、サービス、その他事業化のための資源を組み合わせ、革新的で新しい価値を創
出するイノベーション手法と定義

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/nogyoshinkou/1003292/1071314.html


提 供 日 2025/04/08

タイトル 新型コロナウイルス性肺炎　中等症II以上の入院
者の状況調査について(第11報)

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策班

TEL 055-928-7220

１　要旨
　　県内の医療機関から、令和６年10月28日～令和７年３月30日までに報告のあった新型コロナウイルス性肺炎で中等症II以上と
なった入院患者について、第11報としてとりまとめたので報告します。なお、今回の報告をもちましてコロナ肺炎による中等症II
以上の患者調査を終了とします。

２　概要

目　的
新型コロナウイルス性肺炎で中等症II以上の患者の年代、ワクチン接種状
況、基礎疾患等の情報を集計・分析し、医療機関への情報提供や県民への
注意喚起・ワクチン接種勧奨等に役立てる。

調査対象

令和５年５月８日以降に入院している方のうち、以下のいずれかの方
➀　『新型コロナウイルス性肺炎』による中等症II以上の患者
➁　『新型コロナウイルス性肺炎』による重症の患者
➂　中等症I以下の者で急性心筋炎や急性脳症を呈した患者

方　法
協力していただける県内病院がGoogleフォームに入力した情報（個人が特
定できない形式）を、県が定期的に集計・分析を行う。

調査項目

➀　重症度、➁　年代、➂　性別、➃　基礎疾患
➄　コロナワクチン最終接種歴
➅　コロナ発症前のパフォーマンス・ステータス（PS）※
➆　検体ゲノム解析状況、➇　その他、特記事項（自由記載）

※パフォーマンス・ステータス（日常生活自立度）とは患者の全身状態を日常生活動作のレベルに応じて０～４の５段階で表した指標。グレード１以上は
日常生活動作に何らかの制限が生じている状態。

３　結果

回答数 　109人

重症度 　中等症II 105人・重症４人

年　代 　65歳以上が92人で約84％を占めた。
　年代別では、80歳代が最多で約35％を占めた。

性　別 　男性 72人・女性 37人

基礎疾患
（複数回答あり）

　上位3疾患は、心疾患59人（55％）・糖尿病28人（26％）・
　呼吸器疾患23人（21％）だった。

ワクチン
接種状況

　65歳以上の中等症II以上の人は、県の65歳以上全体と比べて、
　未接種者（０回接種）や２回接種者が多く（18%対６%、10％対２％)、
　７回接種者が少なかった（16%対42%）。

発症前
パフォーマンス・
ステータス（PS)

　何らかの活動制限のある人（パフォーマンス・ステータス１以上の人）

　 93人（約85％）

４　参考

 調査期間 回答数

第１報 令和５年５月15日～６月18日 40人

第２報 令和５年５月15日～７月30日 126人（第１報の40人を含む）

第３報 令和５年５月15日～８月20日 221人（第２報までの126人を含む）

第４報 令和５年５月15日～９月３日 314人（第３報までの221人を含む）

第５報 令和５年５月15日～10月29日 461人（第４報までの314人を含む）

第６報 令和５年10月30日～令和６年２月18日 118人

第７報 令和５年10月30日～令和６年５月５日 207人（第６報の118人を含む）

第８報 令和６年５月６日～令和６年８月18日 127人

第９報 令和６年５月６日～令和６年10月27日 198人（第８報の127人を含む）

第10報 令和６年10月28日～令和７年２月２日 68人

第11報 令和６年10月28日～令和７年３月30日 109人(第10報の68人を含む)

※結果の詳細は静岡県公式ホームページで公開します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/covid19/kansenjoukyou /1055136/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/covid19/kansenjoukyou/1055136/index.html


提 供 日 2025/04/08

タイトル 静岡市内の中学校において「３Ｄで学ぶ仏像講
座」を開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化財課

連 絡 先 文化財活用班

TEL 054-221-3156

静岡市内の中学校において「３Ｄで学ぶ仏像講座」を開催

　県では、文化財である仏像の３次元データ（３Ｄ）を活用し、修学旅行を控えた中学生を対象に仏像の特徴と歴史を学ぶ授業を
実施します。
　先端技術を活用することで、ふだんは詳細に見ることができない仏像の魅力を体験し、文化財に親しむ機会を創出します。今回
は、県が取得した３Ｄを使った初めての授業となります。

開催概要
（１）会場　静岡市立清水第一中学校（静岡市清水区宮代町５－55）

（２）日時　令和７年４月11日(金)　13時35分～14時25分

（３）講師　久保 沙里菜 氏（仏像を愛するアナウンサー）
　　　　　　静岡県スポーツ・文化観光部文化財課職員

（４）対象　静岡市立清水第一中学校　３年生78名

（５）内容　修学旅行コースの奈良～鎌倉時代にちなんだ仏像の話
　　　　　　・県内の仏像３Ｄデータを使用
　　　　　　・仏像レプリカのハンズオンによる体験

問合先　静岡県スポーツ・文化観光部文化財課文化財活用班　松坂　054-221-3169
　　　　静岡市立清水第一中学校　教頭　山竹　054-366-5920

【参考】
　県では文化財ポータルサイト「レガシズ」内に、３Ｄのデジタル技術により静岡県の文化財の魅力を知ってもらうためのコンテ
ンツとして、「LEGA-SHIZU×３Ｄ」を公開しています。



提 供 日 2025/04/08

タイトル 新設住宅着工統計令和７年２月の主な動向

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3080

新設住宅着工統計令和７年２月の主な動向

＜総戸数＞
令和７年２月の新設住宅着工戸数は、1,381戸（対前年同月増減比11.0％減）。前年同月と比較して、持家・給与住宅・分譲住宅で増加した

が、貸家で減少したため、全体で減少となった。（国土交通省建築工事届集計データをもとに、静岡県分の住宅関連データを抽出処理）

＜利用関係別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
持家 672 652 3.1％

民間資金 590 581 1.5％
公的資金 82 71 15.5％
うち機構融資 ※１ 9 11 △18.2％

貸家 391 626 △37.5％
民間資金 364 587 △38.0％
公的資金 27 39 △30.8％

給与住宅 ※２ 4 3 33.3％
分譲住宅 314 271 15.9％
うちマンション 110 18 511.1％

合計 1,381 1,552 △11.0％
※１　住宅金融支援機構から融資を受けて建てた住宅
※２　会社、官公署、学校等がその社員、職員、教員等を居住させる目的で建てた住宅

＜地域別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
東部 430 470 △8.5％
中部 339 514 △34.0％
西部 612 568 7.7％
合計 1,381 1,552 △11.0％

＜直近６ヶ月間の推移＞
９月 10月 11月 12月 １月 ２月

前年着工戸数 1,575 1,412 1,452 1,512 1,316 1,552
直近着工戸数 1,359 2,046 1,396 1,047 1,995 1,381

対前年同月増減比 △13.7％ 44.9％ △3.9％ △30.8％ 51.6％ △11.0％

＜資金別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
民間資金 1,243 1,385 △10.3％
公的資金 138 167 △17.4％
うち機構融資 16 25 △36.0％

合計 1,381 1,552 △11.0％

＜建築工法別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
在来工法 921 1,002 △8.1％
プレハブ工法 238 284 △16.2％
枠組壁工法 222 266 △16.5％
合計 1,381 1,552 △11.0％

＜構造別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
木造 894 958 △6.7％
非木造 487 594 △18.0％
合計 1,381 1,552 △11.0％

＜参考＞
戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比

全国 60,583 59,162 2.4％
表グラフなどの資料については、下記のＵＲＬを御覧ください。

　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015907.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015907.html


提 供 日 2025/04/08

タイトル 幹部職員向けウェルビーイング研修の開催

担　　当 企画部 企画課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3285

幹部職員向けウェルビーイング研修の開催

　県政運営にウェルビーイングの視点を取り入れるに当たり、職員の理解促進と
庁内の意識醸成を図るため、幹部職員を対象として、研修を実施します。

１　日時及び会場
　　令和７年４月15日（火）　10時00分から11時45分まで
　　県庁西館４階　第一会議室

２　出席者
　　知事、副知事、本庁局長級以上の職員　約110人

３　内容
    10時00分から10時05分　知事訓示【公開】
　　10時05分から11時45分　研　　修【非公開】
　　
　　※冒頭の知事訓示のみ取材いただけます。
　　※その後の職員研修は、非公開としますので研修開始前の御退室にご協力を
　　　お願いします。

４　参考（研修内容）
　　（１）講　師　南雲　岳彦（なぐも　たけひこ）氏
　　　　　　　　　(一般社団法人スマートシティ・インスティテュート代表理事)
　　（２）演　題　ウェルビーイングと地域幸福度指標を用いた政策デザイン
　　
　　※講師プロフィールは別紙のとおり



提 供 日 2025/04/09

タイトル 教員の逮捕

担　　当 教育委員会 義務教育課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-3105

（趣　旨）
静岡県教育委員会は、令和７年４月９日（水）、教員が不同意わいせつの疑いで逮捕された旨の情報を得たので報告する。　

（概　要）
　１　所　　　属：　小学校（東部）
  ２　職　　　名：　教諭
　３　氏　　　名：　富田　羊平（トミタ　ヨウヘイ）
　４　年　　　齢：　48歳
　５　性　　　別：　男

（県教育委員会教育長　池上　重弘　コメント）
詳細な事実関係について、現時点では把握しておりませんが、教育委員会が一丸となって不祥事根絶に取り組んでいる中、小学校の教員

が不同意わいせつの疑いで逮捕されたことを大変重く受け止めており、深くお詫び申し上げます。
教育委員会としても、詳細な事実関係を確認のうえ、速やかに厳正な処分を行うとともに、このような事態が起こらないよう、教職員の綱紀の

厳正保持に努めてまいります。



提 供 日 2025/04/09

タイトル 【開催日変更】ピンクの絨毯でお花摘み！
須津幼稚園児がれんげ摘みを行います

担　　当 経済産業部 富士農林事務所農村計画課

連 絡 先 農村計画班

TEL 0545-65-2201

【ふじのくに美農里プロジェクト】【ふじのくに美しく品格のある邑】

ピンクの絨毯でお花摘み！
須津幼稚園児がれんげ摘みを行います

※開催日を変更しました。（４月14日14時変更）

１　要旨

　県が推進する「ふじのくに美農里(みのり)プロジェクト」に取り組む「富士山のふもと
の郷を守る会」の協力のもと、須津幼稚園の園児57名(年長33人、年中24人)がれんげ摘み
を行います。
　「富士山のふもとの郷を守る会」と須津幼稚園は、平成19年より、「昔懐かしいれんげ
畑を復活したい」という思いから、毎年稲刈り後の10月頃に種まきを、田んぼ一面がピン
クの絨毯となる４月に花摘みを行っています。

２　概要

日　時
令和７年 ４ 月15 日 （ 火 ） 午前 ９ 時30 分 から10 時　※開催日変更
　　　　４月17日（木）午前９時30分から10時

 予備日 ： ４ 月17 日 （ 木 ）
 ※ 天候 や 田 んぼのぬかるみ 状況次第 で 予備日 に 変更 します 。

※開催の有無については、現地へお越しの前に富士農林事務所農村計
　画課へ御確認ください。（担当：櫻井　0545-65-2201）

場　所 富士市神谷南字砂田34番地　他２筆　約3,200平方メートル
主催者 富士山のふもとの郷を守る会（担当：島田/0545－34－3415）

３　取材について

　取材を希望される方は現地に直接お越しください。

■「ふじのくに美農里プロジェクト」とは？
　静岡県における多面的機能支払交付金制度に基づいた活動の愛称です。静
岡県では平成19年度からプロジェクトに取り組み、地域の農業を守り、美し
い景観や、多様な生態系をはぐくむ農地や農業用施設を保全し、未来につな
ぐ地域ぐるみの活動を支援しています。令和７年３月末時点で249の組織が
活動しています。
■「ふじのくに美しく品格のある邑」とは？
　静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有
の財産でもある地域資源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落
等を「ふじのくに美しく品格のある邑（むら）」として登録し、情報発信や
知事顕彰を行っています。令和７年３月末時点で155の地域が認定されてい
ます。

■富士山のふもとの郷を守る会
　「ふじのくに美農里プロジェクト」の活動組織として、平成19年度に設立された団体で
す。当団体は、雄大な富士山を間近に仰ぐ田園風景の維持や形成を目的として、地域の学
校や企業を交えて、農道や水路の清掃、景観作物の植栽等を行っています。これらの活動
により、富士山のふもとに咲き誇る田んぼ一面のレンゲの風景の中を時折走り抜ける新幹
線といった素晴らしい景観が形成されています。
　これらの活動や景観が在るこの地域は、平成25年にふじのくに美しく品格のある邑に登
録されました。



提 供 日 2025/04/09

タイトル 米国による追加関税措置の影響に関する相談窓口
の設置

担　　当 経済産業部 政策管理局産業政策課

連 絡 先 産業政策班

TEL 054-221-2605

米国による追加関税措置の影響に関する相談窓口の設置について

１　概　要
　　　米国の追加関税措置により影響を受ける県内中小企業や農林水産業者の経営や資金繰り等に関する相談に対応するため、「米国追

加関税措置対応相談窓口」を設置します。

２　相談窓口
（１）設置日：令和７年４月９日（水）
（２）相談時間：午前９時から午後５時（土日・祝日を除く）
（３）相談内容、窓口

相談内容 窓　　口

経営に関する相談 静岡県産業振興財団
054-273-4434

中小企業
資金繰りに関する相談

経済産業部商工業局商工金融課
054-221-2525

農業者 経営安定に関する相談 経済産業部農業局農業戦略課
054-221-3290

林業者 経営安定に関する相談
経済産業部森林・林業局林業振興課
054-221-2653

水産業者 経営安定に関する相談 経済産業部水産・海洋局水産振興課
054-221-2658

〈参考〉特別相談窓口（国）
　・これまでのＪＥＴＲＯに加え、政府系金融機関、商工団体、中小機構の各地域本部、各地の経済産業局など、全国約1,000か所に相談窓

口を設置。
　・本県関係では、下記28か所の相談窓口を設置。

日本政策金融公庫
静岡支店（中小企業事業、国民生活事業）
浜松支店（中小企業事業、国民生活事業）
沼津支店（国民生活事業）

商工中金 静岡支店、浜松支店、沼津支店

静岡県信用保証協会 （中部総合相談センター、西部総合相談センター、東部
総合相談センター）

商工会議所
下田、伊東、熱海、三島、沼津、富士宮、富士、静岡、焼
津、藤枝、島田、掛川、袋井、磐田、浜松

静岡県商工会連合会
静岡県中小企業団体中央会

静岡県よろず支援拠点
関東経済産業局 産業部製造産業課



提 供 日 2025/04/09

タイトル 食品検査情報（令和６年度最終）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

食品検査情報
令和６年度県内食品3,995検体について検査を実施しました。

１　概要
静岡県では、県内の製造所や販売店等から食品を抜き取り、添加物、残留農薬、食品表示等の検査を実施しています。 検査 で 基準 に 不

 適合 が 確認 された 食品 は 、 回収命令等 の 行政処分 による 流通 からの 排除 、 その 後 の 改善指導 を 行 うことで 、 食品 の 安全 ・ 安心 を 確保 していま
 す。

令和６年度は3,995検体の食品の検査を実施した結果、本県の事業者に対し 行政処分 を 行 った 事例 が １ 件ありました。
なお、富士宮市で採取された野生きのこ２検体から、食品衛生法の基準値を超える放射性物質が検出されていますが、出荷制限中であ

り、改めて関係市町、関係事業者等に採取、摂取及び出荷の自粛を要請しました。

２　令和６年度検査結果
検査項目 対象食品 検体数    行政処分件数

国産一般食品 395 0規格基準等検査
（微生物） 輸入一般食品 148 0

国産一般食品 537 1規格基準等検査
（添加物等） 輸入一般食品 288 0

国産一般食品 490 0
添加物等表示検査

輸入一般食品 252 0

残留農薬 県内、輸入農産物 75 0

国産食肉（牛肉、豚肉、鶏肉） 184 0
動物用医薬品等

輸入食肉、県内産蜂蜜等 56 0

遺伝子組換え食品 輸入大豆穀粒、輸入米加工品 40 0

県内流通食品   110 0
放射性物質 県内産農畜水産物等

（野生きのこ、野生鳥獣）
40 0

カビ毒 輸入ナッツ、香辛料等 6 0
貝毒 浜名湖産貝類 4 0

水銀 県内水揚げ魚介類 11 0

アレルゲン 県内製造一般食品 128 0

腸管出血性大腸菌、
腸炎ビブリオ等

一般食品
（加熱せず喫食するもの）

992 0

衛生規範を参考とする
E.coli検査

県内加工食品 239 0

合計 3,995 1

３　行政処分の内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

食品分類 内容 処分等

アイスクリーム類
規格基準違反

乳脂肪分測定値7.8％
（基準値8.0％以上）

回収命令

４　その他の内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

食品分類 内容 処分等
野生きのこ
（富士宮市）

基準値
※１

を超える
放射性セシウム検出

引き続き
出荷等の自粛を要請

※２

※１　一般食品の基準値　100Bq/kg以下
※２　富士宮市の野生きのこについては平成25年10月以降、出荷制限が継続されており、　
　　　市場に流通することはありません。



提 供 日 2025/04/09

タイトル 食品検査情報（第12報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

食品の検査情報をお知らせします
（３月分）

１　概要

静岡県では、県内の製造所や販売店からの食品の抜き取り等により、添加物、残留農薬、微生物等の項目を検査し、 基準 に 不適合 が 確認

 された 食品 は 、 回収命令 など 行政処分 を 行 い 、 県内 で 流通 する 食品 の 安全 ・ 安心 を 確保 しています。

２　検査結果

　以下のとおり、本年３月に検査を実施した99検体については、 行政処分 を 行 ったものがありませんでした 。

検査項目 対象食品 ３月
検体数

３月
行政処分数

規格基準等検査
（微生物） 　輸入冷凍食品

15
0

規格基準等検査
（添加物等）

　輸入冷凍食品、果実酒、菓子
35

0

添加物等表示検査 　輸入冷凍食品、果実酒、菓子
24

0

放射性物質 　県内産農畜産水産物等（原木しいたけ） 10 0

腸管出血性大腸菌、
腸炎ビブリオ等

　輸入冷凍食品
15

0

合計 99 0



提 供 日 2025/04/09

タイトル 下田市長等による「黒船祭PR」にかかる知事表敬
訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光振興課

連 絡 先 観光振興班

TEL 054-221-3734

下田市長等が「第86回黒船祭」ＰＲのため、知事を表敬訪問します

１　要　旨
令和７年５月16日（金）から18日（日）に開催される「第86回黒船祭」のＰＲのため、下田市長が知事を表敬訪問します。

２　概　要
（１）日　時　令和７年４月11日（金）11時40分から11時55分まで

（２）場　所　県庁東館５階　知事室

（３）訪問者　松木　正一郎　 下田市長（黒船祭執行会執行会長）
　　　　　　　 中村　敦  　　　　下田市議会議長（黒船祭執行会副会長）

　　　渡邉　一彦 下田市観光協会会長（黒船祭執行会副会長）
　　　　　　　 山下　雄一郎 下田海上保安部長（黒船祭執行会参与）

（４）ＰＲ内容
・黒船祭の概要や見どころ説明
・知事が出席する行事の説明

※　５月16日（金）の歓迎交流会及び、５月17日（土）の記念式典（知事挨拶）・市内パレード等への知事出席を依頼
・記念撮影

３　取材に当たっての留意事項
（１）取材については、事前の申込みは不要です。
（２）取材に当たっては、静岡県（観光振興課）の指示に従ってください。

＜参考＞　黒船祭の概要（令和７年５月16日（金）～18日（日））
　黒船祭は、先人の偉人達に功績をたたえるために開催され、下田市最大のイベントで、海上花火の打上げ、記念式典、公式パレード、開国
市、サンセットコンサートなど各種イベントを実施している。



提 供 日 2025/04/10

タイトル 小規模企業経営力向上事業費補助金の公募開始

担　　当 経済産業部 商工業局経営支援課

連 絡 先 団体支援班

TEL 054-221-2806

小規模事業者の新たな取組への挑戦を支援します！

静岡県は、県内の小規模事業者を対象として、「新たな需要の開拓」や「生産性の向上」を目指した取組に要する経費を助成します。

＜小規模企業経営力向上事業費補助金＞

１　補助対象者
　　小規模事業者（過去に経営革新計画の承認を受けた事業者、及び当補助金を受けて事業を実施した事業者を除く。）
　　ただし、物価高騰の影響を受けた事業者又は賃金引上げに取り組む事業者には、申請要件の緩和などの優遇措置があります。
    
２　補助対象事業
　　以下の全ての要件を満たすもの
 　(1) 自社がこれまで行ったことがないもの又は既存のものを大幅に改善するもの 
 　(2) 新たな需要の開拓又は生産性の向上を目指して行うもの
 　(3) 経営革新計画の承認取得を目指す３年間の経営ビジョンを策定した上で行うもの

３　補助限度額
　　50万円

４　補助率
　　2/3以内

５　助成対象経費
　　開発費、機械装置費、広報費、委託費ほか　　 

６　応募方法等
　（1）提出書類
　　交付申請書等の様式は、下記のURLからダウンロードできます。

 https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/1047031/1028489 .html
　（2）募集期間
　　１次　令和７年４月１日（火）～５月20日（火）
　　２次　令和７年６月10日（火）～７月22日（火）　（２次は予定です。）
　（3）申請書提出先
　　最寄の商工会・商工会議所
　（4）問い合わせ先
　　最寄の商工会・商工会議所
    又は、静岡県経済産業部 商工業局 経営支援課 団体支援班

　ＴＥＬ：054-221-2807　e-mail：keieishien@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/1047031/1028489.html
mailto:keieishien@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/04/10

タイトル 介護サービス事業所、障害福祉サービス事業所に
対する物価高騰対策支援金の申請受付を開始しま
す

担　　当 健康福祉部 福祉指導課・障害者政策課

連 絡 先 介護指導第２班　障害者政策班

TEL 054-221-3256(介護) 054-221-2352(障害)

令和６年度分　介護サービス事業所等物価高騰対策支援金（介護分・障害分）

～４月15日(火）から申請受付を開始します～

急激な物価高騰の影響を受けながらもサービスの安定的な提供を継続している社会福祉施設等を支援するため、令和６年度分介護サービ
ス事業所等物価高騰対策支援金（介護分・障害分）を交付することとし、交付申請の受付を開始します。

対象は、介護サービス事業所・施設等、障害福祉サービス事業所・施設等を運営する法人となります。
１　制度概要　

区分 介護分 障害分

対象
者 介護サービス事業所・施設等を運営する法人 障害福祉サービス事業所・施設等を運営

する法人　

交付
額

○訪問及び相談系サービス事業所
１事業所あたり32千円（定額）

○通所系サービス事業所
定員１人につき2.3千円（上限9.2万円）

○介護保険施設及び軽費老人ホーム
 定員１人につき18.5千円(上限185万円）
○特定施設入居者生活介護事業所及び認知

症対応型共同生活介護事業所
定員１人につき4.5千円（上限45万円）

○短期入所生活介護（単独型）
定員１人につき18.5千円（上限46.25万円）

○小規模多機能型／看護小規模多機能型居
宅介護　
ア　通いサービス定員１人につき2.3千円
イ　宿泊サービス定員1人につき4.5千円

（ア＋イの上限6.8万円） 

○訪問及び相談系サービス事業所
１事業所あたり32千円（定額）

○通所系サービス事業所
利用定員１人につき2.3千円
（上限9.2万円）

○居宅系サービス事業所
（障害者支援施設）

定員１人につき24.5千円
（上限245万円）

（その他）
定員１人につき4.5千円
（上限45万円）

※（ ）は上限額等　万円単位で表示
２　申請手続

　(1) 申請は法人単位となります。申請書類、申請方法等については、県ホームページ（下記URL）を御確認ください。
・介護分

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/koreifukushi/1040734/1040737/1063658/1070550/1071589.html
・障害分

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shogaifukushi/1040585/1055320.html
(2)申請期間
令和７年４月15日（火）から５月26日（月）まで（郵送必着）
３　申請書提出先及び問い合わせ先
〒420-0851　静岡市葵区黒金町３　シャンソンビル黒金町６Ｆ

区分 介護分 障害分

事務局 静岡県介護サービス事業所等物価高騰
対策支援金事務局　

静岡県障害福祉サービス事業所等物価高
騰対策支援金事務局　

電　話 050-3628-9474
（平日8:30～17:15　土日祝日を除く）

050-3628-9490
（平日8:30～17:15　土日祝日を除く）

※電話での問合せは、４月15日（火）から受付開始します。

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/koreifukushi/1040734/1040737/1063658/1070550/1071589.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shogaifukushi/1040585/1055320.html


提 供 日 2025/04/10

タイトル 介護支援専門員実態調査結果を発表します

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連 絡 先 支援審査班

TEL 054-221-2312

介護支援専門員実態調査結果を発表します

１　概要
介護支援専門員の確保や定着を図るため、資格を有しながら介護支援専門員の職に就いていない、「潜在ケアマネージャー」

を含む介護支援専門員の実態調査を実施したので結果を公表する。
詳細は介護保険課ホームページ参照。
URL https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/koreifukushi/kaigohoken/1040743/1002945/1054876 .html

２　調査方法
ふじのくに電子申請サービスによるオンライン回答

３　調査期間
令和６年12月24日（火）～令和７年１月31日（金）

４　調査対象
静岡県において介護支援専門員の登録を有する全ての方

５　回収状況
回答者数　2,530人
（県内登録者数18,420人の13.7％）

６　結果の概要
　・「潜在ケアマネジャー」533人から回答を得られた。
　・離職者の11.7％、未就職者の4.4％が「すぐにでも復職したい」と希望していた。
　・介護支援専門員として働かない理由は、「資格の更新が負担」が最も多く、次いで「賃金が安い」、「精神的な負担が大き
い」だった。
　・介護支援専門員として復職するために必要な支援は、「賃金・労働時間の適正化」が最も多く、「資格手当や処遇改善手当等
の実施」がほぼ同数だった。その他、法定研修の負担軽減や勤務の効率化を求める意見が上位を占めた。
　・令和５年度に実施した事業所（施設）を対象にした調査と本調査を比較すると、「フレックスタイム制の導入」や「ＩＣＴ、
ＡＩの導入」は従業員からの要望は多い反面、実施している事業所が少ない傾向にあった。

７　今後の活用
　・調査結果を居宅介護支援事業所等に周知し、「フレックスタイム制の導入」や「ＩＣＴ、ＡＩの導入」など、働きやすい職場
環境づくりを促す。
　・再研修、更新研修Ａ受講料助成事業を周知する際、説明資料として活用する。

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/koreifukushi/kaigohoken/1040743/1002945/1054876.html


提 供 日 2025/04/10

タイトル 令和６年度静岡県男女共同参画白書の公表

担　　当 くらし・環境部 県民生活局男女共同参画課

連 絡 先 男女共同参画班

TEL 054-221-3363

静岡県男女共同参画推進条例（平成13年７月24日施行）第８条に基づき、本県における男女共同参画の推進状況及び施策の実施
状況を、男女共同参画白書として公表しました。静岡県の男女共同参画の現状をデータで紹介しています。
本白書は下記の県ホームページで公開していますので、御覧ください。

１　白書の構成　
○第１章　静岡県の計画と現況

本県の男女共同参画施策を進めるための基本計画の概要・体系や、計画の柱ごとに各種統計、調査等によるデータをまとめ
ました。
（掲載データ）
・「男は仕事、女は家事・育児」という固定的な性別役割分担意識にとらわれない男性の割合
・精神的な暴力をＤＶとして認識している人の割合
・男性の育児休業の取得率
・事業所の管理職に占める女性の割合　など

○第２章　静岡県の男女共同参画施策の実施状況
男女共同参画施策の実施状況について、計画の柱ごとに記載しました。

○第３章　市町の現況
県内市町における男女共同参画に関する現状等をまとめました。また、各市町の取組が一覧でわかる参画マップも作成して

います。
（掲載データ）
・議会議員に占める女性の割合
・防災会議に占める女性の割合
・自治会長に占める女性の割合　など

○第４章　参考資料
男女共同参画データの全国比較や国内外の動きなどを掲載しました。

２　公開ページ　
静岡県男女共同参画課ホームページ
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/jinkennpo/danjokyodo/1040609/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/jinkennpo/danjokyodo/1040609/index.html


提 供 日 2025/04/11

タイトル 教員採用選考試験における「大学３年生を対象と
した選考区分」の新設

担　　当 教育委員会 義務教育課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-3663

静岡県では、令和９年度教員採用選考試験（令和８年度実施）から、小学校教員・中学校教員（全ての教科）において、下記のとおり「大
学３年生を対象とした選考区分」を新設します。

記

１　大学３年生を対象とした選考区分について
　・受験時に、４年制大学に在籍する３年生（最終学年の前学年に在籍する学生）のみを
　　対象とします。（短期大学及び大学院に在籍している学生は含みません。）
　・小学校教員（小学校・特別支援学校小学部共通教員を含む）及び中学校教員（小・中
　　学校共通教員、中学校・特別支援学校中学部共通教員を含む）への志願者を対象とし
　　ます。
　・大学４年生等と同一日に同一問題で試験を実施します。
　・第１次選考試験における筆記試験（教職一般教養、教科等専門）の受験が可能です。
　・選考通過者は、翌年の第２次選考試験からの受験（面接・実技）となります。（ただ
　　し、同一校種・教科等への志願に限ります。）

２　期待される効果について
　　静岡県では、令和８年度教員採用選考試験（令和７年度実施）から、「教職経験者を対象とした選考」志願者に対する１次試験免除制度
を拡充しました。令和９年度教員採用試験(令和８年度実施）における「大学３年生を対象とした選考区分」の新設により、既卒者のみな
らず、大学生にとってもより受験しやすい制度になります。

＜イメージ図＞
令和８年度に大学３年に在籍する学生の試験日程について

※試験日程については、現時点の予定です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡県教育委員会



提 供 日 2025/04/11

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（4/4～4/10）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第586報）
＜野生イノシシの豚熱検査結果（4/4～4/10）結果判明分＞

　

　静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の12頭で、うち１頭で豚熱ウイルスの感染を確認しました。

陽性は、10番目（620例目）です。

平成30年９月以降、17,977頭（死亡389頭、捕獲17,588頭）の検査を実施し、620頭の陽性（死亡171頭、捕獲449頭）を確認して

います。

＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html


提 供 日 2025/04/11

タイトル 「ガーベラ記念日」にちなむ知事・副知事への
ガーベラ花束の贈呈～本県はガーベラ生産量日本
一！～

担　　当 経済産業部 農業局農産振興課

連 絡 先 花き振興班

TEL 054-221-2679

　４月18日はガーベラ記念日！
　本県が日本一の生産を誇るガーベラをＰＲするため、知事・副知事にガーベラの花束を贈呈

　県では、暮らしの様々な場面で花と緑があふれる県づくりを推進しています。
　本県は日本一のガーベラ生産県であり、４月18日の「４１８（よいはな）」ガーベラ記念日にちなみ、静岡県花卉園芸組合連合会ガーベラ部
会が、知事・副知事に県産ガーベラを贈呈します。

１　日時　令和７年４月15日(火) 　
　　知　事：14時30分～14時45分(15分間)
    副知事：14時15分～14時25分(10分間)

２　場所　知事：知事室　副知事（平木副知事）：副知事室（県庁東館５階）
　
３　実施主体　静岡県花卉園芸組合連合会ガーベラ部会
                    ※平成23年10月に設立された県内のガーベラ生産組織

４　贈呈者・出席者
　　静岡県花卉園芸組合連合会ガーベラ部会部会長　　　　　加藤　信男
　　静岡県花卉園芸組合連合会ガーベラ部会副部会長　　　 水野　智彦
　　静岡県花卉園芸組合連合会ガーベラ部会監事　　　　　　 藤野　友弥    
　　静岡県花卉園芸組合連合会ガーベラ部会監事　　　　　　 田代　高嘉
　　静岡県花卉園芸組合連合会理事　　　　　　　　　　　　　　  山下　昌徳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　（計　５名）

５　参考
○「ガーベラ記念日」（４月18日）の由来
　４月がガーベラの出荷最盛期であることに加え、昭和33年４月に日本でガーベラの国産品種第一号が誕生したことを記念して、「４１８（よいは
な）」ガーベラと語呂を合わせたことに由来します。

○本県のガーベラ生産データ（令和５年）
　作付面積　23ha（全国シェア31％、全国第１位）
　出荷量　49,400千本（全国シェア41％、全国第１位）
　産出額　21億円（全国第１位）
　主な県内生産地　浜松市、牧之原市、島田市



提 供 日 2025/04/11

タイトル 令和７年度科学技術分野の文部科学大臣表彰の決
定

担　　当 経済産業部 商工業局商工振興課

連 絡 先 総務班

TEL 054-221-2511

令和７年度科学技術分野の文部科学大臣表彰で
静岡県から24名が受賞しました！

＜要旨＞
　令和７年度科学技術分野の文部科学大臣表彰が発表され、県内から、若手科学者
賞で１名、創意工夫功労者賞で23名が受賞しました。

＜若手科学者賞＞
　萌芽的な研究、独創的視点に立った研究等、高度な研究開発能力を示す顕著な研究業績をあげたと認められる者を対象とする表
彰制度です。

○受賞者
番号 氏名 勤務先 業績名

１ 大田　良亮 浜松ホトニクス（株）
中央研究所

高時間分解能検出器による画像再構成不要
イメージングの研究

＜創意工夫功労者賞＞
　優れた創意工夫によって職域における科学技術の進歩又は改良に寄与した者を対
象とする表彰制度です。

○受賞者
番号 氏名 勤務先 業績名

１ 畔栁　友洋 （株）旭洋工業製作所
本社工場 補給部品対応による縮小生産ラインの考案

２ 梶原　鉄兵 スズキ（株）磐田工場 前後左右自由に動かせる運搬補助台車の考
案

３ 加藤　佳治 浜松ホトニクス（株）
豊岡製作所 窒素濃度による窒素流量切替器の考案

4 岡本　夏樹 浜松ホトニクス（株）
豊岡製作所 窒素濃度による窒素流量切替器の考案

５ 金子　真学 コイト電工（株）本社
富士長泉工場 旋盤作業のネジセット方法の改善

６ 北村　顕生 スズキ（株）湖西工場 部品供給ラックの衝撃緩和と入れ替え機構
の考案

７ 木村　謙太 トヨタ自動車（株）東
富士研究所 触媒基材圧入抜き取り作業の改善

８ 小泉　亮斗 三菱電機（株）静岡製
作所 治具自動返却からくりスライダの考案

９ 紺谷　隆司
トヨタ自動車東日本
（株）東富士総合セン
ター

内装モデルセット方法の改善

10 角舘　裕樹
トヨタ自動車東日本
（株）東富士総合セン
ター

内装モデルセット方法の改善

11 齋藤　紀保
エトリア（株）沼津事
業所

新規可視化方法の開発による微粒子観察作
業の改善

12 澤辺　拓充
トヨタ自動車（株）東
富士研究所

タイロッドエンドロックナット緩め治具の
考案

13 杉山　有亮
エトリア（株）御殿場
事業所 固着トナーの除去工法の考案

14 鈴木　静夏

ジヤトコエンジニアリ
ング（株）エンジニア
リング事業部実験部富
士事業所

トランスミッションケース摩耗測定手法の
考案

15 杉本　祐次

ジヤトコエンジニアリ
ング（株）エンジニア
リング事業部実験部富
士事業所

トランスミッションケース摩耗測定手法の
考案

16 寺田　守 日立空調清水（株）　
　 重量電気箱の吊り上げ補助装置の考案

17 内藤　崇盛 豊田合成（株）森町工
場 金型改造によるバリ発生の改善

18 古園　優斗 トヨタ自動車（株）東
富士研究所 大型タイヤ脱着装置の考案

19 松本 直晃 （株）デンソー湖西製
作所 トレサビQR印字不良の改善

20 峰﨑　貴大 エトリア（株）御殿場
事業所

大面積ベルト形状部品の超音波洗浄ムラ改
善

21 宮坂　宗年 （株）小糸製作所静岡
工場 部品供給ミスの改善

22 村端　勇紀 （株）小糸製作所榛原
工場

塗装スプレー幅可変式による塗装タレ不良
の改善

23 渡邉　弘敏 コイト電工（株）本社
富士長泉工場 速度規制標識本体取付台車の考案

＜伝達式＞



　○日　時：令和７年４月18日（金）14：00～
　○会　場：静岡県庁別館21階　展望ロビー（静岡市葵区追手町９番６号）



提 供 日 2025/04/11

タイトル マダニに咬まれないように注意しましょう！
（「日本紅斑熱」の患者が確認されました）

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 静岡県感染症管理センター

TEL 055-928-7220

－危機管理情報－
マダニの活発なシーズンになりました！

咬まれないように注意しましょう！
～今年県内１例目の「日本紅斑熱」患者が確認されました～

１　要旨
　県内で今年１例目の日本紅斑熱患者が確認されました。例年４月から11月にかけて患者が発生しますので、より一層、野外でのマダニ
対策を十分に行うようお願いします。

２　患者概要
　熱海保健所管内在住の80歳代女性
　＜経緯＞
　３月23日頃  全身筋肉痛
　３月29日　　熱海保健所管内の医療機関を受診、入院
　３月31日　　発熱、発疹（全身、特に足）、肝機能障害、腎不全を確認
　　　マダニに咬まれた自覚なく、刺し口なし
　　　症状等からマダニが媒介する感染症の疑い→県環境衛生科学研究所で検査を実施
　４月３日　日本紅斑熱の病原体遺伝子を血液、かさぶたから検出
　
　発症前の期間に、山林に出かけていたことから、日本紅斑熱の病原体を保有するマダニに咬まれたことにより感染したと推定されます。な
お、患者は現在も入院中ですが、快方に向かっています。

３　マダニが媒介する主な感染症

（１）　日本紅斑熱
日本紅斑熱リケッチアという病原体を保有する マダニに 咬 まれることで 感染 し 、 人 から 人 へ 感染 して 広 がるものではありません 。
マダニに咬まれてから、２日から８日の潜伏期間の後、高熱、発疹が現れ、重症化した場合には、死に至ることもあります。
 県内 では 、 令和 ２ 年以降 、 年間 ５ 〜14 人 、 合計43 人 （ 本年 １ 人 ） の 感染 が 確認 されており 、43 人 のうち 死亡者 が ２ 人報告 されていま
 す 。

 ＜ 日本紅斑熱 の 最近 の 患者数 （ 人 ）＞
令和６年、７年は現時点の暫定値　（）死亡事例再掲

年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年
全国 421 487 460 501 523 3 
静岡県 8 8(1) 5 7(1) 14 1 

（２）　重症熱性血小板減少症候群(SFTS)
感染経路は、SFTS ウイルスを 保有 するマダニに 咬 まれることが 中心 ですが 、 血液等 の 患者体液 との 接触 や 、 マダニに 咬 まれSFTS ウイル
 スに 感染 している 犬 や 猫 の 体液 から 感染 することも 報告 されています 。
マダニに咬まれてから、６日から14日の潜伏期間の後、発熱、消化器症状などが現れ、重症化した場合には死に至ることもあります。
 県内 では 令和 ３ 年 に 初 めて 確認 されて 以降 、 年間 ４ 〜 ６ 人 、 合計18 人 （ 本年 ０ 人 ） の 感染 が 確認 されており 、18 人 のうち 、 届出時点 で
 の 死亡者 はいません 。

 ＜SFTS の 最近 の 患者数 （ 人 ）＞　　　　　　　令和６年、７年は現時点の暫定値
年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

全国 78 110 118 134 122 2 
静岡県 0 4 6 3 5 0 



４　県民の皆様へ
( １) マダニに 咬 まれないようにしましょう ！

特にマダニの活動が盛んな、 春 から 秋にかけて注意が必要です。
野山や草むら、畑などに入る場合は、耳を覆う帽子、首に巻くタオル、長袖、長ズボン、足を完全に覆う靴を着用し、 肌 の 露出 を 少 なく
してください。ズボンの裾や、シャツの裾・袖口等から服の中に侵入することもあります。
マダニ用に市販されている忌避剤はありますが、マダニの付着を完全に防ぐことはできませんので、他の防護手段と組み合わせて対策を
取りましょう。

( ２) 屋外活動後 は 、 マダニに 咬 まれていないか 確認 しましょう ！
マダニに咬まれた場合は、数日間、体調の変化に注意しましょう。
入浴時等、全身にダニの付着がないか確認しましょう。付着していた場合は、無理に取らずに、医療機関を受診しましょう。
発熱・発疹の症状が見られたら、 早 めに 医療機関 を 受診し、マダニに咬まれた可能性があることを医師に伝えましょう。

( ３) ペットに 付着 して 、 マダニが 家 の 中 に 入 ってくることもあります ！
飼育している犬や猫にもダニ駆除剤を使用しましょう。
飼育している動物の健康状態の変化に注意し、動物が体調不良の際には、咬まれたりなめられたりしないようにして、動物病院を受診し
て下さい。

( ４) 動物 との 接触 にも 注意 しましょう ！
外で生活している動物にマダニが付着していることもあります。
外で生活している動物はどのような病原体を保有しているか分かりません。体液等を介して、感染症に感染する可能性がありますので、
接触は避けてください。また、動物の死体等に接触することも控えましょう。
動物に触ったら必ず手を洗いましょう。

５　県内の日本紅斑熱の患者数（令和６、７年は現時点の暫定値）
（表中の※は亡くなった方）

年次 全国
静岡県

（）内は死亡患者
数再掲

患者
性別・年代・住所地・発生月

平成12年
（2000年）

38 １ 男・60歳代・沼津市・9月

平成25年
（2013年）

175 １ 女・60歳代・伊豆の国市・7月

平成27年
（2015年）

215 ２(１)
男・60歳代・沼津市・8月
女・70歳代・伊豆の国市・6月※

平成28年
（2016年）

277 ２(１)
男・70歳代・伊東市・11月
女・70歳代・沼津市・5月※

平成29年
（2017年）

337 ６(２)

女・80歳代・熱海市・6月
男・50歳代・伊豆の国市・9月
女・70歳代・沼津市・9月※
男・70歳代・沼津市・9月
女・80歳代・沼津市・9月※
女・70歳代・沼津市・10月

平成30年
（2018年） 305 ３

男・50歳代・三島市・3月
男・70歳代・伊東市・8月
女・70歳代・伊東市・10月

令和元年
（2019年）

318 10（１）

男・70歳代・神奈川県湯河原町・5月
女・70歳代・熱海市・5月
女・50歳代・県西部地区・6月
女・70歳代・伊豆の国市・7月※
女・70歳代・熱海市・7月
女・40歳代・掛川市・9月
男・60歳代・熱海市・10月
女・70歳代・駿東郡清水町・10月
男・20歳代・伊東市・10月
女・70歳代・浜松市・11月

令和２年
（2020年）

421 ８

女・70歳代・熱海市・5月
男・50歳代・熱海市・5月
女・90歳代・熱海市・7月
女・90歳代・南伊豆町・7月
男・70歳代・県外・8月
男・70歳代・熱海市・9月
女・70歳代・湖西市・10月
女・80歳代・熱海市・10月

令和３年
（2021年）

487 ８（１）

女・70歳代・県外・5月
男・10歳代・沼津市・6月
女・80歳代・伊東市・7月※
女・30歳代・県外・8月
男・70歳代・県外・8月
男・60歳代・牧之原市・9月
男・40歳代・県外・10月
男・70歳代・伊東市・10月

令和４年
（2022年） 460 ５

男・20歳代・賀茂保健所管内・6月
女・70歳代・熱海保健所管内・6月
男・80歳代・熱海保健所管内・8月
女・70歳代・熱海保健所管内・8月
女・70歳代・熱海市・9月

令和５年
（2023年）

501 ７（１）

女・70歳代・静岡市・6月
女・70歳代・静岡市・6月
男・60歳代・熱海保健所管内・7月
男・30歳代・中部保健所管内・7月
男・50歳代・西部保健所管内・7月
女・70歳代・西部保健所管内・10月
女・70歳代・熱海保健所管内・10月※

令和６年
（2024年）

523 14

女・60歳代・中部保健所管内・4月
女・50歳代・中部保健所管内・4月
非公表・80歳代・熱海保健所管内・5月
男・70歳代・熱海保健所管内・5月
非公表・県外・７月
女・60歳代・熱海保健所管内・７月
男・40歳代・県外・9月
男・70歳代・東部保健所管内・９月
男・60歳代・熱海保健所管内・９月
男・70歳代・熱海保健所管内・９月
男・80歳代・賀茂保健所管内・10月
非公表・高齢でない成人・浜松市・10月
女・80歳代・熱海保健所管内・10月



提 供 日 2025/04/11

タイトル 静岡県危険物運搬車両事故防止等対策協議会の開
催

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 静岡県危険物運搬車両事故防止等対策協議会事務

局（消防保安課　産業保安班）

TEL 054-221-2269

　危険物運搬車両の事故防止対策等を関係機関が協議します！

１　要旨
　高圧ガス、石油類、毒劇物、火薬類等の危険物を運ぶ危険物運搬車両の交通事故の防止と、事故発生時の迅速な対応を図るた
め、静岡県危険物運搬車両事故防止等対策協議会を開催します。

２　開催概要
　（１）日時　令和７年４月18日（金）午後２時から３時まで（予定）
　（２）場所　県庁別館５階　危機管理センター（東）
　（３）構成機関　

　　○県機関　　　　危機管理部（危機管理部部長代理、消防保安課長）
　　　　　　　　　　健康福祉部薬事課
　　　　　　　　　　交通基盤部道路保全課
　　　　　　　　　　静岡県警察本部　交通部交通指導課、生活安全部生活保安課
　　○消防機関　　　静岡県消防長会
　　○国機関　　　　国土交通省中部地方整備局　静岡国道事務所
　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　沼津河川国道事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浜松河川国道事務所
　　○道路管理団体　中日本高速道路株式会社、静岡県道路公社
　　○事業関係団体　一般社団法人静岡県トラック協会
　　　　　　　　　　一般社団法人静岡県危険物安全協会連合会
　　　　　　　　　　静岡県高圧ガス地域防災協議会
　　　　　　　　　　静岡県火薬類保安協会
　　
３　主な議題
　（１）各機関・団体の令和６年度の活動報告、令和７年度の活動予定等
　（２）危険物運搬車両に係る事故事例の紹介
　（３）その他（意見交換等）

＜参考：静岡県危険物運搬車両事故防止等対策協議会について＞
　平成９年８月に東名高速牧之原ICでタンクローリーが横転し、積載していた危険物が流出したため、約15時間（上り線は約10時
間）にわたって通行止めとなった事故が発生しました。
　当該事故を契機として、平成９年度に危険物を運搬する車両の事故防止対策を検討し、平成12年度に危険物運搬車両の安全確保
のため、本協議会を設立し、行政、警察、消防、道路管理者、運送業などの関係者が一体となった取組を行っています。



男・80歳代・賀茂保健所管内・10月
令和７年

（2025年）
3 １ 女・80歳代・熱海保健所管内・４月

参考：全国では1999年４月～2019年12月に報告された3,108人中44人（１．４％）が届出時点で亡くなっているという報告があります。



提 供 日 2025/04/11

タイトル 令和７年４月公表予定の統計データ

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 管理・普及班、人口就業班、商工・経済班

TEL 管理･普及班 054-221-2298､人口就業班

054-221-2995､商工･経済班 054-221-2240,2246

国が所管する基幹統計調査を含め、県が実施している統計調査について、当月に公表を予定しているものをお知らせします。

＜令和７年４月公表分＞(注)内容は変更となることがあります。
統計調査名等
（所管）

公表
予定日

公表内容等 調査時点 担当班

住宅・土地統計調査
（総務省)

4月18日
(金）

県内の住宅の構造や住環境に関する事
項、世帯が所有している土地の状況等

令和５年
10月１日現在

人口就業班

静岡県の推計人口
（静岡県）

4月18日
(金）

県及び市町別　推計人口・世帯数
県及び市町別　推計人口動態

令和７年
４月１日現在

人口就業班

毎月勤労統計調査
（厚生労働省)

4月28日
(月）

県内の事業所における賃金、労働時
間、雇用の概要

令和７年
２月分

商工・経済班

静岡県鉱工業指数
（静岡県）

4月28日
(月）

製造業の生産、出荷及び在庫の
各指数

令和７年
２月分

商工・経済班

静岡県景気動向指数
（静岡県）

4月30日
(水）

景気動向指数(CI、DI、累積DI)
令和７年
２月分

管理・普及班

　※「統計センタへーしずおか」へ　→https://toukei.pref.shizuoka.jp/

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2025/04/11

タイトル 幹部職員向けＤＸ講演会の開催

担　　当 企画部 デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略班

TEL 054-221-2915

　「チャレンジ元年」となる令和７年度の第一歩の取組として、幹部職員を対象に、ＡＩの最新動向やマネジメント層として持つ
べきマインドセットの意識付けを行うための研修を開催します。

１　日時及び会場
　　令和７年４月17日（木）　９時30分から10時30分まで
　　県庁別館９階第１特別会議室

２　出席者
　　知事、副知事及び各部局長

３　内容
　(1) 知事訓示
　(2) 講　　演
　(3) 質疑応答

４　講師
　　ソフトバンク株式会社公共事業推進本部 本部長
　　柏木　陸照 （かしわぎ　みちてる）氏



提 供 日 2025/04/14

タイトル 令和７年度第２回静岡県産業教育審議会の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班

TEL 054-221-3146

令和７年度第２回静岡県産業教育審議会を開催します。

「専門高校等におけるこれからの時代に対応した産業教育の在り方」について検討するため、第２回静岡県産業教育審議会を開催します。
審議会は今後５回程度開催し、令和８年２月を目途に答申をまとめていく予定です。

１　日　時　　令和７年４月22日（火）　午後２時から４時まで

２　会　場　　静岡県男女共同参画センター第３会議室
　　　　　　　（静岡市駿河区馬渕１丁目17-1）

３　委　員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(50音順)

氏　名 職　名　等
飯倉　清太 特定非営利活動法人　ＮＰＯサプライズ　代表理事
上野　雄史 静岡県立大学経営情報学部　経営情報学科　教授
江頭　綾子 ヤマハ発動機株式会社　執行役員　ソリューション事業本部長
奥田　都子 静岡県立大学短期大学部　社会福祉学科　准教授
川田　善正 静岡大学　副学長
岸田　裕之 静岡ガス株式会社　代表取締役　取締役会長
齋藤　　寛 東海大学海洋学部　学部長
新林　章輝 静岡県立静岡農業高等学校　校長
豊田　由美 特定非営利活動法人スマイルベリー　施設長
西村やす子 株式会社CREAFARM　代表取締役
村木　則予 株式会社アトリオン　代表取締役
横田　茂永 静岡県立農林環境専門職大学　短期大学部　学科長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　議事
　(1) 各専門部会説明（農業・水産・工業・商業・家庭・福祉）「社会の急激な変化に主体的に対応できる専門的資質・能力の育成」に対する各

委員からの意見
　(2) 全体的な質疑応答

５　傍聴について
　　傍聴を希望される方は、当日の午後１時30分から１時50分までの間に会場へお越しください。

 
静岡県教育委員会



提 供 日 2025/04/14

タイトル 【開催日変更】ピンクの絨毯でお花摘み！
須津幼稚園児がれんげ摘みを行います

担　　当 経済産業部 富士農林事務所農村計画課

連 絡 先 農村計画班

TEL 0545-65-2201

【ふじのくに美農里プロジェクト】【ふじのくに美しく品格のある邑】

ピンクの絨毯でお花摘み！
須津幼稚園児がれんげ摘みを行います

※開催日を変更しました。（４月14日14時変更）

１　要旨

　県が推進する「ふじのくに美農里(みのり)プロジェクト」に取り組む「富士山のふもと
の郷を守る会」の協力のもと、須津幼稚園の園児57名(年長33人、年中24人)がれんげ摘み
を行います。
　「富士山のふもとの郷を守る会」と須津幼稚園は、平成19年より、「昔懐かしいれんげ
畑を復活したい」という思いから、毎年稲刈り後の10月頃に種まきを、田んぼ一面がピン
クの絨毯となる４月に花摘みを行っています。

２　概要

日　時
令和７年 ４ 月15 日 （ 火 ） 午前 ９ 時30 分 から10 時　※開催日変更
　　　　４月17日（木）午前９時30分から10時

 予備日 ： ４ 月17 日 （ 木 ）
 ※ 天候 や 田 んぼのぬかるみ 状況次第 で 予備日 に 変更 します 。

※開催の有無については、現地へお越しの前に富士農林事務所農村計
　画課へ御確認ください。（担当：櫻井　0545-65-2201）

場　所 富士市神谷南字砂田34番地　他２筆　約3,200平方メートル
主催者 富士山のふもとの郷を守る会（担当：島田/0545－34－3415）

３　取材について

　取材を希望される方は現地に直接お越しください。

■「ふじのくに美農里プロジェクト」とは？
　静岡県における多面的機能支払交付金制度に基づいた活動の愛称です。静
岡県では平成19年度からプロジェクトに取り組み、地域の農業を守り、美し
い景観や、多様な生態系をはぐくむ農地や農業用施設を保全し、未来につな
ぐ地域ぐるみの活動を支援しています。令和７年３月末時点で249の組織が
活動しています。
■「ふじのくに美しく品格のある邑」とは？
　静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有
の財産でもある地域資源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落
等を「ふじのくに美しく品格のある邑（むら）」として登録し、情報発信や
知事顕彰を行っています。令和７年３月末時点で155の地域が認定されてい
ます。

■富士山のふもとの郷を守る会
　「ふじのくに美農里プロジェクト」の活動組織として、平成19年度に設立された団体で
す。当団体は、雄大な富士山を間近に仰ぐ田園風景の維持や形成を目的として、地域の学
校や企業を交えて、農道や水路の清掃、景観作物の植栽等を行っています。これらの活動
により、富士山のふもとに咲き誇る田んぼ一面のレンゲの風景の中を時折走り抜ける新幹
線といった素晴らしい景観が形成されています。
　これらの活動や景観が在るこの地域は、平成25年にふじのくに美しく品格のある邑に登
録されました。



提 供 日 2025/04/14

タイトル 菜の花迷路が出現！藤田幼稚園・杉田幼稚園児が
菜の花迷路脱出を目指します

担　　当 経済産業部 富士農林事務所農村計画課

連 絡 先 農村計画班

TEL 0545-65-2201

【美農里プロジェクト】
菜の花迷路が出現！

藤田幼稚園・杉田幼稚園児が菜の花迷路脱出を目指します

１　要旨

　県が推進する「ふじのくに美農里(みのり)プロジェクト」に取り組む「次郎長ネット
ワーククラブ（富士市大淵）」が管理する農地に、菜の花迷路が出現しました。
　「藤田幼稚園」と「杉田幼稚園」の園児が、菜の花迷路脱出を目指します！
　昨年度に引き続き、同団体が遊休農地に菜の花迷路を製作しました。地元の幼稚園児
へ公開後、一般の方にも公開予定です。

２　概要

日　時
令和７年４月17日(木)：杉田幼稚園、藤田幼稚園

午前10時00分～午前10時30分　※小雨決行、雨天時中止

場　所 富士市大淵4167番地付近（裏面位置図参照）

主催者 次郎長ネットワーククラブ　当日参加構成員　約10名

参加者 杉田幼稚園児約40人、藤田幼稚園児約40人

３　取材について

現地に直接お越しください。

４　その他

■「ふじのくに美農里プロジェクト」とは？
　静岡県おける多面的機能支払交付金制度に基づいた活動の愛称です。
静岡県では平成19年度からプロジェクトに取り組み、地域の農業を守
り、美しい景観や、多様な生態系をはぐくむ農地や農業用施設を保全
し、未来につなぐ地域ぐるみの活動を支援しています。令和７年３月末
時点で249の組織が活動しています。

■「次郎長ネットワーククラブ」とは？
　「ふじのくに美農里プロジェクト」の活動組織として、平成29年度に設立された団体
です。当団体が活動する富士山南麓の樹園地では、お茶や樒（しきみ）、山林苗などが
栽培されており、地域で協力しながら農地の保全や施設の維持管理を実施しています。

 

0414fujinouson.pdf0414fujinouson.pdf　

0414fujinousonmap.pdf0414fujinousonmap.pdf



提 供 日 2025/04/14

タイトル 【訂正】世界お茶まつり2025春の祭典　開幕式典
の開催

担　　当 経済産業部 農業局お茶振興課

連 絡 先 世界緑茶班

TEL 054-202-1488

　第９回世界お茶まつり実行委員会は、2025年４～５月と10月に静岡県から世界へ向けてお茶の魅力を発信するお茶の祭典「世界お茶まつ
り2025」を開催します。

４月１9日～５月21日の「春の祭典」開催に際し、４月１9日に開幕式典を行います。

※添付資料の委員名簿を訂正しました。（４月14日17時訂正済）

１　開幕式典概要

春の祭典（令和７年４月19日～５月21日）の開幕を宣言し、新茶フェアに参加する県内外各地を中継でつなぎ、式典会場と中継地の参加
者全員が乾杯し、盛大にスタートします。
日時 令和７年４月19日(土)　午前10時30分から11時15分まで

場所
ふじのくに茶の都ミュージアム　日本庭園（島田市金谷富士見町3053番地の2）
※雨天時は１階多目的ホール

出席者 知事、德川家広会長、熊倉功夫副会長、その他実行委員、
県議会議長、静岡市長ほか市町長、県議会議員、その他来賓等　　計80名程度

２　会場地図

　報道機関の方は警備員の誘導に従い、一般来場者用駐車場を御利用ください。

３　当日のスケジュール

時刻
所要
時間 内容 摘要

10:30 ５分 オープニングアクト 金谷茶娘踊り

10:35 15分

・開幕宣言
・主催者挨拶
・来賓祝辞
・来賓紹介

德川会長
知事
県議会議長
国会議員、市町長

10:50 15分
新茶フェア会場
から中継 ３か所（静岡市、小山町、東京都新橋）

呈茶披露 ジュニアお茶マイスター
11:05 10分

お茶で乾杯 登壇：知事、会長、副会長、県議会議長

11:15 15分 博物館内覧 ・博物館展示「湖心亭」での中国茶体験
・博物館３階ティーテラス体験

４　その他
・報道機関の方は、式典会場受付にて記名およびお名刺の提出をお願いします。
・会場内では、各報道機関の腕章等の着用をお願いします。
・県内および県外の各中継先には報道対応担当がおりませんので、御承知おきください。
・なお、式典終了後、13時30分から多目的ホールにて、「静岡お茶推し隊」委嘱状贈呈を行います。

５　当日連絡先
　054-202-1488（担当者携帯へ転送されます。）



提 供 日 2025/04/14

タイトル 医療機関等物価高騰対策支援金申請受付中

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医務班

TEL 054-221-2418

静岡県医療機関等物価高騰対策支援金　申請受付中！

　静岡県では、物価高騰の影響を受けている医療機関等を支援するため、医療機関等物価高騰対策支援金を交付することとし、令
和７年４月１日から５月30日までの間で申請を受け付けています。

１　制度概要

対象 交付額

病院 １病床当たり 13,000円
※特別な役割を担う病院は１病床当たり13,000円を加算する。

診療所
・有床診療所（３床以上）　１病床当たり 13,000円
・有床診療所（１～２床）　１施設当たり 33,000円
・無床診療所　　　　　　　１施設当たり 33,000円

助産所 １施設当たり 33,000円

薬局（保険薬局） １施設当たり 33,000円

受領委任を行う施術所 １施設当たり 10,000円

歯科技工所 １施設当たり 10,000円

病院・有床診療所 １病床当たり  9,000円（食材料費関係）

※「特別な役割を担う病院」：特定機能病院、地域医療支援病院及び救命救急センター、総合周産期母子医療センター又は、小児
救命救急センターを運営する病院

２　申請手続
（１）申請書類

交付要綱、申請書類等については、県ホームページ（下記ＵＲＬ）を御確認ください。
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/iryo/1047628/1071244/index.html

（２）申込期限
令和７年５月30日（金）まで（消印有効）

　　　＊郵送のみ受付

３　申請書提出先及び問合せ先
　　〒420-0857　静岡市葵区御幸町８－１　JADEビル４Ｆ
　　　静岡県医療機関等物価高騰対策支援金事務局
　　　電話番号　050-5369-9435

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/iryo/1047628/1071244/index.html


提 供 日 2025/04/14

タイトル 赤い羽根共同募金の令和６年度募金額は、約５億
円超！静岡県共同募金会会長から知事へ活動報告

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-3250

静岡県共同募金会長が“赤い羽根”共同募金運動の
活動報告等のため、知事を訪問します。

（要旨）
　社会福祉法人　静岡県共同募金会　会長が“赤い羽根”共同募金運動の取組を報告するため、知事を訪問します。

１　日時
　　令和７年４月16日（水）　午後３時10分から３時30分まで
　　　　　　　　　　　　　　（開始時刻は前後する可能性があります）

２　場所
　　県庁東館５階　知事室

３　団体の概要
　・名　称　社会福祉法人　静岡県共同募金会
　・所在地　静岡市葵区駿府町１番70号　静岡県総合社会福祉会館４階
　・設　立　昭和27年５月17日

４　訪問者
　（福）静岡県共同募金会　会長　柴田　久

５　内容
　・令和６年度の“赤い羽根”共同募金運動
　・令和７年度“赤い羽根”共同募金運動　街頭キャンペーンについて　他

　　　　　　　　　　　　　



提 供 日 2025/04/15

タイトル 令和７年度全国学力・学習状況調査の実施

担　　当 教育委員会 義務教育課

連 絡 先 指導班

TEL 054-221-3143

　　　　　令和７年度全国学力・学習状況調査の実施

１　目的

　　義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学

　力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る

　とともに、学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立

　てる。さらに、このような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイク

　ルを確立する。

２　実施日

　　令和７年４月17日（木）

　　中学校理科は、令和７年４月14日（月）から４月17日（木）のうち、あらかじ

　め指定された１日で実施する。

３　調査対象

  (1) 実施学校数（予定）

    ・小学校及び義務教育学校前期課程477校（県所管301、静岡市80、浜松市96）

    ・中学校及び義務教育学校後期課程259校（県所管168、静岡市42、浜松市49）

　　　※調査対象学年に児童生徒がいない学校は、学校数に含まない。

　　　※県所管の学校数に県立中学校、特別支援学校を含む。

　(2) 対象学年

　　・小学校調査　小学校６年生、特別支援学校小学部６年生

　　・中学校調査　中学校３年生、特別支援学校中学部３年生

４　調査内容

　(1) 児童生徒に対する調査

　　ア　教科に関する調査

　　　・小学校調査は、国語、算数、理科

　　　・中学校調査は、国語、数学、理科

　　　　中学校理科は、文部科学省ＣＢＴシステムによるオンライン方式で実施

  　イ　質問調査

　　　・調査する学年の児童生徒を対象に、学習意欲、学習方法、学習環境、生活

　　　　の諸側面等に関する質問調査をオンラインによる回答方法で実施する。

　(2) 学校質問調査

　　・学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の

　　　整備の状況等に関する質問調査をオンラインによる回答方法で実施する。

５　その他

　　各学校が行う調査終了報告の方法が昨年度から変更したことにより、県教育委

　員会では実施状況等を把握できないため、実施学校数等の問合わせには、回答で

　きないことを御承知願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会　　



提 供 日 2025/04/15

タイトル ペロブスカイト太陽電池の導入実証を開始します

担　　当 経済産業部 産業革新局エネルギー政策課

連 絡 先 エネルギー政策班

TEL 054-221-2949

県内初！

静岡市清水区でフィルム型ペロブスカイト太陽電池の導入実証を開始します

写真提供：積水化学工業株式会社

　大規模設備の導入適地が限定される太陽光発電について、本県の恵まれた日照環境を生かして最大限の導入拡大を目指すため、

ペロブスカイト太陽電池を始めとする新技術「次世代型太陽電池」の普及促進や、関連ビジネスへの参入促進に取り組んでいま

す。

　ペロブスカイト太陽電池は、軽量・柔軟で、これまで設置が難しかった場所への導入が期待されており、４月13日に開幕された

大阪・関西万博の会場にも設置されています。

　次世代型太陽電池の普及促進に向けた取組の第１弾として、令和７年４月から約１年間、清水港の県有施設の屋根に「フィルム

型のペロブスカイト太陽電池」を設置し、耐風圧や塩害環境下での耐久性などを検証します。

実証場所 　興津13号上屋（静岡市清水区興津清見寺町地内）

事業者 　鈴与商事株式会社



提 供 日 2025/04/15

タイトル 静岡県動物愛護センターの愛称を募集

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 動物愛護班

TEL 054-221-2347

静岡県動物愛護センターの愛称を募集

１　趣　旨

県では、新たな動物愛護の拠点となる静岡県動物愛護センターを、令和７年11月頃に富士市に開所する予定です。

この度、本センターに親しみをもってもらい、多くの県民に利用していただくため、本センターの愛称を公募することとしました。

２　概　要

区分 内容
募集内容 静岡県動物愛護センターの愛称

愛称の要件 ・わかりやすく、明るく親しみやすいもの
・静岡県の動物愛護活動の拠点として、センターのイメージにふさわしいもの
・印象に残りやすく、覚えやすいもの

募集期間 令和７年４月15日（火）～令和７年５月14日（水）
応募資格 静岡県に在住の方
応募方法 ウェブサイトからの応募

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=14758

ＱＲコード

３　動物愛護センターの情報

(1) 所在地：静岡県富士市大淵2158
(2) 詳　細：静岡県公式ＨＰ（衛生課）に公開しております。
　　　　　　https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/eiseiyakuji/dobutsuaigo/1003130/1043808 .html

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=14758
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/eiseiyakuji/dobutsuaigo/1003130/1043808.html


提 供 日 2025/04/15

タイトル 掘り起こせ、三千年の謎「ブルックリン博物館所
蔵 特別展 古代エジプト」開幕！

担　　当 スポーツ・文化観光部 県立美術館企画総務課

連 絡 先 県立美術館　企画総務課

TEL 054-263-5755

掘り起こせ、三千年の謎
「ブルックリン博物館所蔵 特別展 古代エジプト」　開幕！

主催／ブルックリン博物館、静岡県立美術館、Daiichi-TV　企画協力／朝日新聞社、東映、日本テレビ　協賛／ＤＮＰ大日本印刷
特別協賛／セキスイハイム東海　協力／名古屋大学、日本航空、一般社団法人Platoo、ヤマト運輸、World Scan Project

人々を魅了し続ける古代エジプト文明。本展では、ニューヨークのブルックリン博物館が誇るコレクションから約150点をご覧いただきます。最新技術を用いた研
究成果、そして、世界最古の葬送文書とも呼ばれる「ピラミッド・テキスト」の再現音声とともに古代エジプト文明の謎を探っていきましょう。

●展覧会について

場所 静岡県立美術館　静岡市駿河区谷田53-2

会期 令和７年４月19日(土)から６月15日(日)まで

開館時間 10:00から17:30まで（入場は17:00まで）

休館日 　　毎週月曜日　※ただし４月28日(月)、５月５日(月・祝)及び５月６日(火・振休)は開館し、５月７日（水）は休館

観覧料
　　　 一　般 　　　　　　　　|1,500円 (前売1,300円)
高校・大学生・70歳以上　|　800円 (前売700円)
　 　中学生以下　 　　　 　|　 無料

●関連イベントについて

館長美術講座 当館学芸員によるフロアレクチャー

○講師 当館館長 木下直之
○日程 5/25(日)
○時間 14:00～
○場所 当館講堂
○事前申込不要

当館の学芸員が展示について解説いたします。
○日程 5/10(土)、14日(水)
○時間 14:00～14:30
○場所 展示室
○申込不要、要観覧券

●音声ガイド「特別版」ナビゲーター　菊池風磨さん
　「特別展　古代エジプト」の魅力を届ける音声ガイドのナビゲーターに初挑戦！
　古代エジプト展の謎を菊池風磨さんと探求する体験をぜひ会場でお楽しみください。
　「通常版」ナビゲータ―は、辻岡義堂アナウンサー（日本テレビ）が担当します！

●オリジナルグッズ
　展覧会オリジナルグッズを販売します。

●お問合せ
　静岡県立美術館　企画総務課 静岡市駿河区谷田53－2　電話：054－263－5755



提 供 日 2025/04/15

タイトル (株)伊藤園『お茶で静岡を美しく。』キャンペー
ン寄附金目録贈呈式の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 富士山世界遺産課

連 絡 先 スポーツ・文化観光部富士山世界遺産課

静岡県経済産業部農地局農地保全課

TEL 富士山世界遺産課 054-221-3746

   農地保全課 054-221-2692

(株)伊藤園『お茶で静岡を美しく。』キャンペーンから、世界遺産富士
山とその周辺の環境保全活動に寄附をいただきます！

富士山とその周辺の環境保全活動を支援するため、株式会社伊藤園から県に寄附金が贈呈されることとなり、下記のとおり、贈

呈式を行います。

記

１　日時・次第　令和７年４月16日(水)11時00分から11時20分まで

・寄附金目録の贈呈　・知事感謝状の贈呈　・歓談

２　場　所　静岡県庁東館５階　副知事室（静岡市葵区追手町９ー６）

３　出席者　株式会社伊藤園　

常務執行役員　東京・南関東地域営業本部　本部長

貴志 望（きし のぞみ）　　　　　　　　　　他２名

静岡県副知事　平木　省（ひらき　しょう）

４　寄附金額　1,100,000円

５　寄附の内容　

（株）伊藤園が、令和６年７月８日から８月25日及び11月４日から12月31日まで、「お～いお茶」ブランド全飲料・リーフ製品の売上

の一部を日本各地の環境保全・整備活動に寄附する“お～いお茶「お茶で世界を美しく。」キャンペーン”を実施し、この売上の

一部を静岡県へ寄附する。

６　株式会社伊藤園から県への寄附の状況（令和７年４月14日時点）

これまでの寄附

(平成22年度～)
1,499.6万円

富士山寄附金分1419.6万円

緑と水のふるさと基金分80万円

今回対象分 110万円
富士山寄附金分100万円

緑と水のふるさと基金分10万円

計 1,609.6万円



提 供 日 2025/04/15

タイトル 令和７年国勢調査 静岡県実施本部の設置

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 人口就業班

TEL 054-221-2995

（要旨）
　　令和７年10月１日午前零時現在で、我が国に常住するすべての人を対象に、国勢調査が実施される。
　　我が国で最大規模の統計調査である本調査の円滑かつ効果的な実施を図り、調査に万全を期すため、県実施本部を設置し、その発足

式を執り行う。

（概要）
　１　実施本部の組織及び構成メンバー

本部長 デジタル戦略部長

副本部長 企画部次長

推進員

多文化共生課長、総合教育課長、広聴広報課長、市町行財政課長、
住まいづくり課長、公営住宅課長、福祉長寿政策課長、
福祉指導課長、私学振興課長、障害者政策課長、障害福祉課長、
医療政策課長、衛生課長、産業人材課長、経営支援課長、
教育政策課長、
静岡県警察本部生活安全企画課長

事務統括部長 統計活用課長

事務局員 企画部総務課及び統計活用課職員
　　　※推進員は、国勢調査の円滑な実施に協力

　２　実施本部発足式
日　時 令和７年４月24日（木）　午前11時00分～

場　所 県庁東館６階　統計活用課内

次　第
実施本部発足宣言
本部長訓示
本部看板掲出

　　
　３　実施本部設置時期
　　　令和７年４月24日（木）～令和８年３月31日（火）

　４　設置場所及び事務局
　　　企画部統計活用課（県庁東館６階）



会 見 日 2025/04/16

駿河湾フェリーの新ターミナル移転と運航
再開

　一般社団法人ふじさん駿河湾フェリー及び静岡県は、清水港新ターミナルのオープン、清水港江尻11・12号岸壁の供用にあたり、以下のと
おり記念式典等を開催する。

　１　記念式典

　　・日　時　令和７年４月18日(金) 10時15分～11時

　　　　　　※小雨決行、荒天中止

　　　　　　※中止の場合、駿河湾フェリー公式HPにてお知らせ

　・場　所　清水港江尻埠頭フェリー乗り場前

　　　　　　静岡市清水区島崎町149番地

　・主　催　（一社）ふじさん駿河湾フェリー及び静岡県

　・次　第　・開　会

　　　　　　　・主催者挨拶　

　　　　　　　・来賓祝辞

　　　　　　　・事業説明（清水港江尻埠頭新岸壁整備）

　　　　　　　・テープカット

　　　　　　　・閉　会

２　フェリー運航

　・４月18日(金)より、フェリーの運航を再開します。

　　台船復旧の目途が着くまで、徒歩及び自転車の乗船を対象とした運航となります。

　・記念式典開催のため第１便を運休し、第２便から運航(当日は全便無料)します。

　・第２便出航時(11時20分)には花火、和太鼓演奏、地元園児によるお見送りを実施

　・対岸の土肥港でも、フェリー入出港時にお出迎え・お見送りを実施

[時刻表]

区分 清水港発 土肥港着 土肥港発 清水港着

第２便 11時20分 12時50分 13時 14時30分

第３便 14時40分 16時10分 16時30分 18時

※取材いただける場合は、前日までに下記【受付】へ御連絡ください。その際、駐車場が

　必要な場合は、お申し出ください。また、当日は、式典の受付にお越しください。

【受付】ふじさん駿河湾フェリー　企画営業部　望月　電話０５４－３４０－５２２３

担当 ： スポーツ・文化観光部、交通基盤部 観光振興課、港湾整備課

連絡先 ： スポーツ・文化観光部観光振興課　TEL 054-221-2206



提 供 日 2025/04/16

タイトル 看護補助者の役割や業務内容について知ろう！

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 健康福祉部医療局地域医療課看護師確保班

TEL 054-221-2407

１　概要
　県と公益社団法人静岡県看護協会では、看護補助者の確保・定着促進を目的として、県内病院に御協力いただき、動画「看護補助者 ～
役割や業務内容について知ろう～」を作成しました。動画は、看護補助者の役割や業務を紹介する内容で、令和７年４月からYouTubeにて
公開しています。

２　内容
　以下７本の動画となっており各URLから御覧になれます。

静岡県看護協会松本志保子会長と静岡県ナースセンター達家好美所長からの挨拶
　県看護協会長と県ナースセンター所長から挨拶します。
　https://www.youtube.com/watch?v=LZ3ylOvlPUE&list=PLmBmbVPUFurB_FpVFZ_ZkEUEYYbq9LzuO&index=1

　
看護補助者の役割と業務

　静岡県立総合病院の八木早苗看護副師長が病院内での業務内容を説明します。
　https://www.youtube.com/watch?v=oEFBlU1lh5M&list=PLmBmbVPUFurB_FpVFZ_ZkEUEYYbq9LzuO&index=2

看護補助者の一日のスケジュール
　病院内での一日のスケジュールを紹介します。
　https://www.youtube.com/watch?v=iBls_knC4lc&list=PLmBmbVPUFurB_FpVFZ_ZkEUEYYbq9LzuO&index=3

看護補助者・看護師長からのメッセージ
　現場で活躍する看護補助者・看護師長からお話を伺いました。
　看護補助者：沼津市立病院　杉山　静香、静岡県立総合病院　白鳥　直美
　看護師長：沼津市立病院　藤本　恵里子、静岡県立総合病院　海野　千穂子　（敬称略）
　https://www.youtube.com/watch?v=NdC8Ss1GN1o&list=PLmBmbVPUFurB_FpVFZ_ZkEUEYYbq9LzuO&index=4

看護補助者に必要なケア技術 車いすの移乗介助・移送
　車いすの移乗介助・移送の技術を紹介します。
　https://www.youtube.com/watch?v=FH0VkgoG7QE&list=PLmBmbVPUFurB_FpVFZ_ZkEUEYYbq9LzuO&index=5

看護補助者に必要なケア技術 おむつ交換
　おむつ交換の技術を紹介します。
　https://www.youtube.com/watch?v=MOL5H5qxyzo&list=PLmBmbVPUFurB_FpVFZ_ZkEUEYYbq9LzuO&index=6

看護補助者に必要なケア技術 清拭と体位変換
　清拭と体位変換の技術を紹介します。
　https://www.youtube.com/watch?v=gU6jC9ASWzA&list=PLmBmbVPUFurB_FpVFZ_ZkEUEYYbq9LzuO&index=7

　

（参考）看護補助者とは
「看護が提供される場において、看護チームの一員として看護師の指示のもと、看護の専門的判断を要しない看護補助業務（『傷病者若しくはじよく婦に対する療養上の
世話』及び『診療の補助』に該当しない業務）を行う者（引用：看護チームにおける看護師・准看護師及び看護補助者の業務のあり方に関するガイドライン及び活用ガイド
（公益社団法人静岡県看護協会））

https://www.youtube.com/watch?v=LZ3ylOvlPUE&list=PLmBmbVPUFurB_FpVFZ_ZkEUEYYbq9LzuO&index=1
https://www.youtube.com/watch?v=oEFBlU1lh5M&list=PLmBmbVPUFurB_FpVFZ_ZkEUEYYbq9LzuO&index=2
https://www.youtube.com/watch?v=iBls_knC4lc&list=PLmBmbVPUFurB_FpVFZ_ZkEUEYYbq9LzuO&index=3
https://www.youtube.com/watch?v=NdC8Ss1GN1o&list=PLmBmbVPUFurB_FpVFZ_ZkEUEYYbq9LzuO&index=4
https://www.youtube.com/watch?v=FH0VkgoG7QE&list=PLmBmbVPUFurB_FpVFZ_ZkEUEYYbq9LzuO&index=5
https://www.youtube.com/watch?v=MOL5H5qxyzo&list=PLmBmbVPUFurB_FpVFZ_ZkEUEYYbq9LzuO&index=6
https://www.youtube.com/watch?v=gU6jC9ASWzA&list=PLmBmbVPUFurB_FpVFZ_ZkEUEYYbq9LzuO&index=7


提 供 日 2025/04/16

タイトル 第１回「静岡県被災者支援連絡会」キックオフ
ミーティングの開催

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 危機情報課 杉山

TEL 054-221-2510

第１回「静岡県被災者支援連絡会」
キックオフミーティングを開催します！　

　静岡県が今年度新たに設置した、「静岡県被災者支援連絡会」のキックオフミーティングを、構成団体等に加え、県内外で被災
者支援にご活躍されている有識者をお迎えし、以下のとおり開催します。

１　参加者
　　（１）被災者支援に関する有識者
　　　　　　鈴木 まり子 氏、永野　海 氏、松山　文紀 氏
   　(２）静岡県被災者支援連絡会構成団体・所属
　　　　　・（特非）全国災害ボランティア支援団体ネットワーク
　　　　　・（福）　静岡県社会福祉協議会
　　　　　・（特非）静岡県ボランティア協会
　　　　　・静岡県くらし・環境部県民生活局県民生活課
　　　　　・静岡県健康福祉部福祉長寿局福祉長寿政策課
　　　　　・静岡県危機管理部危機情報課（事務局）
　　（３）オブザーバー
　　　　　　静岡県健康福祉部政策管理局企画政策課

２　日　時　令和７年４月21日（月）午後３時から４時40分（予定）

３　会　場　静岡県庁別館５階危機管理センター（東側）　

４　内　容
　　（１）　開会挨拶
　　（２）　静岡県被災者支援連絡会の趣旨説明について
　　（３）　各団体等による活動紹介及び静岡県被災者支援連絡会に期待すること
　　　　　・全国災害ボランティア支援団体ネットワーク
　　　　　・静岡県災害ボランティア本部・情報センター
　　　　　・有識者・・・鈴木 まり子 氏、永野　海 氏、松山　文紀 氏
　　　　　・静岡県ボランティア協会
　　　　　・静岡県県民生活課、静岡県福祉長寿政策課による所管事項紹介
　　（４）　質疑応答等
　　（５）　閉会挨拶

５　参　考　「静岡県被災者支援連絡会」とは？
　　　　　　静岡県で災害が発生したときに、多様な主体が取り組む被災者支援を
　　　　　総合調整し、被災者のニーズ把握と支援を円滑かつ的確に実行するため
　　　　　に設置した組織

　　本事業は「内閣府・令和７年度官民連携による被災者支援体制構築事業・モデル事業」
　の一環で実施するものです。



提 供 日 2025/04/16

タイトル 静岡未来創造セミナーの開催

担　　当 総務部 市町行財政課

連 絡 先 行政班

TEL 054-221-3709

静岡未来創造セミナーを開催します！
　
○市町長と知事及び県幹部職員が一堂に会し、経験や知識が豊富な著名人による講演を聴講し、地域の課題解決の手法や地域振興のヒ
ントを探るとともに、県行政や市町行政の運営等についての意見交換を行うことで、市町と県の一層の発展を図る。
　
１　日時及び会場
　　
　　・令和７年４月２２日（火）　１６時００分から１７時３０分まで

　　・ホテルアソシア静岡　３階「駿府Ｉ」（静岡市葵区黒金町５６）

２　主催者
　
　　静岡県、静岡県市長会、静岡県町村会、公益財団法人静岡県市町村振興協会

３　セミナー次第
　
　　・知事挨拶
　　・講　　　演

講師 デジタル庁統括官　国民向けサービスグループ長　村上　敬亮（むらかみ　けいすけ）氏

演題 「地域資源の活かし方」～ あなたの街も活性化できる、デジタルで！ ～

講師
略歴

平成 ２年  東京大学教養学部卒業
               通商産業省入省
平成26年  経済産業省経済産業政策局調査課長
　　　　　　  内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局参事官
　　　　　  　兼内閣府地方創生推進室参事官
平成29年  内閣府地方創生推進室次長兼内閣府地方創生推進事務局審議官
令和 ２年  中小企業庁経営支援部長
令和 ３年  内閣官房情報通信技術（ＩＴ）総合戦略室内閣審議官
               デジタル庁統括官（国民向けサービスグループ長）　

４　出席予定者
　　
　　県内市町長、知事、副知事、教育長、警察本部長、
　　各部局長、各地域局長、その他県幹部職員など　計約100名

（補足事項）
・本セミナーは、昨年度まで「ふじのくに地域創造セミナー」として開催していましたが、今年度から「静岡未来創造セミナー」に改称いたし
ました。



提 供 日 2025/04/17

タイトル 第４回県立高等学校の在り方に係る地域協議会
（北駿地区）の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班

TEL 054-221-3152

第４回県立高等学校の在り方に係る地域協議会（北駿地区）を開催します

　

教育委員会では、教育を取り巻く新たな状況変化や課題等を踏まえ、県立高校の在り方について改めて検討し、令和６年３月に
「静岡県立高等学校の在り方に関する基本計画」（以下、「基本計画」）を策定しました。
　基本計画では、生徒個々に応じた主体的な学びや多様な学びの展開には、「地域（実社会）との連携＜地域の視点＞」を不可欠と
しています。そこで、北駿地区の実態やニーズを踏まえた県立高校の役割や教育活動について地域住民と考えや思い等を共有し、
長期的な視点から県立高校の在り方を検討するため、第４回「県立高等学校の在り方に係る地域協議会（北駿地区）」を開催します。

●日　時　令和７年４月24日（木）午後１時から３時まで

●場　所　御殿場市林業会館　会議室
（御殿場市萩原528-1）

●参加者　・北駿地区２市１町（御殿場市、裾野市、小山町）首長、教育長
　　　　　・PTA会長、産業界代表、高校同窓会長
　　　　　・県教育長　他
　　　　　（オブザーバー）
　　　　　・地区の中学校及び県立高等学校長

●内　容
（１）情報共有事項
　　・第３回地域協議会で協議された主な意見

（２）協議事項
　　・北駿地区グランドデザイン

静岡県教育委員会



提 供 日 2025/04/17

タイトル 豊川水系の節水対策（開始）

担　　当 経済産業部 農地局農地計画課

連 絡 先 農業用水：農地計画課、工業用水：水道企画課

TEL 054-221-3727､054-221-2170

＜危機管理情報＞

豊川用水節水対策協議会(会長：独立行政法人水資源機構豊川用水総合管理所長)は、令和７年４月17日に協議会を開催し、豊川水
系の節水対策を次のとおり決定しました。

４月18日(金)午前９時から、次の取水制限率により第１段階の取水制限を開始する。
上水道：５％（愛知県）
工業用水：５％（静岡県・愛知県）
農業用水：５％（静岡県・愛知県）

１　今回の取水制限による影響と対応

 県内 における 節水対策対象市町 の 範囲
工業用水１市　湖西市（給水事業所：24事業所）
農業用水１市　湖西市（受益面積：539ha）

 工業用水
・この時期における過去の給水実績を踏まえると影響は少ない見込みです。
・各事業所に対し、水管理を強化し節水に努めるよう依頼します。

 農業用水
・これから田植えが始まりますが、水田面積は受益面積の１割程度のため、影響は少ない見込みです。
・農業用水の管理を担う土地改良区を通じて、各農家に節水対応を呼びかけるとともに、各ほ場等への配水調整を徹底し節水に努
めます。

２　今後の対応
豊川の流況が悪化し、渇水状況が長期化する場合には、河川流況や宇連ダム等の貯留の状況を総合的に判断した上で、さらなる節
水対策の強化を協議していきます。

【参考】
宇連ダムの貯水状況（各日０時時点）

貯水量（千m3） 貯水率（千m3） 平年比（％）有効貯水量
（千m3） ４月１日　⇒　４月17日 ４月１日　⇒　４月17日 ４月１日　⇒　４月17日
28,420 10,975　⇒　10,323 38.6　⇒　36.3 50.0　⇒　44.0

宇連ダム地点降水量（ダム管理者データ）
降水量 平年降水量 平年比

１月 22mm 58mm 47％
２月 18mm 115mm 16％
３月 121mm 201mm 60％
４月 72mm 219mm 33％

豊川用水節水対策協議会構成団体

団体名 備考
愛知県農林基盤局
愛知県企業局
静岡県経済産業部 （担当）農地局農地計画課
静岡県企業局 （担当）水道企画課
豊川総合用水土地改良区
牟呂用水土地改良区
松原用水土地改良区
湖西用水土地改良区
独立行政法人水資源機構中部支社
独立行政法人水資源機構豊川用水総合管理所 事務局

（会長）豊川用水総合管理所長



提 供 日 2025/04/17

タイトル 大学生４人が、社会貢献を行う若者団体の図鑑を
作成！～「しぞーかわかもの図鑑」の公開につい
て～

担　　当 くらし・環境部 県民生活局県民生活課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3642

大学生４人が、社会貢献を行う若者団体の図鑑を作成!
～「しぞーかわかもの図鑑」の公開について～

１　概要

県では、社会貢献活動を行う団体同士の交流を促進する取組を行っています。

このたび、若者が主体となって活動する社会貢献団体同士の交流が生まれることを期待して、４人の大学生が、県内の若者団体を紹介す

る冊子「しぞーかわかもの図鑑」を制作しました。

冊子は、静岡県のＮＰＯ活動支援サイト「ふじのくにＮＰＯ」で公開していますので、是非ご覧ください。

２　内容
　高校生や大学生をはじめとした若者が主体となって、静岡県内で活動する30団体について、活動ジャンルごと、活動内容や連携したい団
体等の情報を掲載しています。
　このうち、６団体には、活動の魅力などについて制作メンバーの学生自らインタビューを行い、記事にまとめています。
　ＮＰＯ（社会貢献活動団体）に対して相談支援や情報提供を行う「ふじのくにＮＰＯ活動支援センター（運営委託先：公益財団法人ふじのく
に未来財団）」の事業の一環で、令和６年８月に「しぞーかわかもの図鑑」制作メンバーを募集、県内の大学に通う４人の学生が、企画・調査・
編集・制作までを担い、令和７年３月に完成しました。

公開ＵＲＬ　 https://www.npo-fujinokuni.jp/about_fujinokuninpo/

https://www.npo-fujinokuni.jp/about_fujinokuninpo/


中央の４人が図鑑制作メンバーの大学生
（両端はふじのくに未来財団の監修等担当者）



提 供 日 2025/04/17

タイトル 静岡県山岳遭難防止対策協議会総会の開催

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 静岡県山岳遭難防止対策協議会事務局　萩原（消

防保安課産業保安班）

TEL 054-221-2076

　　　　静岡県山岳遭難防止対策協議会総会を開催します。

　静岡県山岳遭難防止対策協議会（会長：公益社団法人静岡県観光協会会長 鈴木　康友知事）は、令和７年度静岡県山岳遭難防
止対策協議会総会を開催します。
　総会においては、本年度の事業計画等について審議するとともに、昨年の山岳遭難事故の状況等の報告を行います。

１　日　時　　令和７年４月２３日（水）　１４時００分から

２　場　所　　静岡県庁別館５階　危機管理センター（西）

３　出席者　　静岡県危機管理監代理兼危機管理部部長代理
　　　　　　　（一社）静岡県山岳・スポーツクライミング連盟会長ほか

４　議題等　　令和７年度事業計画及び予算 等
　　　　　　　令和６年中における山岳遭難事故の発生状況（静岡県警察本部）

５　表彰式　　　総会終了後（15時15分頃を予定）、同センターにて県危機管理部
　　　　　　　部長代理による表彰式を行います。
　　　　　　　　登山者等の遭難の未然防止や遭難者の救助に関して、特に顕著な
　　　　　　　功績があった個人を表彰します。
　　　　　　　　詳細については別紙を御参照ください。

　【参考】山岳遭難事故発生状況
　　

　年 　　発生件数　　　　　　
（件）

　死者・行方不明者　　　　　
　（人）

　　負傷者　　　　　　　
（人）

　無事救助者　　　　　
（人）

　H27 114　 11　 48　 70　
　H28 132　 6　 56　 97　
　H29 128　 9　 55　 73　
　H30 123　 14　 52　 80　
　R1 90　 6　 39　 63　
　R2 34　 10　 7　 20　
　R3 72　 6　 32　 49　
　R4 124　 10　 36　 93　
　R5 129  10  41  99  
　R6 113  20  51  57  



提 供 日 2025/04/17

タイトル 人づくり推進員感謝状贈呈式及び委嘱式の開催

担　　当 企画部 総合教育課

連 絡 先 総合教育班

TEL 054-221-3304

人づく り 推進員感謝状贈呈式及び新規推進員委嘱式を開催し ます

　「人づくり推進員」は、未来を切り拓く多様な人材の育成のため、「人づくり地域懇談会」等の開催を通じて、家庭や地域にお
ける子育てや人づくりへの助言を行うなど、人づくり実践活動の推進に取り組んでいます。
　このたび退任した「人づくり推進員」のうち、増田喜代子（ますだきよこ）氏（活動24年）には平木副知事から知事感謝状を、
大木静雄（おおきしずお）氏（活動14年）、石野省三（いしのしょうぞう）氏（活動14年）、清水芳治（しみずよしはる）氏（活
動11年）には企画部長から部長感謝状を贈呈します。
　さらに、新たに「人づくり推進員」となる方々に、平木副知事から委嘱状を交付します。

日　時 令和７年４月24日（木）午後１時50分から２時25分まで
会　場 静岡県庁東館５階　特別会議室

贈呈者 企画部長（１）部長感謝状贈呈式
被贈呈者 大木静雄氏（三島市、活動14年）

石野省三氏（浜松市、活動14年）
清水芳治氏（御前崎市、活動11年）

贈呈者 平木副知事（２）知事感謝状贈呈式
被贈呈者 増田喜代子氏（裾野市、活動24年）
交付者 平木副知事（３）委嘱式
被交付者 新規人づくり推進員４名
出席者 知事感謝状被贈呈者1名

部長感謝状被贈呈者３名、
新規人づくり推進員４名、
平木副知事、企画部長

概　要

（４）懇談

内容 懇談、写真撮影

【参考】
○人づくり推進員

・未来を切り拓く多様な人材を育てる「人づくり」の実践を促すため、平成12年度から本県独自に設けたものであり、市町から推薦
された方を「人づくり推進員」として委嘱しています。

　○人づくり地域懇談会
・県内各地域の小学校や幼稚園を中心に開催され、人づくり推進員が保護者等を対象に、子育てや人づくりの助言等を行います。平
成12年度から令和６年度までに累計6,578回開催されています。



提 供 日 2025/04/17

タイトル ２１世紀の朝鮮通信使 友情ウオーク一行による平
木副知事表敬訪問

担　　当 企画部 地域外交課

連 絡 先 海外交流班

TEL 054-221-3066

今回が最後となる「21世紀の朝鮮通信使　友情ウオーク」

日本と韓国のメンバーが、行程の途上に平木副知事を表敬訪問します

（要　旨）

江戸時代に朝鮮通信使がたどった、ソウル（韓国）から東京（日本）の足跡をめぐるウオーキング事業（全行程

53日間）に参加している日本と韓国のメンバー35人が、行程の途上、平木副知事を訪問します。

第10次を迎えた友情ウオークは、日韓国交正常化60周年の節目の年を機に、今年で最後となりますので、是非

ご取材ください。

（概　要）

（１）日　時：　令和７年４月23日（水）10時00分から10時30分まで

（２）会　場：　静岡県庁別館21階　展望ロビー

（３）訪問者：　21世紀の朝鮮通信使　友情ウオークメンバー　35人(予定）

　　　　　内訳：

日本隊：遠藤靖夫（えんどうやすお）隊長など　19人

　　　　　韓国隊：許　南整（ホ・ナムジョン）隊長など　16人

（４）応対者：　平木　省　静岡県副知事ほか

（参考）21世紀の朝鮮通信使 友情ウオークについて

・（一社）日本ウオーキング協会等の主催により実施される、日韓関係者による朝鮮通信使の足跡をたどるウオーキン

グ事業。

・一行は、３月９日（日）にソウル（韓国）を出発し、53日間かけて、４月30日（水）まで、ゴールの東京・皇居を目指して

ウオーキングをします。

・本県には、４月19日（土）に入り、浜松市から４月26日（土）の三島市まで、８日間かけて静岡県を横断します。



提 供 日 2025/04/17

タイトル 【変更】駐日韓国大使が知事を表敬訪問します。

担　　当 企画部 地域外交課

連 絡 先 海外交流班

TEL 054-221-3066

　　駐⽇本国⼤韓⺠国特命全権⼤使が知事を表敬訪問します︕
取材対応が変更になりました。詳しくは本文ＰＤＦをご覧下さい。（４月２１日１４時変更）

（要 旨）

⽇韓国交正常化60周年となる節⽬の年に朴喆熙（パク・チョルヒ）駐⽇韓国⼤使が静岡県を訪問し、知事を表敬しま
す。

（概 要）

１　⽇　時　令和７年４⽉24⽇（⽊）10時〜10時20分（20分間）

　　　※表敬は⾮公開で⾏います。冒頭挨拶のみ（５分程度）取材可能です。

２　場　所　県庁　東館５階特別会議室　

３　訪問者　朴喆熙（パク・チョルヒ）駐⽇本国⼤韓⺠国特命全権⼤使　ほか

　４　その他　言語は⽇本語

＜参考＞駐⽇韓国⼤使　略歴

　1963年⽣まれ

1998年〜1999年　コロンビア⼤学東アジア研究所博⼠後研究員

1999年〜2002年　政策研究⼤学院⼤学(⽇本)準教授

2002年〜2004年　外交安保研究院アジア太平洋研究部准教授

2004年〜2023年　ソウル⼤学国際⼤学院准教授・副教授・教授

2012年〜2016年　ソウル⼤学⽇本研究所⻑

2016年〜2018年　ソウル⼤学国際⼤学院⻑

2017年〜2017年　現代⽇本学会会⻑

2019年〜2023年　ソウル⼤学国際⼤学研究所⻑

2023年〜2024年　外交部国⽴外交院⻑

2024年８⽉〜　　駐⽇本国⼤韓⺠国特命全権⼤使

　　　　　　　　　＊⼤使就任後、初の静岡県知事表敬



提 供 日 2025/04/17

タイトル 静岡県関係人口ライターを募集します！

担　　当 企画部 企画課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2353

静岡県関係人口ライターを募集します！

　県内で、魅力的な地域づくりを行っている団体や地域、そこに関わる関係人口と呼ばれる人たちを取材し、文章と写真でその魅
力を伝える人材を募集します。

１　静岡県関係人口ライターの活動概要
（１）活動内容
　　打合せ→取材→記事執筆→記事原稿を県に提出
　　※記事はSHIZUOKA YELL STATIONの掲載・メールマガジン等の広報に活用します。
（２）活動期間
　　採用された日から令和８年３月31日まで
（３）報酬
　・取材記事１回当たり４万円＋交通費実費相当額（オンライン取材の場合は１回あたり２万円）
　・活動期間内に1名当たり３回程度の記事制作を依頼予定
２　募集内容
（１）募集期間
　　令和７年４月15日（火）～令和７年５月14日（水）午後３時まで
（２）募集人数
　　４名程度
（３）応募資格
　・申込書提出時に満18歳以上の個人（県外在住者も応募可）
　・これまでに報酬を得た執筆実績のある方（印刷物、ホームページなどの媒体及び報酬金額は問わない）
　・インターネットでメールの送受信や打ち合せが出来る方
　・静岡県の関係人口創出・拡大の取組に興味・関心のある方
　・登録された際に「SHIZUOKA YELL STATION」にプロフィールの紹介が可能な方
　・自身のSNSアカウント等を活用して、「SHIZUOKA YELL STATION」に掲載した記事の情報発信を実施可能な方
　・取材先にご自身で訪問が出来る方
（４）応募方法
　　課題作文を含む申込用紙を募集期間内に下記応募先へ提出してください。
　　＜課題作文＞関係人口創出・拡大のために発信すべき静岡県の魅力と、その魅力をホームページで発信するための工夫や改

善点について（1000文字以内）
　　＜応 募 先＞e-kankei@pref.shizuoka.lg.jp
（５）選考方法
　・申込用紙により１次選考し、ウェブ面接により２次選考を行います。
　・各選考後に、メールで結果をお知らせします。　　

※募集の詳細は「SHIZUOKA YELL STATION」を確認してください。
https://shizuoka-yellstation.com/news/r7writer

mailto:e-kankei@pref.shizuoka.lg.jp
https://shizuoka-yellstation.com/news/r7writer


提 供 日 2025/04/18

タイトル 【募集開始】【県庁の仕事を紹介！先輩に話を聞
こう】静岡県庁　仕事スタディツアー［オンライ
ン］

担　　当 人事委員会事務局 職員課

連 絡 先 職員班

TEL 054-221-2275

 
          【県庁の仕事はどんな仕事？先輩の話を聞いてみよう！】

    静岡県庁　仕事スタディツアー［オンライン］

―静岡県の未来を創る「静岡県職員」 あなたも 一緒に働き ませんか ― 
 
                                                                    

 静岡県人事委員会事務局は、県職員採用試験の受験を検討している学生等を対象に、
先輩職員とのフリートーク等を通じて、県職員の仕事の内容やその魅力・働き方を
紹介する「静岡県庁　仕事スタディツアー」を開催します。

　様々な職種の紹介とともに、多岐にわたる行政業務も分野ごとに紹介します。
各日程ごと同系職種等について業務紹介し、フリートークは希望職種等で行う予定
です。

１　開催日程及び職種

　   令和７年６月３日（火）～９日（月）　計５日間　定員：なし

２　対象者
　　静岡県職員の仕事に関心があり、県職員採用試験の受験を検討している学生等

３　定員
　　なし（申込者全員が参加できます。）

４　実施方法
　　オンライン（Zoom）

５　開催内容
　・日程説明
　・県の概要及び採用試験の説明
　・職種や部局等の業務説明
　・先輩職員とのフリートーク

６　申込受付期間
　　令和７年４月18日（金）から令和７年５月21日（水）17時まで

７　申込方法
　　   ふじのくに電子申請サービス（パソコン・スマートフォン）により
       お申込みください。静岡県職員採用情報ホームページからアクセスできます。

　　ホームページ　https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/session/1059134/1070866.html
　　当日の参加ＵＲＬ等は、令和７年５月28日（水）に申込者全員に通知します。
　
＜電子申請サービス申込先＞　

　　様式名：令和7年度静岡県庁仕事スタディツアー［オンライン］

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/session/1059134/1070866.html


　　

８　その他
　　このイベントは、選考活動とは一切関係ありません。
    参加不参加は、採用試験の合否に一切関係ありません。

９　問合せ先
　　静岡県人事委員会事務局職員課（054-221-2275）



提 供 日 2025/04/18

タイトル 富士山五合目への県道３ルートの冬季閉鎖の解除

担　　当 交通基盤部 道路局道路保全課

連 絡 先 維持舗装班

TEL 054-221-2752

富士山五合目への県道３ルートの冬季閉鎖の解除

　積雪により冬季閉鎖（全面通行止め）している富士山五合目（富士宮口、御殿場口、須走口）への県道３

ルートについて、除雪作業等の完了見通しが立ったことから、令和７年４月25日（金）午前11時に冬季閉鎖

（全面通行止め）を解除します。

１　冬季閉鎖の解除区間

　○　富士宮口

　・路線名：一般県道富士公園太郎坊線（富士山スカイライン）

　・区　間：富士市大淵（富士宮口二合目）～富士宮口五合目

　　※夜間（午後５時から翌朝午前８時の間）は、通行止めを継続

　○　御殿場口

　・路線名：一般県道富士公園太郎坊線

　・区　間：御殿場市中畑（太郎坊入口）～御殿場口新五合目

　○　須走口

　・路線名：一般県道足柄停車場富士公園線（ふじあざみライン）

　・区　間：小山町須走～須走口五合目

２　注意事項

　・今後の天候等により解除日時が変更となる場合は、改めてお知らせします。

　・３登山道とも五合目から山頂までの登山道は、４月25日以降も冬季閉鎖を継続します。危険ですから登ら

ないでください。

　・富士宮口五合目には、緊急用の仮設トイレしかないため、二合目の水ヶ塚駐車場、高鉢駐車場のトイレを

御利用ください。

　・一般県道富士公園太郎坊線（富士山スカイライン）については、夜間に路面が凍結する恐れがあるため、

５月中旬頃まで夜間通行止めとします。

　○　参考（過去３年の解除日）

　・令和４年度：４月28日（木）

　・令和５年度：４月28日（金）

　・令和６年度：４月26日（金）

【問い合わせ先】

　静岡県 交通基盤部 道路局 道路保全課

　　電話　０５４－２２１－２７５２

　静岡県 富士土木事務所 維持管理課

　　電話　０５４５－６５－２２３７

　静岡県 沼津土木事務所 維持調査課

　　電話　０５５－９２０－２１２０



提 供 日 2025/04/18

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（4/11～4/17）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第587報）
＜野生イノシシの豚熱検査結果（4/11～4/17）結果判明分＞

　

　静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の18頭で、豚熱ウイルスの感染事例はありませんでした。

平成30年９月以降、17,995頭（死亡389頭、捕獲17,606頭）の検査を実施し、620頭の陽性（死亡171頭、捕獲449頭）を確認して

います。

＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html


提 供 日 2025/04/18

タイトル 企画展「富士山と曽我物語－その絵画化をめぐっ
て－」を開催します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 静岡県富士山世界遺産セン

ター企画総務課

連 絡 先 静岡県富士山世界遺産センター企画総務課

TEL 0544-21-3776

企画展「富士山と曽我物語－その絵画化をめぐって

１　要旨
　静岡県富士山世界遺産センターでは、 企画展 「 富士山 と 曽我物語 － その 絵画化 をめぐって －」 を 開催 します。　　
　主人公である曽我兄弟の敵討ちを主たるテーマとする『曽我物語』は、浮世絵や歌舞伎などを通して、特に江戸時代に流行しました。物語
のクライマックスを飾る巻狩や夜討、その舞台となる富士山は絵の中でも重要なモチーフでした。
　本企画展では、錦絵や屏風絵などの絵画作品とともに『曽我物語』の世界にふれ、物語の構成や絵画化の展開、富士山周辺の土地との関
係などについて考えます。

２　企画展概要　　
主催 静岡県富士山世界遺産センター

会期
令和７年４月26日(土)～令和７年６月８日(日)
9:00～17:00※最終入場は閉館30分前まで
開催中の休館日：５月20日(火)

会場
　静岡県富士山世界遺産センター２階企画展示室
(静岡県富士宮市宮町5-12)

観覧料
　常設展観覧料で御覧いただけます。
　※常設展観覧料：一般300円、団体(有料観覧者20名以上)200円、
　　　　　　　　15歳未満・70歳以上・学生・障がい者等 無料(要証明書)

関連
イベント

【公開講座】※４月10日時点満席
　「富士野の巻狩=鎌倉幕府の成立――真名本『曽我物語』」

(定員30名、要事前申込)
  日時：令和７年５月18日(日)14:00～15:30
  会場：静岡県富士山世界遺産センター１階研修室
  講師：神田　龍身　氏(学習院大学名誉教授）

【展示解説】
　担当研究員によるギャラリートーク（事前申込不要）
　日時：令和７年４月27日(日)、５月４日(日)・11日（日）、25日(日)、６月８日(日)
　　　　★各日、午前午後の２回開催 （10時30分～／14時00分～）
　会場：静岡県富士山世界遺産センター２階企画展示室

３　報道機関向け内覧会
　報道機関向けに、令和７年４月25日(金)に内覧会を開催します。（事前申込不要）
　当日、10：00～11：30の時間内に、センター２階企画展示室前にお越しください。御入館の際に、受付スタッフに企画展内覧の旨、お申し出
ください。　　　　　　

■静岡県富士山世界遺産センター公式ＨＰ

 
https://mtfuji-whc.jp

https://mtfuji-whc.jp


提 供 日 2025/04/18

タイトル 「次世代へつなぐ！静岡県立美術館
アートとみどりの散歩道再生プロジェクト」
お披露目を兼ねたプロムナードツアーを開催しま
す！

担　　当 スポーツ・文化観光部 県立美術館企画総務課

連 絡 先 企画総務課

TEL 054-263-5755

「次世代へつなぐ！静岡県立美術館　アートとみどりの散歩道再生プロジェクト」
お披露目を兼ねたプロムナードツアーを開催します！

（要　旨）
令和６年度に実施した「次世代へつなぐ！静岡県立美術館　アートとみどりの散歩道　再生プロジェクト」ではたくさんの応援、誠にありがとうございました。
温かいご支援により、皆さまに愛される憩いの場として「彫刻プロムナード」を再生することができました。
お披露目を兼ねて、当館学芸員又はボランティアによるプロムナードツアーを行ないます。

項　目 内　　　容

開催日時 令和７年４月19日（土）

会　　場 彫刻プロムナード

内　　容 午前の部
　　10:30～　　受付（県立美術館　エントランス）
　　11:00～　　館長挨拶、プロムナードツアー（30分程度予定）
午後の部 　
　　13:30～　　受付（県立美術館　エントランス）
　　14:00～　　館長挨拶、プロムナードツアー（30分程度予定）

備　　考 問い合わせ先
　　静岡県立美術館　企画総務課　
　　住所　静岡市駿河区谷田53－２　
　　電話番号　054－263－5755
　　ＨＰ　https://spmoa.shizuoka.shizuoka.jp

・「次世代へつなぐ！静岡県立美術館アートとみどりの散歩道再生プロジェクト」
　静岡県立美術館へと続く「彫刻プロムナード」に展示された彫刻作品の損傷修復等のためクラウドファンディング「次世代へつなぐ！静岡県立美術館　
アートとみどりの散歩道　再生プロジェクト」を実施しました。

実施期間 令和６年８月２日（金）から10月30日（水）まで

目標金額 1,000万円

支援額 総額10,609,000円（計190人）
作品の修繕、その他植栽やベンチなどの整備を行うことができました。

https://spmoa.shizuoka.shizuoka.jp


提 供 日 2025/04/18

タイトル 静岡ブルーレヴズのパラスポーツ体験イベントに
若山英史選手（車いすラグビー金メダリスト）が
出演します

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3375

   静岡ブルーレヴズのパラスポーツ体験イベントに

 若山英史選手（車いすラグビー金メダリスト）が出演!!

１　概要

　　ジャパンラグビーリーグワン2024-25第16節「静岡ブルーレヴズ 対 横浜キヤノンイーグルス」

試合会場で開催するパラスポーツ体験イベントに、若山英史選手（車いすラグビー金メダリスト）が出演！

車いすラグビーの体験会やトークショーでパラスポーツの魅力を発信します！

２　パラスポーツ体験イベント（レヴズパラスポーツひろば）について

項　目 内　容

日　　時 令和７年４月27日（日）11:00～14:00

場　　所 エコパスタジアム エントランス広場（袋井市愛野2300-1）

実施体制
主催/静岡ブルーレヴズ
協力/静岡県
後援/ふじのくにパラスポーツ推進コンソーシアム

出 演 者
若山 英史 選手（パリパラリンピック車いすラグビー金メダリスト・沼津市出身）
※静岡県パラスポーツ応援隊として出演

実施内容

・車いすラグビー体験（11:00～14:00）
・若山選手トークショー（13:00～13:15）
・ボッチャ体験（11:00～14:00）
・デフリンピック開催ＰＲブース（11:00～14:00）

  ※イベント詳細は、静岡ブルーレヴズホームページを御確認ください。

  https://www.shizuoka-bluerevs.com/news/2521

３　取材申込先

取材をご希望の方は、4月23日(水）までに以下をご記入の上、メールにてご連絡ください。

件名：静岡ブルーレヴズのパラスポーツ体験イベント　取材申請

本文：　参加者名

                 会社名 / 所属先 / 媒体名

ご連絡先（携帯電話）

お車の有無(有の場合、台数）

お車有の場合、駐車証送付先アドレス

送付先：静岡ブルーレヴズ株式会社　広報・コミュニケーション室 笠原　翼

E-mail：kasaharats@shizuoka-bluerevs.com

Phone：080‐4857‐3158

４　問合せ

　　レヴズパラスポーツひろばや試合に関する問合せは取材申込先へ御連絡ください。

　　静岡県パラスポーツ応援隊に関する問合せは下記担当まで御連絡ください。

　

（参考）静岡県パラスポーツ応援隊とは

・静岡県ゆかりのパラリンピアンを隊員として任命し、特別支援学校や学校への出前授業、民間企業や

  市町の実施するパラスポーツ関連イベントに派遣しています。

                                                                            担当︓⽣涯・パラスポーツ班（054-221-3375）
                                                                            当⽇連絡先（牧野）︓080-1580-8162（公⽤）

https://www.shizuoka-bluerevs.com/news/2521
mailto:kasaharats@shizuoka-bluerevs.com


提 供 日 2025/04/18

タイトル 日本車椅子ソフトボール協会による知事表敬訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

一般社団法人日本車椅子ソフトボール協会及び県内のチーム関係者が、活動報告のため知事を表敬訪問します。

１　日　時　　令和７年４月21日（月）　11時00分から11時20分

２　会　場　　県庁東館５階　特別会議室

３　訪問者　　一般社団法人日本車椅子ソフトボール協会
　　　　　　　　髙山　樹里　会長
　　　　　　　　下川　友暉　副会長
　　　　　　　　中村　真博　理事
　　　　　　　静岡ＲＥＸ
　　　　　　　　佐藤　光春　代表
　　　　　　　　中山　理　　クラシファイア（※）
　　　　　　　静岡リバティーズ
　　　　　　　　田中　萌衣　代表
　　　　　　　　中村　忠臣　相談役
　　　　　　　盛月　寿美　静岡県議会議員
　　　　　　　田中　照彦　静岡県議会議員
　　　　　　　（※）障害の種類や程度に応じて適切な競技クラスを決定する専門家

４　次　第　　(1) 訪問者挨拶
　　　　　　　(2) 活動報告
　　　　　　　(3) 懇談
　　　　　　　(4) 記念撮影

（参考）
一般社団法人日本車椅子ソフトボール協会　髙山　樹里　会長
 出身地　神奈川県横須賀市
 来歴　　（ソフトボール競技）
         2000年　　シドニーオリンピック 2位
         2008年　　シドニーオリンピック 3位
         2020年～　日本車椅子ソフトボール協会　会長



提 供 日 2025/04/18

タイトル 被災住宅の応急修理に関する協定の締結式を開催
します！

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3081

被災住宅の応急修理に関する協定の締結式を開催します！
　
　近年の激甚化する風水害による住宅被害に対して、速やかに緊急的な修理が実施できるよう、静岡県瓦屋根工事業連合会と被災
住宅の応急修理に関する協定を締結するにあたり、以下のとおり締結式を開催します。

１　協定締結式
開催日時 令和７年４月24日（木）13:10～13:30（20分間）
開催場所 知事室（県庁東館５階）

出席者

【静岡県瓦屋根工事業連合会】大志田会長、塚本顧問ほか
【静岡県】知事、くらし・環境部長ほか
（立会者）〔自民改革会議〕相坂県議、伊藤県議

〔公明党静岡県議団〕蓮池県議、盛月県議

内容
(1)知事あいさつ
(2)協定書への署名
(3)写真撮影

２　協定の主な内容
　　・静岡県瓦屋根工事業連合会は、災害救助法に規定する被災住宅の応急修理
    　（住家の被害の拡大を防止するための緊急の修理に限る。）について、県
　　　から協力要請を受けた時は、応急修理業者のあっせん等の協力を行う。
　　・静岡県瓦屋根工事業連合会は、応急修理業者名簿を毎年１回、県に報告す
　　　る。

３　静岡県瓦屋根工事業連合会の概要
　　・県内の瓦屋根工事店 70社で構成された団体
　　・屋根施工技術の研究、瓦屋根工事技士の研修
　　・住宅・建築物安全ストック形成事業(瓦屋根の耐風診断・改修)の活用促進

４　取材について
　　直接会場にお越しください。

５　問合せ先
　　静岡県くらし・環境部建築住宅局住まいづくり課 企画班
　　TEL：054-221-3081　FAX：054-221-3083

参加者募集告知　・　  催事等 の 当日取材　・　実施事業等の紹介　・　調査結果等の公表



提 供 日 2025/04/18

タイトル 緊急速報メールの誤発信等について

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 防災ＤＸ推進班

TEL 054-221-2591

１　概要
　　昨日（17日）、ふじのくに防災情報共有システム(FUJISAN)の新任者向けの研修中に、東伊豆町エリアの携帯電話、スマホに
向けて緊急速報メール（エリアメール）を誤って発信した。

　　直ちに訂正のメールと東伊豆町の同報無線により、誤発信であることを住民向けに発信した。

２　経緯
　・県賀茂地域局を会場に、賀茂地域局管内の市町職員と県職員を対象としたFUJISANの操作研修を実施していた。講師は県庁職

員（危機対策課防災DX推進班員2名）
　・15:40　受講者が「訓練モード」を選択すべきところを誤って「実際に配信する」を選択した状態で操作し、４キャリア（NTT

ドコモ、AU、ソフトバンク、楽天モバイル）を通じて東伊豆町エリアに発信された。
　・15:51　東伊豆町役場より、誤発信である旨を同報無線で放送した。
　・15:56　同システムにより、訂正のメールを配信した。

３　今後の対応
　・今後の研修では、システム操作の開始前に注意喚起を徹底するなど、誤操作の防止に努める。



提 供 日 2025/04/18

タイトル 【参加高校生募集】日本の次世代リーダー養成塾
の「静岡県推薦枠」塾生を募集中です！

担　　当 企画部 総合教育課

連 絡 先 総合教育班

TEL 054-221-3764

日本の次世代リーダー養成塾の「静岡県推薦枠」塾生を募集中です！

「日本の次世代リーダー養成塾」は、未来への夢を持った高校生たちを世界に通用するリーダーとして育成することを目指す12日
間のサマースクールです。
　「もっと広い世界を見て人生を考えたい」「同世代と夢を語りたい」といった高い志を持ち、将来リーダーとして活躍したい全
国の高校生が、講義やディスカッション等を通し、未来を切り拓く力を身に付けます。
　過去の参加者からは、外交官や国際ビジネスマンなど、日本だけでなく世界で活躍する人材が輩出されています。　
今回、「静岡県推薦枠」塾生として参加する県内高校生10名を募集します。高い志を持つ多くの高校生のみなさんの募集をお待

ちしています。

●主　　催　日本の次世代リーダー養成塾
（塾長：十倉 雅和/一般社団法人日本経済団体連合会会長）

●開催日時　令和７年７月28日（月）～８月８日（金）（11泊12日）

●内　　容　・各界を代表する講師による講義、ディスカッション
　　　　　　・プロジェクト型企画（社会課題の解決に向けた議論）
　　　　　　・フィールドトリップ（佐賀県立名護屋城博物館、宗像大社神宝館等）

※昨年度講師
　明石康（元国連事務次長）、マハティール・ビン・モハマド（元マレーシア首相）
　櫻井龍子（元最高裁判所判事）、滝久雄（（株）ぐるなび創業者・取締役会長）ほか

●宿泊施設　グローバルアリーナ（福岡県宗像市）
　　　　　　佐賀県波戸岬少年自然の家（佐賀県唐津市）

●募集対象　県内高校に通う高校１～３年生（平成18年４月２日～平成22年４月１日生）

●募集人数　10名（選考の結果により参加いただけない場合があります）

●参 加 費　16万円（静岡県推薦枠）

●募集期間　令和７年４月１日（火）～５月６日（火・祝）

●出願方法　日本の次世代リーダー養成塾ホームページからの出願登録

●応 募 先　静岡県企画部総合教育課
問合せ先　（電　話）054-221-3764
　　　　　（メール）sougouEDU@pref.shizuoka.lg.jp

●リ ン ク　県ホームページ　https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/shogaigakushu/yutoku/1018654.html

日本の次世代リーダー養成塾ホームページ　https://leaderjuku.jp/

mailto:sougouEDU@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/shogaigakushu/yutoku/1018654.html
https://leaderjuku.jp/


提 供 日 2025/04/18

タイトル 静岡県推計人口　前月比8,849人の減少

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 人口就業班

TEL 054-221-2995





提 供 日 2025/04/21

タイトル 今年はお盆時期に開催！「バイ・山の洲」物産展
（仮称）～５月12日（月）まで出展者募集中～

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

今年はお盆時期に開催！「バイ・山の洲」物産展（仮称）

～５月12日（月）まで出展者募集中～

（要　旨）

○静岡県、山梨県、長野県、新潟県の中央日本４県は、連携して域内消費を促進する取組を進めています。
○この取組の一環として、（株）静岡伊勢丹にて、４県の「食」を集めた物産展が例年開催されており、このたび、令和７年度の出展希望者を下記のとおり
募集します。
○令和７年度は、お盆時期に開催され、各県の農産品等のＰＲに取り組むとともに、親子も楽しめる食のイベントとして計画されています。

１　物産展の概要

催 事 名 「バイ・山の洲」物産展（仮称）

日　   時 令和７年８月13日（水）～18日（月）

場　   所 静岡伊勢丹 ８階「大催事場」（静岡市葵区呉服町１丁目７番地）

主 催 等 主催：静岡伊勢丹、協力：静岡県、山梨県・長野県・新潟県ほか

２　出展者募集の概要

対　    象 県内で産出された農林水産物及びその加工食品の生産、製造、加工事業者

出展料等 静岡伊勢丹と事業者との個別協議による

出展経費 出張、宿泊経費、搬出入経費、必要な消耗品、電気器具等は出展者が負担

申込方法

（１）「出展申込書」を県マーケティング課ホームページからダウンロード　
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/1040791/1071735 .html
（２）「出展申込書」を県マーケティング課(marke@pref.shizuoka.lg.jp)へ
　メールにて提出
※御応募いただいたものの中から、品目や各県のバランス等を考慮した上で、主催
者（静岡伊勢丹）が出展者の選定を行います。
※選考に当たり、主催者が商品に関する確認を行う可能性があります。また、出展に
際し、主催者との協議を要しますので、御対応をお願いします。

 申込締切 令和７年５月12日(月)午後５時まで（必着）

３　問合せ先（物産展の内容、出展に関すること）

       株式会社静岡伊勢丹 営業計画 佐野、遠藤　

       代表電話：054-273-4692

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/1040791/1071735.html
mailto:marke@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/04/21

タイトル 富士山静岡空港におけるゴールデンウィークの予
約状況

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興課

連 絡 先 西垣、高橋

TEL 054-221-3166

富士山静岡空港におけるゴールデンウィークの予約状況

１　要旨

富士山静岡空港発着の定期便を運航する航空会社から、ゴールデンウィーク(4/26から5/6まで)の予約状況の提供がありましたのでお知
らせします。(4/21現在)

２　予約状況(○:空席あり ▲:残りわずか ■:空席待ち受付中又は満席 ※各社基準による)

【国内線】（コードシェア分を除く）
○静岡発

○静岡着

※（　）書きは、5/1～5/6の時刻

（予約案内）

　・ＡＮＡ（ＮＨ）　　　　　電話：０５７０－０２９－２２２（国内線）

　・ＦＤＡ　　　　　　　　　電話：０５７０－５５－０４８９

　・ＪＡＬ（ＪＬ）　　　　　電話：０５７０－０２５－０２２（国内線）

※予約のお問合せについては、各航空会社に御連絡ください。

【国際線】（コードシェア分を含む）
  ○静岡発　　　　　　　　　○静岡着

※杭州線は欠航中

（予約案内）
　・チェジュ航空（７Ｃ）　　　　　　電話：０５７０－００１－１３２
　・中国東方航空（ＭＵ）　　　　　　電話：０５４－６５２－１２１２
　・北京首都航空（ＪＤ）　　　　　　電話：０６－６２６４－１７８８
　・香港エクスプレス（ＵＯ）　　　　電話：０３－４４８７－０２６４
　・ＪＡＬ（ＪＬ）　　　　　　　　　電話：０５７０－０２５－１０３（国際線）



　・キャセイパシフィック航空（ＣＸ）電話：０３－４５７８－４１３２
※予約のお問合せについては、各航空会社に御連絡ください。



提 供 日 2025/04/21

タイトル プラスチックごみの清掃活動への補助金の申請受
付を開始しました！

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 資源循環班

TEL 054-221-2426

【令和７年度】プラスチックごみの清掃活動への補助金の申請受付を開始しました！

県は、日常生活で使用されたプラスチック製の持ち帰り容器や不織布マスク等のごみがポイ捨てなどで散乱・流出するのを防止し、海に与

える影響を軽減するため、民間団体等が取り組む森・川・海等での清掃活動に対し助成しています。

１　補助対象となる活動と補助の内容

区分 内容

補助の対象 清掃活動を行う民間団体

補助対象経費

トング、軍手、ごみ袋、ごみ処分費、水中清掃用具、草刈り用具、環境学習

器具等（草刈り用具と環境学習器具は、清掃活動を同時に実施する場合に

限る。）

補助額 補助対象経費の10/10（上限10万円）

２　受付期間

　　令和７年４月14日（月）～11月28日（金）

　　※予算がなくなり次第終了

３　受付窓口・問合せ先（清掃活動場所別）

活動場所 受付窓口・問合せ先

森・その他

（道路・公園等）

静岡県環境衛生自治推進協会連合会　事務局

（県廃棄物リサイクル課内）

〒420-8601静岡市葵区追手町9番6号

Tel : 054-221-2426

E-mail : hai@pref.shizuoka.lg.jp

川

静岡県河川協会　事務局 (県河川砂防局内)

〒420-8601 静岡市葵区追手町9番6号

Tel : 054-221-3032

E-mail : kasenk_shizuoka@yahoo.co.jp

海

美しく豊かな静岡の海を未来につなぐ会　事務局

（一般財団法人マリンオープンイノベーション機構内）

〒424-0922 静岡市清水区日の出町9番25号 清水マリンビル２階

Tel　: 054-340-1800

E-mail : tsunagukai@maoi-i.jp

４　申請の手続

　　詳細は、「３　受付窓口・問合せ先」の団体のホームページに掲載します。

　　（同時提供資料のQRコードからもホームページにアクセスできます。）

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/recycle/1040876/1017770.html

参加者募集告知　　・　　催事等の当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　　調査結果等の公表

mailto:hai@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:kasenk_shizuoka@yahoo.co.jp
mailto:tsunagukai@maoi-i.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/recycle/1040876/1017770.html


提 供 日 2025/04/21

タイトル 令和５年の住宅の耐震化率

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局建築安全推進課

連 絡 先 建築耐震班

TEL 054-221-3076

令和５年の住宅の耐震化率について

１　要　旨
　令和５年住宅・土地統計調査（令和５年10月総務省調査）をもとに算出した令和５年の本県の住宅の耐震化率は、平成30年の
89.3％から3.5ポイント上昇し92.8％になった。

２　概　要
　令和５年の「耐震性なし」の住宅は、平成30年の約15.2万戸から約10.5万戸に減少した。

住宅の耐震化率 平成30年 令和５年
静岡県 ８９.３％ ９２.８％
全　国 約８７％ 約９０％



提 供 日 2025/04/21

タイトル 木造住宅耐震化プロジェクト「ＴＯＵＫＡＩ－
０」の令和６年度実績

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局建築安全推進課

連 絡 先 建築耐震班

TEL 054-221-3076

１　要　旨
　静岡県耐震改修促進計画（第３期・令和３年度～７年度）に基づき、市町と連携し、木造住宅の耐震化を推進している。
令和６年度の木造住宅の耐震診断助成実績は5,079件、耐震補強助成実績は1,115件で、耐震補強助成における事業開始（平成14年
度）からの実績累計は27,631件となった。

２　過去５か年のプロジェクト「ＴＯＵＫＡＩ－０」の実績　　　　（単位：件）

事業名 R2 R3 R4 R5 R6 対前年度
増減比

実績
累計

耐震診断助成事業
（H13～）

1,603 1,707 2,497 3,107 5,079 63.5％ 98,467

耐震補強助成事業
（H14～）

730 574 640 698 1,115 59.7％ 27,631

木

造

住

宅 建替・除却助成事業
（H18～）

122 160 133 129 129 ±0％ 988

３　令和６年度の分析
(1) 耐震診断助成事業は、事業の総仕上げとして周知啓発を強化した効果及び令和６年能登半島地震の被害による防災意識の向上
等により前年度から63.5％の増となり、平成17年度以来19年ぶりに５千件を超えた。
　　耐震補強助成事業も耐震診断と同様の要因により、前年度から59.7％の増となり、平成30年度以来６年ぶりに１千件を超え
た。
(2) 建替・除却助成事業は、耐震化が必要な木造住宅の築年数が既に40年以上を経過していることから、耐震補強よりも建替えや
除却を選択する方も増加しており、平成30年度に初めて100件を超え、以降ほぼ120件から160件の間で推移している。



提 供 日 2025/04/21

タイトル 令和７年度行政経営研究会を開催

担　　当 総務部 市町行財政課

連 絡 先 行政班　吉田

TEL 054-221-3184

新たな市町課題に機動的に対応！

令和７年度　行政経営研究会を開催

市町とともに政策課題を検討する行政経営研究会を下記のとおり開催します。

　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　日　時

　　令和７年４月25日（金）午後２時から３時まで（予定）

２　会　場

　　ウェブ会議（県庁所属の出席者は、県庁別館７階第３会議室）

３　出席者

　　　　県　　　総務部次長、総務部参事（地域振興担当）、各地域局長　他

　　　　市町　　各市町総務又は企画担当部長　他

４　内　容

　（１）各テーマの令和６年度活動報告及び令和７年度研究事項
　　　　（ファシリティマネジメントの推進、ＩＣＴ利活用、公民連携・協働　等）

　（２）意見交換

　【参考】行政経営研究会

県・市町が共通して抱える行政課題の解決に向けて、県と市町が連携して取り組む実践的な組織として平成26年に設置。
情報システムの標準化や公民連携の推進など、県全体の行政運営の課題に対し、引き続き対応していくとともに、市町や
県部局からの提案を踏まえ、様々な課題の解消に向けて取り組んでいる。

　　（主な成果）

　　　・県富士総合庁舎の一部を富士市へ貸付
　　　・県内市町における自治体クラウドの導入



提 供 日 2025/04/21

タイトル 【変更】駐日韓国大使が知事を表敬訪問します。

担　　当 企画部 地域外交課

連 絡 先 海外交流班

TEL 054-221-3066

　　駐⽇本国⼤韓⺠国特命全権⼤使が知事を表敬訪問します︕
取材対応が変更になりました。詳しくは本文ＰＤＦをご覧下さい。（４月２１日１４時変更）

（要 旨）

⽇韓国交正常化60周年となる節⽬の年に朴喆熙（パク・チョルヒ）駐⽇韓国⼤使が静岡県を訪問し、知事を表敬しま
す。

（概 要）

１　⽇　時　令和７年４⽉24⽇（⽊）10時〜10時20分（20分間）

　　　※表敬は⾮公開で⾏います。冒頭挨拶のみ（５分程度）取材可能です。

２　場　所　県庁　東館５階特別会議室　

３　訪問者　朴喆熙（パク・チョルヒ）駐⽇本国⼤韓⺠国特命全権⼤使　ほか

　４　その他　言語は⽇本語

＜参考＞駐⽇韓国⼤使　略歴

　1963年⽣まれ

1998年〜1999年　コロンビア⼤学東アジア研究所博⼠後研究員

1999年〜2002年　政策研究⼤学院⼤学(⽇本)準教授

2002年〜2004年　外交安保研究院アジア太平洋研究部准教授

2004年〜2023年　ソウル⼤学国際⼤学院准教授・副教授・教授

2012年〜2016年　ソウル⼤学⽇本研究所⻑

2016年〜2018年　ソウル⼤学国際⼤学院⻑

2017年〜2017年　現代⽇本学会会⻑

2019年〜2023年　ソウル⼤学国際⼤学研究所⻑

2023年〜2024年　外交部国⽴外交院⻑

2024年８⽉〜　　駐⽇本国⼤韓⺠国特命全権⼤使

　　　　　　　　　＊⼤使就任後、初の静岡県知事表敬



提 供 日 2025/04/22

タイトル 地元の特産品を販売する「邑(むら)マルシェ」開
催！in トヨタカローラ静岡(株)　富士店

担　　当 経済産業部 富士農林事務所農村計画課　櫻井

連 絡 先 農村計画班

TEL 0545-65-2201

【ふじのくに美しく品格のある邑（むら）づくり】
地元の特産品を販売する「邑(むら)マルシェ」開催！

in トヨタカローラ静岡(株)　富士店

１　要旨
　県と35市町で構成する「ふじのくに美しく品格のある邑づくり連合」は、しずおか農山村サ
ポーター「むらサポ」の企業会員である「トヨタカローラ静岡(株)」と連携して、邑(むら)マル
シェを開催します。
　店舗を農産物や加工品の販売スペースとして提供することで県内農山村を支援したいという企
業様の御厚意によって実施するもので、今回は、トヨタカローラ静岡（株）富士店を会場に東部地域の
特産品を販売します。

２　概要
開催場所 トヨタカローラ静岡(株)　富士店（富士市津田231-1）
開催日時 令和７年４月27日（日）10：00～15：00（売り切れ次第終了）

【富士宮市】
＜南条の里＞
・ふもとも農園：熟成石焼き芋、オーガニックほうじ茶等

出店邑等 【富士宮市】
＜五感で癒される湧水の里 いのかしら＞
・朝霧高原あおぞらピッツァ：薪窯焼きナポリピッツァ

問合せ先 富士農林事務所　農村計画課　0545-65-2201

当日：トヨタカローラ静岡(株)　富士店　0545-51-1141



提 供 日 2025/04/22

タイトル （募集中）ＣｈａＯＩ補助金による静岡茶の需要
創出に向けた取組

担　　当 経済産業部 農業局お茶振興課

連 絡 先 お茶振興班

TEL 054-221-2674

１　要旨
県では、生産者や茶商、観光業者、大学・研究機関などの異業種連携による茶業のオープンイノベーション「ＣｈａＯＩプロ

ジェクト」に取り組んでいます。
当プロジェクトでは静岡茶の需要創出に向けた新商品開発や販路拡大などの取組に対する支援を実施しております。
令和７年度ＣｈａＯＩ補助事業については４月１日から募集中でございますので、皆様のご応募をお待ちしております。

□Ｒ７ＣｈａＯＩ補助事業実施メニューの概要

支援メニュー 1 新商品開発支援事業 2 販路開拓支援事業 3 複合作物のスタートアップ支
援事業

事業実施主体
ChaOIフォーラム会員２者以上によるコンソーシアム
（ただし、県内の茶業者が１者以上含まれること）

ChaOIフォーラム会員である
県内の茶業者

取　組　例

・マーケット、嗜好調査
・成分分析、新商品試作
・パッケージデザイン
・新商品開発に必要な試験
研究

・茶をテーマとした観光商品
の開発
・飲食業と連携した試飲等
の実施
・ECサイトの構築等
・Webコンテンツの制作

茶園跡地で茶以外の複合
作物の導入に必要な以下の
取組
・土壌改良資材の購入
・種苗や肥料の購入
・栽培研修会等の開催

　補　助　率
（補助金上限額）

 ○商品開発：1/2以内
（ 500万円）

○研究開発：2/3以内
（1,000万円）

1/2以内
（300万円）

1/2以内
（150万円）

支援メニュー 4 ドリンク需要に応じた生産構造の転換支
援事業

5 高付加価値茶生産への転換支援事業

事業実施主体 ChaOIフォーラム会員２者以上によるコンソーシアム
（ただし、事業実施者は県内の茶業者に限る）

取　組　例

ドリンク原料茶向け生産体制への転換に要す
る次に掲げる施設、機械整備及び認証取得に
要する経費

(1) 省力茶園管理機械施設
(2) 茶改植関連機械施設
(3) 茶工場稼働率向上施設
(4) 茶工場衛生対応等改修改良工事
(5) 広域生葉集出荷施設
(6) 集荷体制構築対策費
(7) 環境負荷低減のための茶園管理機械、茶
製造機械施設
(8) 転換に要する認証取得の経費

生産体制の転換に要する次に掲げる施設
及び機械を整備する経費

(1) 被覆栽培の管理機械施設
(2) 新しい需要に対応するための茶製造機
械施設
(3) 高付加価値化を図るために必要な管理
機械施設

補　助　率
（補助金上限額） 1/3以内　（750万円）

□公募期間
区分 開始 中間締切 締切 備考

支援メニュー 令和７年 令和７年 令和７年

1、2、3 ４月１日(火) ４月８日(火) ５月９日(金)

中間締切に申請できる事業は、季節性が重
要視され早期の事業着手が必要な事業に
限る。

支援メニュー 令和７年 令和７年
4、5 ５月12日(月) 　 ６月30日(月) 　

□問い合わせ先及び申込方法等
　公募事業の内容や申込方法等については、以下の窓口にお問い合わせください。
　・ＣｈａＯＩフォーラム事務局　ＴＥＬ０５４８－２８－６６８８
　・県お茶振興課　　　　　　　　ＴＥＬ０５４－２２１－２６７４
　
（参考）　
○ ＣｈａＯＩプロジェクト（チャオープンイノベーションプロジェクト）
　 異業種が持つ技術やノウハウを組み合わせた革新的な商品や新しい利用方法の開
発を促進することにより、静岡茶の新たな価値の創造と需要の創出を図るプロジェクト

○ ＣｈａＯＩフォーラム
　 官民の総力を結集して本県茶業を再生するため、生産者、茶商、加工業者、飲
料・食品・機械メーカーや大学・研究機関、関係団体などで構成されるプラットフォーム



提 供 日 2025/04/22

タイトル 熱中症警戒アラート・熱中症特別警戒アラートが
４月23日から運用開始されます！

担　　当 健康福祉部 健康局健康増進課

連 絡 先 健康増進班

TEL 054-221-2433

熱中症警戒アラート・熱中症特別警戒アラートが

４月23日から運用開始されます！

１　概要
　近年、熱中症による死亡者数・救急搬送者数が増加し熱中症に対する脅威が高まる状況が続いています。
　令和６年度の静岡県における熱中症救急搬送者数は2,527人、熱中症警戒アラートの発表回数は44回でした。
　　熱中症警戒アラート・熱中症特別警戒アラートが発表された際には、県は市町と連携し、同報無線やSNS等を通じて、県民へ
熱中症予防行動を呼びかけるなど、熱中症の発生を未然に防ぐための啓発に取り組みます。

２　熱中症予防啓発ポスターの配布
　大塚製薬株式会社との包括連携協定に基づき、啓発ポスターを作成し、約3,000枚を、県内各施設に配付し、ポスターによる熱
中症予防啓発を行います。
（配布先：35市町、保育所、幼稚園、認定こども園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校、大学、健康サポート薬局、関係
団体など）

３　熱中症警戒アラート及び熱中症特別警戒アラートの運用開始
　令和７年４月23日（水）から熱中症警戒アラート及び熱中症特別警戒アラートの運用が開始されます。（運用終了は令和７年
10月22日（水）予定）
　熱中症警戒アラートや熱中症特別警戒アラートが発表された際は、市町と連携し、同報無線やSNS等を通じて、県民へ熱中症予
防行動を呼びかけます。

※熱中症警戒アラート（令和３年度より運用開始）
・県内観測地点の いずれかの暑さ指数情報提供地点における、日最高暑さ指数（WBGT)が33に達すると予測される場合に発表され
る情報
・予測対象日の前日１７時頃または当日５時頃に発表
・気温が著しく高くなることにより熱中症による人の健康に係る被害が生ずるおそれがある場合に、熱中症の危険性に対する気づ
きを促す
・令和６年度は、７月４日に初のアラートが発表され、９月21日までに計44回発表されている
・なお、令和３年度は７回、令和４年度は７回、令和５年度は29回発表されている

※熱中症特別警戒アラート（令和６年度より運用開始）
・県内観測地点の すべての暑さ指数情報提供地点における、翌日の日最高暑さ指数（WBGT)が35に達すると予測される場合に発表
される情報
・予測対象日の前日午後２時頃発表
・気温が特に著しく高くなることにより熱中症による人の健康に係る重大な被害が生ずるおそれがある場合に、すべての人が、自
助による個人の予防行動の実践に加えて、共助や公助により、予防行動の支援を行う
・令和６年度の発表はない

【補足】
・暑さ指数（ＷＢＧＴ：Wet Bulb Globe Tempereature）：気温、湿度、日射量などから推定する熱中症予防の指数
・県内観測地点：県内は、井川、御殿場、富士、三島、佐久間、川根本町、清水、網代、静岡、天竜、浜松、菊川牧之原、松崎、



稲取、磐田、御前崎、石廊崎の17地点

【参考】
１熱中症警戒アラート、熱中症特別警戒アラートの発表状況を確認
・環境省HP「熱中症特別警戒情報（熱中症特別警戒アラート）・熱中症警戒情報（熱中症警戒アラート）発表状況」
（https://www.wbgt.env.go.jp/）
２熱中症警戒アラート、熱中症特別警戒アラートの発表情報を取得
・環境省HP「熱中症警戒アラート等のメール配信サービス（無料）」
（https://www.wbgt.env.go.jp/alert_mail_service.php）
・環境省HP「LINEアプリを活用した熱中症特別警戒アラート・熱中症警戒アラート・暑さ指数の情報配信」
（https://www.wbgt.env.go.jp/line_notification .php）

３静岡県からの情報提供
・静岡県HP「熱中症に気をつけて！」
（https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi /kenkozukuri/kenkodukuritorikumi /1044800/1024493 .html)

暑さ指数について（環境省説明会資料から抜粋）

https://www.wbgt.env.go.jp/
https://www.wbgt.env.go.jp/alert_mail_service.php
https://www.wbgt.env.go.jp/line_notification.php
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/kenkozukuri/kenkodukuritorikumi/1044800/1024493.html


提 供 日 2025/04/22

タイトル 令和７年度静岡県障害を理由とする差別を解消す
るための取組に関する表彰（知事褒賞）の表彰候
補を募集しています

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 障害者政策班

TEL 054-221-3599

令和７年度静岡県障害を理由とする差別を解消するための取組
に関する表彰（知事褒賞）の表彰候補を募集しています！

　
　静岡県では、「静岡県障害を理由とする差別の解消の推進に関する条例」に基づき、条例の趣旨に沿った取組に対する表彰（知
事褒賞）の候補者を募集しています。なお、応募のあった取組については、選考委員会による審査を経て、秋頃に開催予定の「障
害を理由とする差別解消推進県民会議」（以下「県民会議」という。）において表彰式及び事例発表を行う予定です。

１　表彰の対象、基準等
　障害のある人及びその障害に対する理解を深めることにより、障害を理由とする差別を解消するための以下のいずれかの取組に
関し、特に顕著な功績が認められる県民、事業者及び団体
(1) 障害のある人及びその障害に対する県民の理解を深める取組
(2) 障害のある人とない人の交流の機会を拡大及び充実するための取組
(3) 障害のある人の意思疎通を支援する取組
(4) 障害のある人の安全かつ快適な行動を支援する取組
(5) その他障害を理由とする差別を解消するための取組
　＜取組例＞
　・ 障害に対する理解を深めるための研修会やシンポジウムの開催
　・ 障害のある人とない人が一緒に参加するイベント（スポーツ大会など）の開催
　・ 障害のある人が創作した芸術作品の発表機会の提供、旅行や宿泊などの観光の
　　 サポートなど、障害のある人の社会参加を促進する取組
　・ 障害のある人に配慮した施設(設備)の整備に対する取組
　・ 障害のある人への配慮のための社員研修の実施

２　応募手続き
(1) 応募手続き
　・自薦、他薦いずれも可とする。
　・他薦は「県民会議」を構成する団体または事業者による推薦のみとする。
(2) 応募書類
　・推薦調書（指定様式）　
　・取組内容が分かる資料（任意様式）
　・定款又はこれに準ずる規約等
(3) 提出先(郵送、持参又はメールにより応募書類を提出)
　　静岡県健康福祉部　障害者政策課　障害者政策班
　　〒420－8601　静岡市葵区追手町９番６号（県庁西館２階）
　　E-mail：shougai-seisaku@pref.shizuoka.lg.jp
(4) 提出期限
　　令和７年５月21日（水）必着

３　推薦書、応募用紙の入手方法
　・静岡県のホームページからダウンロードできます。
http://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shogaifukushi/kyoseishakai/1002995/1023614.html

mailto:shougai-seisaku@pref.shizuoka.lg.jp
http://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shogaifukushi/kyoseishakai/1002995/1023614.html


提 供 日 2025/04/22

タイトル 終戦８０周年 平和祈念式典を開催します

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局地域福祉課

連 絡 先 援護恩給班

TEL 054-221-2318

～終戦80周年 平和祈念式典を開催します～

令和７年（2025年）は、終戦80周年という大きな節目の年です。

戦没された方々や御遺族の皆様の平和への願いや長きにわたる御労苦を思い、戦争の悲惨さや平和の尊さを後世に伝える「終戦
80周年 平和祈念式典」を開催します。

日　時：令和７年４月25日（金）　午後１時～午後２時50分

場　所：静岡県コンベンションアーツセンター　グランシップ　中ホール「大地」

主　催：公益財団法人静霊奉賛会、静岡県

参加者：静岡県知事、静岡県議会議長、国会議員、県議会議員、市町長、関係団体

　　　　戦没者遺族、戦災死者遺族

《内容》終戦80周年 平和祈念式典

（1）記念講演　平和の語り部による講話（午後１時～午後１時50分）

短歌に託す「母の戦争」 長泉町在住遺族1.

ひとり二役で頑張った母 藤枝市在住遺族2.

戦後80年　父への思い 掛川市在住遺族3.

戦中・戦後に体験したこと 御殿場市在住遺族4.

（2）静岡県戦没戦災死者春季追悼式（午後２時～午後２時50分）

開式1.

国歌斉唱2.

黙祷3.

公益財団法人静霊奉賛会名誉会長（知事）式辞　4.

追悼の辞5.

献花拝礼6.

謝辞（静岡県遺族会長）7.

閉式8.

《その他》

　式典終了後、午後３時10分から午後４時30分まで、同ホール内にて、令和７年度静岡県戦没戦災死者春季慰霊法要（主催：静
岡県仏教会、一般財団法人静岡県遺族会、静岡県戦災遺族会）が行われます。

《問い合わせ先》

　終戦80周年平和祈念式典：公益財団法人静霊奉賛会　TEL054-293-9700

　戦没戦災死者春季慰霊法要：一般財団法人静岡県遺族会　TEL054-261-7796



提 供 日 2025/04/23

タイトル 御前崎港視察会　参加者募集

担　　当 交通基盤部 港湾局港湾振興課

連 絡 先 ポートマーケティング推進班

TEL 054-221-3779

令和７年度「御前崎港視察会」参加者を募集中です
　
　御前崎港ポートセールス実行委員会（委員長：静岡県知事）では、御前崎港の一層の
利用促進と物流への理解を深めていただくことを目的として、「御前崎港視察会」を
開催します。
　現在、御前崎港の利用を検討している荷主企業様等を対象に参加者を募集中です。
　　　
　　　　

１　開催日時
　　令和７年５月２７日(火)　10時45分～14時45分　

２　会場
　(１)視察会：御前崎港内各所
　(２)説明会：佐倉地区センター （御前崎市佐倉3617-1）

３　募集人数
　　150名程度（御前崎港の利用を検討されている又は利用中の荷主・企業等担当者様）

４　内容
（1）視察会
　バスで御前崎港国際コンテナターミナルを中心に港内を視察します。
　※天候等の状況により、内容を変更する場合があります。

（2）説明会
　　・御前崎港の紹介
　　・コンテナ航路等利用助成
　　・御前崎港の通関業務
　　・定期航路サービス紹介

５　申込方法・申込先
　　 ５ 月 ８ 日 （ 木 ） までに 専用 サイトよりお 申込 みください 。
　　https://omaezakiportsales.com/

６　その他
　・参加費は無料です。
　・会場に駐車場のご用意があります。また、浜松駅・掛川駅からシャトルバスもあります。
　・ 御前崎港 の 利用 を 検討 されている 方 （ 又 は 利用中 ） 以外 の 方 の 申込 はご 遠慮 ください 。
　・本視察会への取材を希望される際は、取材希望日の前日までに御前崎港ポートセール
　　ス実行委員会（TEL：0548-63-2567）へお電話でご連絡ください。

７　本件に関するお問い合わせ
　　御前崎港ポートセールス実行委員会事務局（御前崎港管理事務所内）
　　　メール：omaezakiport@po.across.or.jp　　FAX：0548-63-2173
　　　TEL：0548-63-2567（担当：原田、中島）（平日 9時～17時）

【参考】昨年度開催時の風景
   　

　 　 

 　　 

https://omaezakiportsales.com/
mailto:omaezakiport@po.across.or.jp


提 供 日 2025/04/23

タイトル 第２回道路陥没防止に関する連絡会議の開催

担　　当 交通基盤部 道路局道路保全課

連 絡 先 維持舗装班

TEL 054-221-2752

第２回道路陥没防止に関する連絡会議の開催について　

　埼玉県八潮市や富士宮市で発生した道路陥没を受けて設置した「道路陥没防止に関する連絡会議」の第２回会議を開催します。

１　日　　時
　　令和７年４月２８日（月）　午前10時から午前11時30分（予定）

２　場　　所
　　県庁別館７階第４会議室Ａ（静岡市葵区追手町９番６号）
　　
３　議　　事
　　（１）報告事項：点検・調査結果
　　（２）情報共有
　　（３）意見交換

４　連絡会議構成員
　　くらし・環境部　環境ふれあい課長
　　くらし・環境部　水資源課長
　　経済産業部　　　農地整備課長
　　経済産業部　　　森林整備課長
　　交通基盤部　　　建設政策課長
　　交通基盤部　　　道路保全課長（会長）
　　交通基盤部　　　河川海岸整備課長
　　交通基盤部　　　港湾整備課長
　　交通基盤部　　　漁港整備課長　　
　　交通基盤部　　　生活排水課長　　
　　企業局　　　　　水道企画課長
　　企画部　　　　　デジタル戦略課長（オブザーバー）

５　取材について
　・本会議は公開で行います。
　・取材を希望される方は開催時刻の５分前までに会場の受付にお越しください。
　・受付後は、事務局の指示により着席してください。

６　問合せ先
　　静岡県交通基盤部道路局　道路保全課
　　電　話：054-221-2752、3023



提 供 日 2025/04/23

タイトル 「静岡県米国関税対策連絡会議」の開催

担　　当 経済産業部 政策管理局産業政策課

連 絡 先 産業成長戦略推進班

TEL 054-221-2634

「静岡県米国関税対策連絡会議」を開催します。

米国の関税措置による県内経済への影響の把握・共有を図り、今後直面する課題への対策につなげるため、「静岡県米国関税対策連絡会
議」を開催します。

１　日時
　　　令和７年４月２５日（金）　１０時００分から１１時３０分

２　場所
静岡県庁別館９階　特別第１会議室

３　出席予定者
　　　平木副知事、国・経済界・金融界・産業支援機関の代表者等

４　内容
　　・県からの報告
　　・関東経済産業局からの報告
　　・関係機関からの状況説明

【参考】構成機関　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
項　目 構成機関

国
（３機関）

経済産業省関東経済産業局、財務省東海財務局静岡財務事務所、
厚生労働省静岡労働局

経済界
（５団体）

一般社団法人静岡県経営者協会、
一般社団法人静岡県商工会議所連合会、静岡県商工会連合会、
静岡県中小企業団体中央会、静岡県農業協同組合中央会

金融界
（４団体）

静岡県信用保証協会、日本銀行静岡支店、
日本政策金融公庫静岡支店、商工中金静岡支店

産業支援
機関

（５団体）

公益財団法人静岡県産業振興財団、
公益財団法人浜松地域イノベーション推進機構、
公益社団法人静岡県国際経済振興会、
独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）静岡貿易情報センター、独
立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）浜松貿易情報センター

　



提 供 日 2025/04/23

タイトル 第173回ふじのくに防災学講座を開催します。

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 静岡県地震防災センター

TEL 054-251-7101

　                       第173回ふじのくに防災学講座

　      　「スフィア基準」について詳しくお伝えします

静岡県では、「しずおか防災コンソーシアム」と連携し、「ふじのくに防災学講座」を開催しています。第173回の講座を下記のとおり開催しま
す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　日　時
　 令和７年５月17日（土）午前10時30分から正午まで

２　場　所
 　静岡県地震防災センター（静岡市葵区駒形通５-９-１）

３　 テーマ
　 災害の影響を受けた人びとと地域に活かす災害支援の国際基準

４　講　師
 　岡山大学大学院 ヘルスシステム統合科学研究科 看護科学分野 教授  原田 奈穂子 氏
　(岡山大学 医学部保健学科　看護学専攻 基礎看護学領域 兼任担当教授）

５　講演概要　　
　石破首相が就任演説で言及して防災業界を賑わせている「スフィア基準」。無料でダウンロードができるけど、いざ開いてみたら400ページも
あってくじけた方も多いのではないでしょうか。スフィア基準は、支援をする人も、支援を受ける人も知っていて損はない基準です。なぜなら
ば、いつ首都直下地震、南海トラフ地震、富士山噴火が起きるか分からない日本で、ご自身と大切な人を守ることができるツールだからです。
とっつきにくい「スフィア基準」を、第4版の日本語訳責任者が分かりやすくお伝えします。　　

６　その他
　・対　 象　   どなたでも
　・受講料　   無料
　・開催方法  会場受講およびZoom配信

7　問合せ先
　　静岡県地震防災センター
　　　電話：０５４-２５１-７１００
　　　メール：bousaigaku@amail.plala.or.jp
　　
　　　詳細は静岡県地震防災センターＨＰをご覧ください。
　　　ＨＰはこちら↓　
　　　https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/bosaicenter/1043918/1047449/1071629.html

(過去の開催の様子)

　　

mailto:bousaigaku@amail.plala.or.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/bosaicenter/1043918/1047449/1071629.html


提 供 日 2025/04/23

タイトル 静岡県第３回公募公債（３年）の発行

担　　当 財務部 財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2033

・市場公募債のうち、シンジケート団（シ団）方式による定例発行とは別に、
　主幹事方式により発行する３年債の発行条件を決定しました。

  ・本日午後、格付投資情報センター（R&I）からAA+、ムーディーズからA1の個別
　　債務格付けが付与される予定です。

銘柄名 静岡県第３回公募公債（３年）

発行額 ３００億円

表面利率 ０．８４９％

発行額
（100円につき）

１００円００銭

応募者利回り ０．８４９％

払込（発行）日 令和７年４月２３日（水）

償還方法
（最終償還日）

３年満期一括償還
（令和１０年３月１７日（金））

引受会社
　　　　　　　　野村證券株式会社　　　　　３４％
　　　　　　　　大和証券株式会社　　　　　３３％
　　　　　　　　ＳＭＢＣ日興証券株式会社　３３％



提 供 日 2025/04/23

タイトル 【当日取材希望】スルガ銀行と遺贈協定を締結し
ます！

担　　当 財務部 総務課

連 絡 先 総務班

TEL 054-221-2046

【当日取材希望】スルガ銀行と遺贈に関する協定を締結します！

１　概要
　県では、遺言によって遺産の一部又は全額を自治体等へ寄附する遺贈希望者へのサポート体制を強化するため、スルガ銀行と遺
贈に関する協定を締結します。
　県としての協定締結は、令和７年３月に締結した静岡銀行に次いで、２例目となります。
　寄附金の使い道については、ふじのくに応援寄附金（ふるさと納税）の募集プロジェクト等からお選びいただけます。

２　協定締結式
　(1)日時
　 　令和７年４月28日（月）午後２時30分から午後２時45分まで

　(2)会場
 　　静岡県庁東館２階　県民サービスセンター　しずおか情報ステージ

　(3)出席者
 　　静岡県財務部長　山田　勝彦
 　　スルガ銀行　静岡支店長　法月 一亮　氏

３　問い合わせ先
　　静岡県財務部総務課総務班
　　電話：054－221－2046



提 供 日 2025/04/24

タイトル 県の事務の誤り（開示決定を行った公文書の誤送
付）について

担　　当 交通基盤部 建設経済局公共用地課

連 絡 先 用地班

TEL 054-221-3048

（要旨）
　公共用地課から公文書開示請求者に対し、請求のあった「静岡県土木事業用地事務取扱要領」（以下「取扱要領」という。）を
送付したところ、誤って、担当職員によるメモの記載等がある取扱要領を送付していたことが判明した。

（概要）
１　経緯
　・４月４日（金）公文書開示請求を行った請求者あて文書を郵送
　・４月８日（火）請求者からの指摘により、誤送付の事実が判明

２　取扱要領について
　・用地事務に関する本県の基本的なルールを定めたもの
　・通常、関係者以外非公開としているが、正式な手続きがあれば全部開示が可能

３　誤送付文書について
　・担当職員が、手持ちで使用していた取扱要領
　　取扱要領にマーカーの着色、請求者の名字等を入力したもの
※個人名の記載があった誤送付文書は、組織的に保有していた公文書ではなく、また、請求者は第三者ではないこと等から、本事
案は、個人情報漏えいには当たらない
　　
４　発生の原因
　・担当職員が1人で作業を行い複数人によるチェックが行われていなかったこと
　　
５　対応
　・４月９日（水）誤送付について請求者に電話で謝罪
　・４月11日（金）請求者あてに本来送付すべき正しい文書を郵送
　
６　再発防止策
　・公文書開示請求に関するチェックリストを作成し、課内で共有
　・文書等の送付の際における、複数の職員によるチェックの徹底
　・課ミーティングにおいて、本件発生の経緯及び再発防止策の内容を周知



提 供 日 2025/04/24

タイトル 浜名湖うなぎの新ブランド「でしこ」の立上げに
係る知事への表敬報告

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 食の魅力創造班

TEL 054-221-3713

　浜名湖うなぎの新ブランド「でしこ」の立上げに係る

　知事への表敬報告

１　要旨

　かつては400軒以上あった浜名湖うなぎの養鰻業者が、現在は約30軒にまで減少している中、うなぎ養殖発祥の地として、伝統
を進化させた新しい浜名湖うなぎブランド「でしこ」を立ち上げた「日本一美味しいうなぎをつくる」プロジェクトの取組を知事
に報告するために知事を表敬します。

　（「で」…伝統を守り、「し」…進化を続け、「こ」…幸福を届ける）

　また、本プロジェクトは、クラウドファンディングにより、支援者953名から、1,530万円の支援があった。

２　概要

（１）日　時　令和７年５月１日（木）午前10時30分から10時45分まで

（２）場　所　県庁東館５階　知事室

（３）来訪者　６名

　　　　浜名湖養魚漁業協同組合　組合長　　　外山昭廣　氏

　　　　　　同上　　　　　　　　専務理事　　徳増源登　氏

　　　　　　同上　　　　　　　　販売部長　　小川博之　氏

　　　　浜松パワーフード学会　　会長　　　　秋元健一　氏

　　　　株式会社filments　　　　代表取締役　深瀬泰宏　氏

　　　　Arrow株式会社　　 　　　代表取締役  鈴木裕矢　氏

（４）内容

　　・浜名湖うなぎの新ブランド「でしこ」の立上げ経緯や意義、応援状況を報告

      （クラウドファンディング支援総額1,530万円、支援者953名）

    ・「でしこ」の試食

　　・「でしこ」を活用した今後の地域活性化の取組を紹介



提 供 日 2025/04/24

タイトル ニラ？スイセン？有毒植物による食中毒に注意！

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

４月に入り、全国で有毒植物による食中毒が複数発生しています。有毒植物の中には、山菜や家庭菜園の作物と見た目がそっくりなものが
あり、油断し、間違えて食べてしまうと、食中毒が起こることがあります。

 全国 における 有毒植物 を 原因 とする

 食中毒患者 の 約半数 が ６０ 歳以上 です

 どっちがニラ ？ スイセン ？

正解は、左がニラ、右がスイセン
写真の出典：消費者庁ウェブサイト
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/release/pdf/160413kouhyou_1.pdf

まちがいなく食用だと判断できない植物は

「採らない！」「食べない！」
「売らない！」「人にあげない！」

体調が悪くなったら、すぐに医師の診察を

◇植えた覚えのない植物は食べない
◇鑑賞植物は有毒の場合も！　野菜と一緒に栽培しない
◇山菜も危険！　有毒植物が混じっていることがあります
◇何かを植えたら、家族にも伝えましょう

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/release/pdf/160413kouhyou_1.pdf


提 供 日 2025/04/24

タイトル 令和７年度全職員参集訓練の実施結果

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 対策班

TEL 054-221-2072

１　要　旨
　　新年度の人事異動等を踏まえ、県の災害対策本部の初動体制を確認するため、大規模地震が発生した場合を想定した県職員の参
集訓練を訓練日の予告なしに実施した（昭和56年度以降45回目、全職員を対象とした訓練は平成７年度以降30回目）。

　　今回の訓練では、30分以内の参集率は84.6％、60分以内の参集率は109.4％であった。県では、今回の訓練の結果を検証し参集
率の向上に努めていく。

２　概　要
　(1) 実施日時
　　　令和７年４月24日(木)午前６時45分～８時15分
　(2) 対象者
　　　県職員全員（7,320人）
　(3) 参集方法
　　　徒歩・自転車・バイクにより、各所属等へ参集
　(4) 主な訓練内容
　　ア　職員の参集（参集経路の確認）
　　イ　災害対策本部・方面本部の立上げ
　　ウ　ふじのくに防災情報共有システム（FUJISAN）等による情報共有
　　エ　本部員会議の開催

３　動員結果（確定値）
　　　　30分以内 　60分以内区分 要員指名数

A 参集目標人数
B(A*1/3)

参集人数
C

参集率
C/B

参集目標人数
D(A*1/2)

参集人数累計
E

参集率
E/D

県本部（指令
部）

412 137 147 107.3% 206 266 129.1%

方面本部（指令
部）

352 117 68 58.1% 176 152 86.4%

県計 764 254 215 84.6% 382 418 109.4%
※「要員指名数」Ａは、災害対応の長期化等を想定して指名した交替要員を含む人数
※「参集率」は、参集目標人数に対する参集人数の割合
※参集目標人数の考え方
　・「30分以内の参集目標人数」Ｂとして要員指名数Ａの1/3を設定
　・「60分以内の参集目標人数」Ｄは、交替要員を除いた実動要員数。要員指名数Ａの1/2を設定

４　参考：30分以内の動員結果の速報値及び確定値
30分以内（速報値） 30分以内（確定値）区分 要員指名

数
A

参集目標人数
B(A*1/3)

参集人数
C

参集率
C/B

参集人数
D

参集率
D/B

県本部（指令
部）

412 137 114 83.2% 147 107.3%

方面本部（指令
部）

352 117 66 56.4% 68 58.1%

県計 764 254 180 70.9% 215 84.6%
※速報値は、集約時点（７時25分）で受付が済んでいた参集人数で計算したものである。指令部要員の中には参集後、受付をせず業務に従
事した要員等もいたため、確定値とは差が生じた。



提 供 日 2025/04/24

タイトル 本県から５作品が入賞！　～令和７年全国広報コ
ンクール～

担　　当 総務部 広聴広報課

連 絡 先 企画報道班

TEL 054-221-2976

本県から５作品が入賞！　～令和７年全国広報コンクール～

　地方自治体等の広報活動の向上を目的とした、「全国広報コンクール（主催：日本広報協会）」について、 本県 では 全国 で ２ 番
 目 に 多 い ５ 市町 が 入賞し、 焼津市 の 作品 は 「 読売新聞社賞 」 を 受賞しました。
　今回選ばれた５作品は、５月７日（水）から「しずおか情報ステージ」で展示します。

○全国広報コンクールの審査概要

部門
全国
の応
募数

本県
の応
募数

本県の受賞作品
受賞名

団体名

都道府県・政
令指定都市部 47 ３ なし なし

市部 65 １
広報おまえざき（11月号)
＜入選＞ 御前崎市

広
報
紙

町村部 28 １ なし なし

一枚写真部 60 １
広報ごてんば表紙(２月５日号)
＜入選３席＞ 御殿場市

広
報
写
真 組み写真部 34 １ なし なし

映
像 ― 46 １

広報大使をクビ！？ひかりんちょ
が大使継続をかけてミッションに
挑戦　
＜入選＞

吉田町

都道府県・政
令指定都市部 ６ １ なし

市部 71 １ 市公式ホームページ
 ＜ 読売新聞社賞 ＞

焼津市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 町村部 18 ２ なし

広
報
企
画

― 73 ４

～産民学官連携・協働によるシ
ビックプライドの醸成と関係人口
創出へのアプローチ～
「富士宮にときめくフェス」
＜入選＞

富士宮市

 計 448 16

（参考）
「全国広報コンクール」は昭和39年（1964年）から開催されている。
賞の種類は以下のとおり。
・内閣総理大臣賞（各部門の特選作品の中から１点を選定）
・総務大臣賞（各部門の特選作品を選定※内閣総理大臣賞受賞作品は除く）
・読売新聞社賞（各部門の入選作品から１点ずつ選定）
・ＢＳよしもと賞（部門を問わず入選作品の中から数団体を選定）
・日本広報協会会長賞（各部門の入選作品全て）

○県庁内での展示
項目 内容
期間 ５月７日（水）～16日（金）８時30分～17時00分
場所 しずおか情報ステージ（県庁東館２階県民サービスセンター内）

展示作品 ・「令和７年全国広報コンクール」の静岡県における入賞作品５点
・「令和６年度静岡県広報コンクール審査会」の入賞作品33点も展示

○問合せ先
　静岡県広報協会　： 054-254-6747
　静岡県広聴広報課： 054-221-2976

○その他
・全国広報コンクール及び受賞作品縦覧に関する取材は静岡県広報協会へ、受賞作品に関する取材は各市町へお願いします。
・全国広報コンクールの詳細な内容については、日本広報協会のホームページを御覧ください。

（https://www.koho.or.jp/contest/outline）

https://www.koho.or.jp/contest/outline


提 供 日 2025/04/25

タイトル 静岡県教育委員会と独立行政法人国際協力機構中
部センターの連携覚書締結式の開催

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 人権・教員育成班

TEL 054-221-3133

　
　 　 静岡県教育委員会と 独立行政法人国際協力機構中部セン タ ーの
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 連携覚書締結式の開催

　静岡県教育委員会と独立行政法人国際協力機構中部センターは、連携覚書を締結
するため、以下のとおり、締結式を開催します。

１　日時
　　令和７年４月30日（水）午後２時30分から３時まで

２　会場
　　県庁西館７階　県教育委員会教育長室（静岡市葵区追手町９番６号）

３　出席者（予定）
　［独立行政法人国際協力機構］
　　上町　透　　国際協力機構中部センター　所長
　　山本　剛　　国際協力機構中部センター市民参加協力課　課長
　　髙尾　千佳　静岡県国際協力推進員（JICA静岡デスク）
　　竹村　有希　静岡県国際協力推進員（JICA浜松デスク）
　［県教育委員会］
　　池上　重弘　教育長
　　前澤　綾子　教育部長
　　小野田　秀生　教育監
　　山下　英作　教育部理事
　　中山　雄二　教育部参事

４　連携覚書の概要
　(1) 目的
　　　連携覚書に基づく各取組を展開することにより、本県における国際協力を
　　推進するとともに、国際協力を通じて県内の外国につながりのある児童・生
　　徒等への指導・支援の充実を図り、もって国際教育・開発教育及び多文化共
　　生の推進に取り組む。
　(2) 連携事項
　　・JICA海外協力隊への現職教員の計画的な派遣、及びその派遣中並びに帰国
　　　後の県内における知見の還元促進　
　　・県内の外国につながりのある児童・生徒への支援におけるJICA海外協力隊
　　　経験者等の積極的な活用
　　・県教職員へのグローバルな知見・視点の提供
　　・県内の学校における国際理解教育の推進
　　・県内関係者とも連携した県内における国際理解及び多文化共生の促進

５　締結式の内容
　　・独立行政法人国際協力機構中部センター所長挨拶
　　・教育長挨拶
　　・連携覚書の締結（署名と手交）
　　・写真撮影
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡県教育委員会



提 供 日 2025/04/25

タイトル タクシー物価高騰緊急対策支援金の申請受付を開
始します

担　　当 交通基盤部 都市局地域交通課

連 絡 先 地域交通班

TEL 054-221-3194

タクシー物価高騰緊急対策支援金の申請受付を開始します

県は、地域公共交通の維持を図るため、タクシーの車両維持に係る費用を支援します。
なお、支援金交付受付は、令和７年６月24日（火）まで行います。

１　支援制度概要
対象者 支援対象経費 支援額

県内に営業所を有するタクシー事業者 令和７年4月1日において有効な車検証を備え
付けているタクシー車両（※）の維持に要する
費用

車両数×3万円

※福祉自動車を除く

２　申請受付期間
　令和7年4月25日（金）～令和7年6月24日（火）※消印有効

３　申請方法
　所定の必要書類をそろえ以下の申請先へ郵送
　※申請書類は下記ＵＲＬから入手できます。
　　http://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kotsunetwork/1029728.html

４　申請・問合せ先

区分 申請・問合せ先 申請先住所 電話（平日のみ）
静岡県タクシー協会員 商業組合静岡県タクシー協会 〒422－8004

静岡市駿河区国吉田2-4-26
054-261-1401
（9:00～17:00）

静岡県個人タクシー協会員 静岡県個人タクシー協会 〒420－0822
静岡市葵区宮前町106-4

054-261-6770
（9:00～17:00）

上記以外 静岡県地域交通課 〒420－8601
静岡市葵区追手町9-6 地域交通
課

054-221-3194
（9:00～17:00）

http://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kotsunetwork/1029728.html


提 供 日 2025/04/25

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（4/18～4/24）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第588報）
＜野生イノシシの豚熱検査結果（4/18～4/24）結果判明分＞

　

　静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の26頭で、豚熱ウイルスの感染事例はありませんでした。

平成30年９月以降、18,021頭（死亡389頭、捕獲17,632頭）の検査を実施し、620頭の陽性（死亡171頭、捕獲449頭）を確認して

います。



提 供 日 2025/04/25

タイトル 静岡茶統一ブランド総合プロデュースに係る企画
提案を募集します

担　　当 経済産業部 農業局お茶振興課

連 絡 先 お茶振興班

TEL 054-221-2674

静岡茶統一ブランド総合プロデュースに係る企画提案を募集します

　静岡茶を地域の一体感のあるブランドとして捉え、その魅力を世界に通用するブランドとして構築し、国内を含めた世界へ発信していくこと
が必要です。
　静岡茶の未来を切り拓くため、静岡茶統一ブランド総合プロデュース業務を委託するにあたり、企画提案を募集します。

１　内容
(1)業務の概要

　・静岡茶統一ブランド総合プロデュース
静岡茶リブランディング戦略（基本コンセプト）の策定
静岡茶リブランディング行動計画（輸出生産拠点・情報発信拠点・新商品開
発・マーケティング等）の策定　

(2)運営方法　委託(公募型企画提案により委託事業者を選定)
(3)契約金額の上限　6,600千円(税込み)
(4)実施期間　令和７年５月下旬(契約日)から令和８年３月27日まで

２　企画提案のスケジュール
　(1)募集期間　令和７年４月23日(水)午後３時～令和７年５月８日(木)午後5時
　(2)参加申込書、企画提案書等の提出期限　５月９日(金)正午まで
　(3)プレゼンテーション　５月13日(火)
　
３　応募書類の交付
　(1)交付期間：令和７年４月23日(水)午後3時～令和７年５月８日(木)午後5時

　(2)交付方法：静岡県お茶振興課ホームページからダウンロード又は「４」の問合せ先で入手

４　問合せ先

　〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号
　静岡県経済産業部農業局お茶振興課お茶振興班
　TEL：054(221)2674　FAX：054(221)2299
　E-mail：ocha-shinko@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:ocha-shinko@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/04/25

タイトル 世界初のハイブリッド品種を含むマーガレット類
４品種が品種登録されました

担　　当 経済産業部 農業局農業戦略課

連 絡 先 研究支援班

TEL 054-221-2734

１　概要
県農林技術研究所では、鉢物用マーガレット類の新品種育成に取り組んでいます。令和３年から４年に品種登録出願し、令和４年に出願

公表
*1
されていた４品種、‘レディフレア’、‘スイングレモネード’、‘スノーフレア’、‘ビジューマム　ローズクオーツ’について、令和７年４月に品

種登録されましたのでお知らせします。特に‘ビジューマム　ローズクオーツ’は、世界で初めてマーガレットとローダンセマムの交配に成功し
てできたハイブリッド品種になります。

静岡県のマーガレット類の品種登録はおよそ５年ぶりとなります。
*1
農林水産省が品種登録出願を受け付けた後、その内容を公表すること。育成者権はその時点から仮保護される。

マーガレット類は県東部の重要な農産物の一つで、県ではマーガレット類の品種開発を積極的に進めています。今回の登録により、本県
による品種登録数は42品種となり、全国で登録された品種数の約20％にあたります。

２　登録された新品種一覧
マーガレット 属間雑種

‘レディフレア’

桃色の丁字咲き。開花が
進むと中心部が盛り上が
り、ボリューム感がある。

‘スイングレモネード’

黄色の一重咲き。既存品
種より１ヶ月以上早く開花
する。

‘スノーフレア’

白色の丁字咲き。既存品
種より１ヶ月以上早く開花
する。

‘ビジューマム　ローズク
オーツ’

マーガレットとローダンセマ
ムの世界初のハイブリット
品種。マーガレットより冬の
寒さに強い。

３　新品種の生産と販売
　静岡県と生産の許諾契約を締結した産地への導入が進んでいます。マーガレットは８軒、ビジューマムは20軒の農家がこれら品種を生産
し、静岡県を始めとした東海地域や関東地域の市場に出荷されています。



提 供 日 2025/04/25

タイトル 経営革新計画の承認（令和７年３月分）

担　　当 経済産業部 商工業局経営支援課

連 絡 先 経営革新班

TEL 054-221-3164

静岡県は、令和７年３月の経営革新計画を109件承認しました。
承認企業の地域別内訳は、東部30件、中部43件、西部36件となっており、市町別で
は静岡市、浜松市が最多（同数）の19件となっています。
業種別の内訳は、製造業が最多で52件となっています。

１　令和７年３月の承認件数

区分 東部 中部 西部 計 令和６年度計
件数 30件 43件 36件 109件 378件

　

２　市町別内訳

　　 東部
区分 沼津市 富士市 三島市 裾野市 富士宮市
件数 ４件 ８件 ５件 ２件 １件

区分 御殿場市 伊豆の国市 下田市 小山町 長泉町
 件数 １件 １件 １件 １件 ２件

　　
区分 函南町 西伊豆町 松崎町
件数 ２件 １件 １件

　　　
　　 中部

区分 静岡市 焼津市 藤枝市 島田市 牧之原市
件数 19件 ６件 ８件 ３件 ２件

区分 吉田町 川根本町
件数 ４件 １件

　　　 　西部
区分 浜松市 磐田市 掛川市 湖西市 袋井市
件数 19件 ９件 １件 ３件 １件

区分 御前崎市 森町
件数 １件 ２件

３　業種別内訳

区分 製造業 建設業 情報通信業 運輸業 卸売・小売業
件数 52件 ９件 １件 ３件 19件
区分 飲食店・宿泊業 医療・福祉 教育学習支援 サービス業 その他
件数 ６件 １件 １件 13件 ４件

＜参考＞
◆「経営革新計画の承認」とは
　県は、中小企業者等による新規事業への取組で、相当程度の経営の向上が見込める計画について
承認します。承認企業は、制度融資や信用保証の別枠、補助金など主に資金調達に係る支援策が利
用できます。
　（ただし、利用する支援策ごとに個別審査が別途必要となります。）
◆具体的な経営革新の取組事例を紹介している経営革新事例集（Ｒ６版）は、県経営支援課のホー
ムページでご覧いただけます。
http://192.168.224.31/system/assets/projects/default_project/_page_/001/028/472/r6-zireisyu.pdf?_=1742953924

http://192.168.224.31/system/assets/projects/default_project/_page_/001/028/472/r6-zireisyu.pdf?_=1742953924


提 供 日 2025/04/25

タイトル 「ふじのくに新商品セレクション2025」出品商品
を募集します
～受賞商品の県内外への販路拡大を支援します!～

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 食の魅力創造班

TEL 054-221-3713

 「ふじのくに新商品セレクション2025」出品商品を募集します

～受賞商品の県内外への販路拡大を支援します!～
                                                                    

１　趣旨
　　県産農林水産物の魅力を活かした商品を県が表彰する「ふじのくに新商品セレクシ
　ョン2025」の出品商品を募集します。
　　受賞商品の県内外への販路拡大を支援し、皆様の新たなチャレンジを応援します。

２　主な出品条件
　・原材料に県産農林水産物を使用し、商品化後２年以内の加工品
　・県内に住所又は主たる事務所を有する者
　※食品以外の商品も対象

３　募集期間
　　令和７年４月25日（金）～６月24日（火）必着

４　応募方法
　　出品票に必要事項を記入の上、補足資料を添付し、
　　メール等により静岡県経済産業部マーケティング課に提出

５　開催要領・出品票
　　静岡県のホームページからダウンロードできます。（URLは以下のとおり）
　　https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/shokunomiyako/1025546.html

６　審査会
　　令和７年10月７日（火）予定

７　表彰
　　最高金賞１点、金賞10点程度 

８　主な受賞特典

項　目 内　容
販売機会
の提供

・静岡県商工会連合会の「商工会チャレンジショップ　アレモ
キッチン/コレモストア」等における、受賞商品の販売

商談機会
の提供

・「バイ・シズオカ　オンラインカタログ」でのオンライン商談
会
・県が主催するマッチング交流会における静岡大型店・スーパー
マーケット連絡会（事務局：静岡商工会議所）会員との商談

相談機会
の提供 ・販路開拓等に関する専門家等との相談

その他
・翌年度に開催される全国大会「優良ふるさと食品中央コンクー
ル」への推薦（最高金賞又は食品の最高位受賞商品）

９　問合せ先・提出先
　　静岡県経済産業部産業革新局マーケティング課
　　〒420-8601 静岡市葵区追手町9-6
　　電話054-221-3713、FAX 054-221-2698、E-mail：marke@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/shokunomiyako/1025546.html
mailto:marke@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/04/25

タイトル 障害のある人への合理的配慮の提供を促進するた
めの助成事業を募集します

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 障害者政策班

TEL 054-221-3599

　県では、平成29年度から企業や県民等による、障害のある人への合理的配慮の提供を促進する取組に対する助成の公募を行って
います。
　このたび、今年度の助成の公募を開始します。
（概要）
１　対象者
　　団体及び事業者であって、事業を的確に遂行できる能力が認められるもの

２　対象事業
ア　事業者を対象にして行う、合理的な配慮への理解を深めるための講演会又は研
  修会の開催に関する取組
イ　県民を対象にして行う、障害特性や場面に応じた合理的な配慮の提供方法への
　理解を深めるための講演会又は研修会の開催に関する取組
（対象外のもの）
・備品の購入が目的であるもの
・事業者、団体等の業務で、法律で定められているなど、実施する責務・義務があ
  ると認められるもの
・以前から実施している事業をそのまま継続する事業（拡充を伴う場合を除く）
・営利を目的とする事業　など
　
３　補助額等
　　20万円以内（講演会の講師への謝金・旅費、会場使用料等）

４　応募締切・応募方法等
　・令和７年５月23日（金）までに、郵送、持参又はメールにより必要書類を提出
    してください。（郵送の場合は必着）
　・公募要領及び様式等を、県障害者政策課ホームページで公開しています。
　　http://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shogaifukushi/kyoseishakai/1002995/1023613.html

５　その他
　　  応募締切後、県による審査を経て６月中旬に補助金交付決定を行う予定です。
　　  補助対象事業の着手は交付決定後が原則ですが、早急に実施したい事業がある場合
    は、下記担当まで御相談ください。
　
６　問い合わせ先・提出先
　  静岡県健康福祉部障害者政策課
　  〒420-8601　静岡市葵区追手町９－６　054-221-3599　FAX　054-221-3267
　  E-mail：shougai-seisaku@pref.shizuoka.lg.jp

【参考】昨年度に採択された主な事業例

事業概要

ヘルプマークの周知のために啓発グッズを作成し、イベントで配布

先駆的な合理的配慮の取組をしている企業の実例紹介や内閣府の取組に関する
講演など、合理的配慮理解促進のための講演会を開催

http://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shogaifukushi/kyoseishakai/1002995/1023613.html
mailto:shougai-seisaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/04/25

タイトル 生まれたばかりの赤ちゃんの病気を調べる「新生
児マススクリーニング検査」に２疾患の検査を追
加します

担　　当 健康福祉部 こども若者局こども未来課

連 絡 先 母子保健班

TEL 054-221-3309

１　概要
　　生まれたばかりの赤ちゃんが、先天性代謝異常症などの21種類の病気にかかっていないか採血で調べる「新生児マススクリーニング検査」について、
新たに２疾患（脊髄性筋萎縮症(ＳＭＡ）、重症複合免疫不全症(ＳＣＩＤ））の検査を追加します。検査は従来の検査で使用した検体を使用するため、赤
ちゃんへの負担はなく、追加の検査費用も不要です。

２　検査について
（１）対象者
　　　令和７年５月１日以降に県内医療機関で出生した新生児

（２）対象者の負担
　　　従来の21疾患の検査に用いている「ろ紙血」を活用するため、再度採血する必要はなく検査費用は無料です。

（３）検査の申込方法
　　　従来の21疾患の検査を実施している医療機関を通じて申込みができます。
　　　同意書の提出が必要なため、詳しくは出産した医療機関等にお尋ねください。

（４）留意事項
　　　この検査は、こども家庭庁が実施する「新生児マススクリーニング検査に関する実証事業」であるため、保護者の同意を得た上で、こども家庭庁へ
データ（検査数や陽性者数などの個人が特定されないデータのみ）を提供します。

３　問合せ先（出産した医療機関等の所在地ごとに担当が変わります）
　○静岡県健康福祉部こども若者局こども未来課（静岡市・浜松市を除く県内市町）

　電話番号：054-221-3309
 

　○静岡市こども未来局こども家庭福祉課
　電話番号：054-254-2111

　○浜松市健康福祉部健康増進課
　電話番号：053-453-6117

４　参考（２疾患の検査を追加する経緯）
　　こども家庭庁では、早期発見、早期治療により重篤な症状を防ぐことが期待できるＳＭＡ、ＳＣＩＤの検査の全国展開に向け「新生児マススクリーニ
ング検査に関する実証事業」を行っており、静岡県もこの実証事業に参画しました。

■脊髄性筋萎縮症（ＳＭＡ）
全身の筋力低下が進行し、治療しないと乳児期に亡くなることもある病気です。重症型の多くは乳児期に発症します。出生２万人あたり１人の割合でＳ

ＭＡをもつ赤ちゃんが生まれるとされています。https://www.sma-rt.org/sma.html

■重症複合免疫不全症（ＳＣＩＤ）
乳幼児期から感染症を繰り返し、治療しないと乳児期に亡くなることもある病気で、生まれつきの免疫不全症の中で最も重症な病気です。出生５万人あ

たり１人の割合でＳＣＩＤをもつ赤ちゃんが生まれるとされています。https://pid-nbs.jp/scid.html

５　静岡県ＨＰ
　　https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/kodomokosodate /boshihoken/1071940.html

https://www.sma-rt.org/sma.html
https://pid-nbs.jp/scid.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/kodomokosodate/boshihoken/1071940.html


提 供 日 2025/04/25

タイトル 山田大記　NPO法人ReFrame副代表(元ジュビロ磐田
選手)の知事表敬訪問

担　　当 健康福祉部 こども若者局こども政策課

連 絡 先

TEL 054-221-3263

１　要　旨
　　こどもの居場所づくりやこども食堂等の支援活動に取り組むNPO法人ReFrameの山田大記副代表が、知事を表敬訪問する。

２　日時、場所
　　令和７年５月１日（木）13時30分～13時50分（20分間）
　　　県庁　東館５階　知事室

３　訪問者（５名）
　　NPO法人ReFrame　山田大記　副代表（元ジュビロ磐田選手）
　　　　　　　　　　鈴木　聡　氏
　　　　　　　　　　鈴木尚巳　氏
　　　　　　　　　　山下智裕　氏（事務局）
　　　　　　　　　　吉田萌生　氏（事務局）

４　訪問趣旨
　　山田大記氏から、現役引退後のセカンドキャリアにおいて力を入れている生活困窮家庭の支援活動について、知事に紹介す
る。

５　参考
　・山田大記氏プロフィール
　　○生年月日　　1988年12月27日（36歳）
　　○出身地　　　浜松市
　　○身長／体重　174cm／67kg
　　○サッカー歴　藤枝東高校　　　　（2004年～2006年）
　　　　　　　　　明治大学　　　　　（2007年～2010年）
　　　　　　　　　ジュビロ磐田　　　（2011年～2014年）
　　　　　　　　　独カールスルーエSC（2014年～2017年）
　　　　　　　　　ジュビロ磐田　　　（2017年～2024年）
　　　　　　　　　※Ｊリーグ通算302試合出場、51得点
　　　　　　　　　※2013年日本代表招集
　　
　　○現役時代から個人的に生活困窮家庭の支援に取り組む。
　　　2022年９月に「一般社団法人ReFrame」の立ち上げに参画。その後2024年７
　　月に、活動を本格化させるため「NPO法人ReFrame」を設立。
　　　2024年現役引退。現在はNPO法人ReFrame副代表として、子ども食堂の開催や
　　フードパントリー、体験機会の提供等を通じて、生活困窮家庭の支援活動に
　　取り組む。来年には、地域の支援団体の困りごとの解決をミッションとした
　「浜松こども基金」の設立を予定している。



発 表 日 2025/04/25

タイトル 令和６年度及び令和７年３月の富士山静岡空港利
用状況

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興課　　　　　　　

　　富士山静岡空港株式会社

連 絡 先 空港振興課　西垣、髙橋

TEL 054-221-3166

富士山静岡空港の令和６年度の搭乗者数は632,610人。

前年度から119,799人増加し、回復基調が続いている。

１　富士山静岡空港の令和６年度(令和６年４月～令和７年３月)の累計搭乗者数、搭乗率等
（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）
札幌地区 201,806 133,582 66.2
　新千歳線 166,658 106,297 63.8
　　うちANA 94,122 50,574 53.7
　　うちFDA 72,536 55,723 76.8
　丘珠線 35,148 27,285 77.6
出雲線 58,888 34,705 58.9
福岡線 203,064 145,176 71.5
熊本線 4,872 3,267 67.1
鹿児島線 59,396 42,765 72.0
沖縄線 94,122 62,867 66.8
チャーター便 7,056 5,147 72.9

国内線計 629,204 427,509 67.9
ソウル線 177,660 148,080 83.4
上海線 51,120 33,078 64.7
杭州線 11,976 6,743 56.3
楡林線 2,760 1,706 61.8
香港線 16,904 13,576 80.3
チャーター便 2,594 1,918 73.9

国際線計 263,014 205,101 78.0
合計 892,218 632,610 70.9

※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。

２　富士山静岡空港の令和６年度(令和６年４月～令和７年３月)の就航状況(累計)
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a 6,543 1,585 8,128

就航便数（便）　　　  b 6,469 1,481 7,950

就 航 率（％）      (b/a) 98.9 93.4 97.8

３　富士山静岡空港の令和７年３月の搭乗者数、搭乗率等
（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）
札幌地区 20,608 14,172 68.8
　新千歳線 20,356 14,052 69.0
　　うちANA 10,292 5,159 50.1
　　うちFDA 10,064 8,893 88.4
　丘珠線 252 120 47.6
出雲線 5,040 3,722 73.8
福岡線 20,480 16,722 81.7
熊本線 0 0 -
鹿児島線 5,208 4,638 89.1
沖縄線 10,292 8,020 77.9
チャーター便 420 302 71.9

国内線計 62,048 47,576 76.7
ソウル線 19,656 16,725 85.1
上海線 4,992 3,391 67.9
杭州線 0 0 -
楡林線 - - -
香港線 （単月分は非公表）
チャーター便 - - -

国際線計 24,648 20,116 81.6
合計 86,696 67,692 78.1

 ※香港線は年度累計のみの公表。



 ※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。

４　富士山静岡空港の令和７年３月の就航状況
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a 624 184 808

就航便数（便）　　　  b 619 162 781

就 航 率（％）      (b/a) 99.2 88.0 96.7



提 供 日 2025/04/25

タイトル 伊豆市　柿木川の水質調査の結果
－全ての調査項目が環境基準に適合－

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先 大気水質班

TEL 054-221-2253

伊豆市　柿木川の水質調査の結果

－全ての調査項目が環境基準に適合－

１　要旨

　　宗教法人平和寺本山敷地内（伊豆市大平柿木）から流出した廃棄物混じりの土砂による、柿木川の水質への影響の有無を確認するた

め、県においてカドミウム、鉛、ふっ素を測定したところ、全ての調査項目が環境基準に適合していた。

２　調査の概要

採 水 日 令和７年３月７日（金）

調査地点
柿木川への土砂流出地点の上流・下流、小尻梨橋、柿木第一砂防ダ

ム上流、小白ヶ沢橋及び柿木橋（別紙参照）

調査項目 カドミウム、鉛、ふっ素及び浮遊物質量（ＳＳ）
※

調査結果 全ての調査項目が環境基準に適合（別表のとおり）

※　濁りの状況を確認するために測定

　　

３　今後の対応

引き続き、伊豆市と県で毎月交互に水質調査を実施する。

【参考】

ア　令和７年２月12日（水）に伊豆市が実施した水質調査

調査地点
柿木川への土砂流出地点の下流

※
、小尻梨橋、柿木第一砂防ダム上

流、小白ヶ沢橋及び柿木橋（別紙（No.２～６）参照）

調査項目

小尻梨橋：水質汚濁に係る環境基準のうち人の健康の保護に関する

27項目及び生活環境の保全に関する項目５項目

そ の 他：水質汚濁に係る環境基準のうち人の健康の保護に関する４

項目及び生活環境の保全に関する項目５項目

調査結果 全ての調査項目が環境基準に適合

※　柿木川への土砂流出地点の上流（No.１）は、水量が少ないため採水できず

イ　上記の他、これまでに県（令和２年９月以降の奇数月）及び伊豆市（令和２年10月以降の偶数月）で毎月交互に実施した水質調査
では、いずれも全ての調査項目が環境基準に適合。

別表　柿木川における水質調査結果（令和７年３月７日採水）

カドミウム 鉛 ふっ素 浮遊物質量
No.1 土砂流出地点の上流 0.0003mg/L未満 0.005mg/L未満 0.08mg/L未満 4.1mg/L
No.2 土砂流出地点の下流 0.0003mg/L未満 0.005mg/L未満 0.08mg/L未満 1.1mg/L
No.3 小尻梨橋 0.0003mg/L未満 0.005mg/L未満 0.08mg/L未満 1.0mg/L未満
No.4 柿木第一砂防ダム上
流

0.0003mg/L未満 0.005mg/L未満 0.08mg/L未満 1.0mg/L未満

No.5 小白ヶ沢橋 0.0003mg/L未満 0.005mg/L未満 0.08mg/L未満 3.0mg/L
No.6 柿木橋 0.0003mg/L未満 0.005mg/L未満 0.08mg/L未満 2.1mg/L
基準値 0.003mg/L以下 0.01mg/L以下 0.8mg/L以下 -



提 供 日 2025/04/25

タイトル 急なけがや病気でお困りの際は、救急安心電話相
談窓口（#7119）をご利用ください

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 消防行政班

TEL 054-221-2073

～急なけがや病気でお困りの際は、救急安心電話相談窓口(#7119)をご利用ください～

　ゴールデンウィーク（4/26～5/6）の期間にかけて、多くの医療機関が休診となり、県民の皆様が急な病気やけがでお困りになることがあると

思われます。

　救急安心電話相談窓口(#7119)では、医療の資格を有する相談員(看護師)が、けがや病気の緊急度・対応方法、救急車の利用の案内、

受診できる医療機関の案内などを電話でアドバイスを行います。

　窓口は24時間開設していますので、急なけがや病気でお困りの際は、ぜひ#7119をご利用ください。

○救急安心電話相談窓口(#7119)の概要

区　分 内　容

開設時間 　24時間

電話番号
　局番なしで、「＃」を押してから「７１１９」にお掛けください。
　※ダイヤル回線、IP電話、県境の一部地域（熱海市泉、裾野市茶畑
　　の一部）の方は、「054-204-7119」にお掛けください。

対象区域 　県内全域

対 象 者
　概ね15歳以上の県内在住者、一時滞在中の観光客など
　※概ね15歳未満のお子さまの相談は、
　　静岡こども救急電話相談(＃8000)をご利用ください。

相談窓口
の 機 能

　・医療機関の受診に関する助言　・救急車の利用に関する助言
　・医療機関案内　　　　　　　　・その他の相談窓口の紹介　　ほか

○利用方法に関する動画の公開について

　県ホームページに、動画（15秒ver及び70秒ver）を公開しましたので、ぜひご覧ください。

　（URL）https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/shobo/1064942.html

https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/shobo/1064942.html


提 供 日 2025/04/28

タイトル 「静岡どぼくらぶ　若手交流会」寄附金の募集

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業班

TEL 054-221-3058

「静岡どぼくらぶ　若手交流会」を応援しよう！
寄附金を募集します。

静岡県の安全・安心を守る建設産業の未来を担う若手従事者のための「静岡どぼくらぶ　若手交流会」を応援してもらうため、法人・団体の皆様からの寄
附金を募集します。

１　寄附金の使いみち
　　いただいた寄附金は、「静岡どぼくらぶ　若手交流会」の開催経費に使用させていただきます。

２　「静岡どぼくらぶ　若手交流会」について
（１）概要
　　「静岡どぼくらぶ　若手交流会」とは、令和３年度に初めて開催された若手建設従事者のための交流会です。
　　入職後間もない若手建設従事者の孤立化、ひいては離職を防ぐため、人的ネットワークの形成及び職業観・就労意識の向上につなげる場として開催
しています。
　　令和７年度は、６月と11月に実施を予定しています。
（２）令和６年度実績
　　・第１回
　　 令和６年11月13日（水）９:00～17:00 （牧之原市、静岡市内開催）　富士山静岡空港、新技術交　流イベントを見学し、計28人参加（うち女性は３人）
　　・第２回
　　 令和７年２月13日（木）10:00～16:30 （浜松市内開催）　座談会等・講義・現場視察を実施し、計　18人参加（うち女性は１人）
　　　※詳細は別紙参考

３　寄附の方法
　・寄附申出書で申し込み、県からお送りする納付書により寄附する方法となります。
　・法人税の算出において、寄附額の全額を損金に算入することができます。
　・１口１万円から寄附が可能です。
　※詳細は静岡県公式ホームページ「建設業のひろば」のチラシを御覧ください。
　　https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kokyokoji/kensetsu/1028879.html

４　募集期間
　　令和７年５月１日（木）から令和７年７月11日（金）まで

５　お問合せ先
　　〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号
　　　　　　　　      静岡県交通基盤部建設経済局建設業課建設業班
　　電話番号　　054-221-3058
　　FAX番号　　054-221-3562
　　メールアドレス  kensetsugyou@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kokyokoji/kensetsu/1028879.html
mailto:kensetsugyou@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/04/28

タイトル 有機茶園や田んぼダムの整備事業を開始します！

担　　当 経済産業部 中遠農林事務所農村計画課

連 絡 先 農村計画班

TEL 0538-37-2290

【農業農村整備】
茶の収益力を強化する有機茶園や

流域治水を推進する田んぼダム機能を有する水田の整備を行います

１　要旨

　中遠農林事務所では、農業の生産基盤と農村の生活環境の整備を行っています。
　令和７年度から新たに、有機茶の生産を計画している２地区、田んぼダムやＩＣＴ水
田水管理システムの導入を計画している２地区の計４地区の農業生産基盤の整備事業を
開始します。

２　概要

地区名 上内田 五明 和田岡１期 神田
所在地 掛川市板沢ほか 掛川市五明 掛川市各和ほか 磐田市上野部

事業期間(予定) Ｒ７～12年度 Ｒ７～16年度 Ｒ７～14年度 Ｒ７～９年度
受益面積 10.8ha 13.9ha 101.2ha 4.7ha
総事業費 1,312百万円 1,928百万円 1,245百万円 200百万円

主な整備内容
・用排水路
・農地造成
・農道

・用排水路
・区画整理
・農道

・用排水路
 (ICT水管理含む)
・区画整理

(田んぼダム含む)
・暗渠排水

・区画整理
(田んぼダム含む)

主な作物 有機茶 有機茶 水稲 野菜、水稲

３　その他

■「農業農村整備」とは？
　食料の安定供給の確保や農業農村が有する多面的機能を発揮させるため、農地や農業
用施設を整備・保全する農業の生産基盤と、農道等の整備による生活利便性を向上する
農村地域の生活環境の整備を行うもの。

■「田んぼダム」とは？
　水田はもともと雨水を一旦貯留することで洪水被害を軽減・防止する多面的機能を有
している。田んぼダムは、水田の排水口に調整板を設置し、雨水貯留能力を強化するこ
とで、下流の浸水被害を軽減する取組です。

■「ＩＣＴ水田水管理システム」とは？
　水位・水温を計測する水田センサー、水田パイプライン用の自動給水栓等の水管理シ
ステムのことであり、 スマートフォン等を使用して、水位・水温の遠隔監視と給水栓
の遠隔操作ができます。



提 供 日 2025/04/28

タイトル 静岡ブルーレヴズのスタジアムイベントで「静岡
こども救急電話相談　#8000」を広報します

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 地域医療班

TEL 054-221-2406

静岡ブルーレヴズ対浦安D-Rocks戦において、「静岡こども救急電話相談 ＃８０００」をより多くの方に知っていたたくため、ヤ
マハスタジアム場外のレヴニスタ広場にブースを出展し、広報活動を行います。

１　実施日時
令和７年５月３日（土・祝）　10:30～14:00（14:00キックオフ）

２　実施場所
ヤマハスタジアム場外　レヴニスタ広場
（磐田市新貝）

３　実施内容
　・啓発チラシの配布
　・認知度に関するアンケートの実施
　・アンケートに回答してくださった方にクリアファイル又はマグネットをプレゼント

４　対象
　　どなたでも
　※１家族様、アンケートは２回までとなります。

　　※特典の数量には限りがございます。

５　その他
　・他のブース等イベント詳細については静岡ブルーレヴズのホームページを御確認ください。（

https://www.shizuoka-bluerevs.com/news/2566）
　・取材いただける場合は、４月30日（水）17:00までに、地域医療課担当まで御連絡ください。
　・当日連絡先：090-9024-9135

※静岡こども救急電話相談 ＃８０００とは
　・こどもの急な発熱、けがなどにどのように対処したら良いのか、病院を受診した方が良いのかなど判断に迷った時に、電話

で相談ができるサービス
　・全国共通の短縮ダイヤル#8000に電話すると、看護師や小児科医など専門家が適切な対処の仕方や受診する病院等をアドバイ

ス
　・県内の認知度は48.1％。うち15歳未満と同居している方の認知度は84.1％。
　　（令和６年度県政インターネットモニターアンケート）

https://www.shizuoka-bluerevs.com/news/2566


提 供 日 2025/04/28

タイトル ふじのくに芸術祭2025演劇コンクール県民審査員
を募集しています！！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-2254

ふじのくに芸術祭2025演劇コンクール

県民審査員を募集しています！！

　
１　要旨
・ふじのくに芸術祭は県内最大の総合芸術祭であり、１年を通して県内各地で多様なイベントが開催されます。
・芸術祭イベントの一つである演劇コンクールにおいて、県演劇協会の審査員と共に合同審査を行う「県民審査員」を募集して

います。

２　募集内容
・ふじのくに芸術祭2025演劇コンクールでは、県内の演劇活動活性化を目的に、県内演劇団体等が行う公演を審査し、静岡県芸

術祭賞をはじめとした今年度の優秀作品を決定します。
・県民審査員の皆様には、生の演劇をお楽しみいただきながら審査に御参加いただきます。この活動を通じ、ぜひ、新たな演劇の見方や

魅力を発見してください。
・御応募に際し、特別な知識や資格等は不要です。

（１）審査スケジュール
　・令和７年６月８日(日) 　事前打合会に参加（会場：県庁内）
　・令和７年６月～12月 　上演される演劇コンクール参加公演を観劇

(令和６年度は７公演ありました)

　・各公演観劇後 　「完成度の高さ」や「会場の雰囲気」等を劇評に記入し、提出
　・令和７年12月14日(日) 　合同審査会にて受賞団体決定（会場：県庁内）

（２）県民審査員の募集人数
　　３～４名

（３）その他
　　観劇、事前打合会及び審査会にかかる旅費は静岡県演劇協会が負担
　　（※審査に係る謝礼はありません）

（４）申込方法及び問合せ先
　住所、氏名、年齢、電話番号、職業、応募動機、演劇鑑賞歴（０年でも可）を記入し、はがき又はメールで申込み

　　【申込先】〒422-8043　静岡市駿河区中田本町４６－２
　　　　　　ふじのくに芸術祭演劇コンクール事務局　堀池宛
　　　　　　電　話：　090－6806－9382
　　　　　　e-mail：　taka2058teatro@gmail.com

（５）申込締切
　　令和７年５月23日（金）必着　※応募状況により締め切りを早める場合があります。

　　　
　R６年度芸術祭賞：MUNA-POCKET COFFEEHOUSE　　　『26th produce「紙」』　

mailto:taka2058teatro@gmail.com


提 供 日 2025/04/28

タイトル ５月は消費者月間です！
～県内各地で街頭キャンペーン等を行います～

担　　当 くらし・環境部 県民生活局県民生活課

連 絡 先 消費者支援班

TEL 054-221-2175

５月は消費者月間です！
～県内各地で街頭キャンペーン等を行います～

　県では、自立した消費者の育成のため、県内各地で市町・警察・消費者団体等と連携した街頭キャンペーン等を行います。
　※「消費者保護基本法(消費者基本法の前身)」が昭和43年５月に施行されたことから、施行20周年を機に、毎年５月を「消費者
月間」としています。

１　令和７年度消費者月間統一テーマ

「明日の地球を救うため、消費者にできること グリーン志向消費
～どのグリーンにする？～」

　私たちが暮らす地球を守り、持続可能な社会を将来世代に引き継いでいくためには、私たち消費者が日々の行動を見直し、地球
環境に配慮した消費行動を選択していくことが大切です。
　どんな消費行動が地球環境にとって良い行動なのか、御自身の消費行動を振り返ったり、考えたり、話し合ったりする機会を
作ってみませんか。そして、地球環境に配慮したグリーン志向の消費行動を始めてみませんか。

２　実施内容

　駅前やスーパーマーケットの店頭等で啓発リーフレットやグッズ等を配布するとともに、市役所庁舎等でパネル展示を行い、消
費生活に関する周知啓発のほか、消費者被害に関する注意喚起を行います。

※取材の際には、一覧表に記載の連絡先まで御連絡ください。

　

＜街頭キャンペーン：R6の様子（JR静岡駅）＞　＜パネル展示：R6の様子（浜松総合庁舎１階）＞

参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　 実施事業等 の 紹介　　・　調査結果等の公表

＜街頭キャンペーン＞

市町・センター名 実施日時 場所 連絡先

賀茂広域消費生活センター

下田市

東伊豆町

河津町

南伊豆町

松崎町

西伊豆町

５月28日(水)
11時00分～12時00分

東急ストア下田店
（下田市東本郷１－２－１）

0558-24-2206

(賀茂広域消費
生活センター）

東部県民生活センター 055-951-8214

沼津市

５月16日(金)
11時00分～12時00分

マックスバリュ沼津南店
(沼津市西島町10-１)

055-934-4841

熱海市
５月16日(金)

15時00分～16時00分
マックスバリュ熱海店
（熱海市中央町19-39） 0557-86-6191

三島市 ５月23日(金)
15時00分～15時30分

イトーヨーカドー三島店
（三島市中田町９番30号） 055-983-2621

伊豆市 ５月16日(金)
10時30分～11時30分

マックスバリュ修善寺店
（伊豆市修善寺66） 0558-72-9858



伊豆の国市
５月27日(火)

11時00分～11時30分
マックスバリュ大仁店

(伊豆の国市田京263-2） 0558-76-8000

函南町 ５月９日(金)
13時30分 ～14時30分

マックスバリュ函南大土肥店
（田方郡函南大土肥20） 055-979-8114

小山町 実施日未定
富士伊豆農協小山支店
（小山町藤曲56-3） 0550-76-6130

富士市
５月20日(火)

10時00分～11時00分

(1)しずてつストア富士吉原店
（富士市浅間本町1-49）

(2)MEGAドン・キホーテUNY中里店
（富士市中里字鬼ヶ島2566番地21）

0545-55-2750

富士宮市
５月13日(火)

10時00分～11時30分

(1)富士宮市役所庁舎前
(富士宮市弓沢町150番地)

(2)エブリィビッグデー富士宮店
(富士宮市富士見ヶ丘304-1)

(3)パワースーパーピアゴ富士宮店
(富士宮市東阿幸地541)
(4)エスポット富士宮店
(富士宮市矢立町927)

0544-22-1132

中部県民生活センター ５月22日(木)
９時30分～９時50分

ＪＲ静岡駅コンコース
(静岡市葵区黒金町50番地) 054-202-6016

藤枝市 ５月31日(土)
10時00分～14時00分

藤枝駅南通り及びBiViキャン
（藤枝市前島1-7-10）

080-3659-0023
※5/31(土)限り

島田市
５月27日(火)

10時00分～11時00分
田子重　島田中央店

（島田市中溝４丁目14－12） 0547-36-7153

牧之原市 ５月18日(日)
15時30分～16時30分

(1)スーパーラック相良店
　（牧之原市波津3-51）

(2)フードマーケットマム相良
　（牧之原市大沢642-1）

(3)カネハチ榛原店
　（牧之原市細江4475）

(4)KOマートファンモール店
　（牧之原市細江1334-1）

0548-23-0088
※5/16(金)まで

西部県民生活センター

浜松市

５月16日(金)
12時00分～13時00分

浜松駅及びソラモ周辺
（浜松市中央区砂山町6-2）

053-458-7116
（西部県民

生活センター）

袋井市

(1)５月15日(木)
７時45分～８時15分
(2)５月23日(金)

11時00分～12時00分

(1)袋井商業高校
（袋井市久能2350）

(2)杏林堂　袋井旭町店
（袋井市旭町2丁目1-1）

0538-44-3136

御前崎市 ５月23日(金)
10時00分～11時00分

道の駅風のマルシェ御前崎
（御前崎市合戸字海岸4384番地1）

0537-85-1135

森町
５月30日(金)

９時00分～10時30分

(1)森の市
(森町森1731-2)

(2)フーズアイランド森町店
(森町森1657-21)
(3)ピアゴ森店

(森町睦実2327-1)

0538-85-6319

＜パネル展示、横断幕の掲示等＞

市町・センター名 実施日時 場所 連絡先

東部県民生活センター ５月１日(木)～５月30日(金)
沼津産業ビル１階
ギャラリーぷらざ 055-951-8214

沼津市 ５月１日(木)～５月30日(金)
沼津市役所１階

玄関ロビー大型掲示板、
玄関ピロティ

055-934-4841

三島市 ５月26日(月)８時30分
～５月30日(金)12時00分

三島市役所本館玄関ロビー 055-983-2621

御殿場市
(1)５月12日(月)～５月23日(金)
(2)５月１日(木)～５月31日(土)

(1)御殿場市役所１階
市民ホール

(2)御殿場駅箱根乙女口
電光掲示板

0550-82-8400

富士市

(1)５月12日(月)13時00分
　～５月23日(金)15時00分

(2)５月１日(木)～５月29日(木)
(3)５月１日(木)～５月30日(金)

(1)富士市役所２階市民ホール
(2)富士市役所前歩道橋、
　富士市教育プラザ前
(3)富士市の公用車

0545-55-2750



静岡市
(1)５月７日(水)12時00分
～５月28日(水)12時00分

(2)５月１日(木)～５月30日(金)

(1)静岡市役所静岡庁舎新館１階
(2)静岡市役所静岡庁舎新館 054-221-1054

焼津市

(1)５月１日(木)８時30分
　～５月14日(水)17時15分
(2)５月13日(火)９時00分
～５月31日(土)19時00分

(土・日曜日、祝休日は17時まで)
(3)５月１日(木)９時00分
～５月29日(木)19時00分

(土・日曜日、祝休日は17時まで)

(1)焼津市役所本庁舎1階
海街ホール

(2)焼津市立焼津図書館
(3)焼津市立大井川図書館

054-626-1131

牧之原市 ５月１日(木)～５月30日(金)
牧之原市役所入口

（榛原庁舎・相良庁舎） 0548-23-0088

西部県民生活センター ４月28日(月)９時00分
～６月２日(月)16時00分

浜松総合庁舎１階ロビー 053-458-7116

袋井市 ５月１日(木)～５月31日(土)
愛野駅

袋井市役所 0538-44-3136

浜松市 ５月12日(月)９時00分
～５月16日(金)15時00分

浜松市役所本庁舎 053-457-2635



提 供 日 2025/04/28

タイトル 定期給与26か月ぶりに前年同月を下回る
毎月勤労統計調査地方調査結果（令和７年２月
分）

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2240

令和７年２月分の静岡県の賃金、労働時間、雇用の動きについて調査結果を公表する。（事業所規模５人以上、調査産業計）

１　賃金

　１人平均月間定期給与（所定内給与＋超過労働給与）は266,536円、名目賃金指数（定期給与）は105.5で、前年同月比0.1％減と26か月
ぶりに前年同月を下回った。
　実質賃金指数（定期給与）は94.3で、前年同月と比べて4.5％減と９か月連続で前年同月を下回った。　　　

２　労働時間

　１人平均月間所定外労働時間は10.7時間、所定外労働時間指数は115.1で、前年同月比7.7％減と３か月連続で前年同月を下回った。
　常用労働者の約３割を占める製造業の所定外労働時間は12.8時間、所定外労働時間指数は112.3で、前年同月比9.9％減と４か月連続で
前年同月を下回った。

３　雇用

本月末常用労働者数は1,421,633人、常用雇用指数は100.7で、前年同月比1.1％減と７か月連続で前年同月を下回った。
なお、パートタイム労働者比率は31.3％で、前年同月差2.5ポイント増と２か月連続で前年同月を上回った。



　　　　　
＜参考＞　

１　事業所規模30人以上の結果（調査産業計）

(1)定期給与は288,622円で、前年同月比1.8％増と23か月連続で前年同月を上回った。
(2)所定外労働時間は12.5時間で、前年同月比0.8％減と２か月連続で前年同月を下回った。
(3)常用労働者数は874,863人で、前年同月比2.2％減と13か月連続で前年同月を下回った。

２　事業所規模別定期給与、所定外労働時間及び常用労働者数

＜利用上の注意＞
(1)この調査結果の数値は、調査事業所からの報告を基にして、本県の事業所規模５人以上のすべての事業所に対応するよう復元して算定したものである。
(2)現在の基準年は令和２年であり、指数は令和２年平均を基準とする。
(3)令和６年１月分において、推計に用いる母集団労働者数の更新作業（ベンチマーク更新）を実施した。賃金、労働時間及びパートタイム労働者比率の令和６年（１月

分以降）の前年同月比等については、令和５年にベンチマーク更新を実施した参考値を作成し、この参考値と令和６年の値を比較することにより算出しているため、
指数から算出した場合と一致しない。また、常用雇用指数及びその前年同月比等は、過去に遡って改訂しているが、それに伴い、基準年（令和２年）の常用雇用指
数が100となるように、令和６年５月分より、常用雇用指数を過去に遡って改訂し、令和６年１月から令和６年４月までの伸び率についても、改訂後の指数で再計算し
ている。

詳しくは「統計センターしずおか」（https://toukei.pref.shizuoka.jp/chosa/12-040/index.html）を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/chosa/12-040/index.html


提 供 日 2025/04/28

タイトル 生産・出荷ともに対前月比でわずかに上昇
静岡県鉱工業指数（令和７年２月分速報）

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2240

１　生産指数の動き

令和７年２月の鉱工業生産指数（季節調整済：令和２年=100）は97.3となり、前月比は0.1％増と2か月連続して上昇した。
　また、前年同月比（原指数）は92.2となり、前年同月比5.1％減と2か月ぶりに前年を下回った。
業種別（季節調整済指数）にみると、化学、食料品・たばこ、輸送機械等が上昇する一方、汎用・生産用・業務用機械、情報通信機械、電子
部品・デバイス等が低下した。

２　出荷指数の動き

令和７年２月の鉱工業出荷指数（季節調整済：令和２年=100）は96.2となり、前月比は0.5％増と2か月連続して上昇した。
　また、前年同月比（原指数）は5.0％減と2か月ぶりに前年を下回った。
業種別（季節調整済指数）にみると、輸送機械、食料品・たばこ、非鉄金属等が上昇する一方、汎用・生産用・業務用機械、情報通信機械、
電子部品・デバイス等が低下した。

３　在庫指数の動き

令和７年２月の鉱工業在庫指数（季節調整済：令和２年=100）は102.7となり、前月比は2.9％増と2か月連続して上昇した。
　また、前年同月比（原指数）は1.8％減と4か月連続して前年を下回った。
　業種別（季節調整済指数）にみると、輸送機械、化学、電気機械等が上昇する一方、食料品・たばこ、パルプ・紙・紙加工品、汎用・生産用・
業務用機械等が低下した。

＜参考1＞四半期推移及び在庫循環図



在庫循環図

詳しくは「統計センターしずおか」（https://toukei.pref.shizuoka.jp/chosa/07-040/index.html）を

御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/chosa/07-040/index.html


提 供 日 2025/04/30

タイトル 七夕豪雨と静岡県の防災対策～SNSや企画展で過去
の教訓を発信します～

担　　当 静岡県東部地域局、 沼津土木事務所

連 絡 先 東部地域局地域課 野沢

TEL 055-920-2089

七夕豪雨と静岡県の防災対策　～過去の災害を教訓に風水害に備えよう～

１　概要
　　梅雨や台風の時期を迎えるに当たり、水防について理解を深められるよう、毎年５月は「水防月間」と定められています。そこで、県東部地

域局と沼津土木事務所では、地域で過去に起きた災害を知り、風水害に備えるきっかけにしてもらうため、七夕豪雨当時の被害状況やそ
の後の県の防災対策について、SNSを用いた情報発信や企画展を行います。

２　七夕豪雨とは
　　七夕豪雨は、昭和49年（1974年）７月７日から８日にかけて台風８号の影響により県内に浸水害・土砂災害をもたらした集中豪雨の通称で

す。死者44人、負傷者241人など甚大な被害をもたらしました。

３　内容（予定）
　・七夕豪雨発災時の東部地域の被害状況や当時の貴重な資料を紹介します。
　・浸水被害を軽減するため、県が沼津市内で実施中の治水対策事業等を紹介します。

４　方法
　（1）情報発信
　　　媒体：東部地域局　    X　Toubu_Shizuoka

Instagram　shizuoka.pref_toubu
　　　　　　　沼津土木事務所　X　shizuoka_numado
　　　期間：令和７年５月12日（月）～５月23日（金）

　　※平日毎日投稿します。（沼津土木事務所は期間中１回程度投稿予定）
 ※気象に関する警報等が発令された場合は一時投稿を休止し、後日投稿します。

（2）企画展
　　　期間：令和７年５月12日（月）～５月23日（金）（土日を除く）
　　　場所：静岡県東部総合庁舎本館２階　ロビー（沼津市高島本町１-３）



提 供 日 2025/04/30

タイトル 【取材依頼】榛原高校グローカル部が大阪・関西
万博で探究成果を発表

担　　当 教育委員会 榛原高等学校

連 絡 先 教諭　牧野一高

TEL  0548‐22‐0380

【取材依頼】榛原高校グローカル部が「高校生MIRAI万博」で最優秀賞受賞
大阪・関西万博で探究成果を世界へ発信します！

　榛原高校グローカル部員３名は、三菱みらい育成財団主催「高校生MIRAI万博　第１部　高校生の成果発表」に、チーム「ここよ！避難所プ
ロジェクト」として参加しました。
地域と協働して開発した『防災すごろく』の探究成果を発表し、１次選考を突破した100校による２次選考において、最優秀賞に選出されまし
た。

この結果を受けて、大阪・関西万博のEXPOホール「シャインハット」においてプレゼンテーションを行い、探究成果を世界に向けて発信する
こととなりました。
　最優秀賞を受賞し、万博での発表を控えた生徒への取材をぜひお願いします。

１　生徒への取材について
(1) 日時

　下記取材候補日の放課後
　　　　令和７年５月７日(水) 15:45～17:30、 ９日(金) 15:45～17:30
　　　　　　　　　　　13日(火) 16:45～17:30、14日(水) 15:45～17:30
　　　　　　　　　　　16日(金) 15:45～17:30、22日(木) 14:00～16:45

(2) 場所
　　　　静岡県立榛原高等学校（牧之原市静波850）

(3) 取材内容
　　　　　　　　・地域（牧之原市危機管理課、牧之原市内小学校）と協働作成した
　　　　　　　　『防災すごろく』の探究について
　　　　　　　　・万博での発表に向けた意気込み　等

　　
(4) 参加者

　　　３年生普通科（グローカル部）生徒３名、教職員１名

　(5) その他
　　　取材希望日の前日15時までに下記担当へ御連絡ください。

２　万博でのプレゼンテーション

　　(1) 発表予定日：2025年７月31日（木）　

　　(2) 場所：大阪・関西万博EXPOホール「シャインハット」

３　問合せ先

　　静岡県立榛原高等学校

　　グローカル部顧問　牧野一高

　　メール　haibara-h@edu.pref.shizuoka.jp
　　電　話　0548‐22‐0380

静　岡　県　教　育　委　員　会　

mailto:haibara-h@edu.pref.shizuoka.jp


会 見 日 2025/04/30

浜名湖水辺整備基本計画の公表

浜名湖水辺整備基本計画の公表について

浜名湖における、防護・利用・環境の調和のとれた水辺空間の整備のあり方について定めた、「浜名湖水
辺整備基本計画」を策定しました。

1　「浜名湖水辺整備基本計画」とは
本計画は、防護・利用・環境の調和のとれた水辺空間の整備に向け、浜名湖に関する各種計画や施策を取

りまとめ、浜名湖の多彩な魅力や資源を生かした地域の活性化につながる整備のあり方や進め方などを定め
たマスタープラン（基本計画）です。

　　＜基本理念＞
　　　・安全で、安心でき、豊かで活力ある美しい水辺空間づくり
　　　・くらしと水辺のつながりを大切にした水辺空間づくり

２　公表資料
浜名湖水辺整備基本計画
資料は、県ホームページ及び河川企画課・浜松土木事務所において閲覧できます。
https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/dobokujimusho/hamamatsudoboku/index.html

３　今後の予定
・マリンスポーツの拠点整備など関係機関の構想がある箇所を選定し、水辺整備の具体化に向けた協議
を行い、協議が整った箇所から、市などと連携して水辺空間の整備を進めていきます。

・令和８年度を目標に、防護に加えて利用・環境と連携した護岸整備を、都田川水系河川整備計画に位
置付ける変更を行い、その後護岸整備を実施します。

担当 ： 交通基盤部 河川砂防局河川企画課

連絡先 ： 　TEL 054-221-2458

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/dobokujimusho/hamamatsudoboku/index.html


提 供 日 2025/04/30

タイトル ホームレスの実態に関する全国調査（概数調査）
の結果

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局地域福祉課

連 絡 先 生活保護班

TEL 054-221-3501

１　ホームレス調査結果概要
  　令和7年４月30日に厚生労働省が発表した「ホームレスの実態に関する全国調査(概数調査)」の結果、県内のホームレス数は37人となり、
昨年から2人増加した。

＜県内ホームレスの起居別場所・性別の状況＞  　 　　　　　  　　（単位：人(％)）

起居別場所
調査
年月 性別

都市公園 河川 道路 駅舎
その他施設
(海岸等) 計

全国
総数

本県
順位

男性 3 9 4 1 10 27

女性 0 0 0 0 2 2

不明 1 1 5 0 1 8

合計 4(10.8) 10(27.0) 9(24.3) 1(2.7) 13(35.2) 37(100.0) 2,591 12

R7.1

全国 661(25.5) 560(21.6） 625(24.1) 151(5.8) 594(22.9) 2,591(100.0)

男性 4 11 2 0 13 30

女性 0 0 1 0 2 3

不明 0 0 1 0 1 2

合計 4(11.4) 11(31.5) 4(11.4) 0(0.0) 16(45.7) 35(100.0) 2,820 12

R6.1

全国 711(25.2) 638(22.6) 672(23.8) 174(6.2) 625(22.2) 2,820(100.0)

男性 7 16 3 0 15 41

女性 0 1 0 0 2 3

不明 0 2 0 0 1 3
R5.1

合計 7(14.9) 19(40.4) 3(6.4) 0(0.0) 18(38.3) 47(100.0) 3,065 12

男性 6 17 4 0 15 42

女性 0 1 1 1 2 5

不明 1 1 0 0 0 2
R4.1

合計 7(14.3) 19(38.8) 5(10.2) 1(2.0) 17(34.7) 49(100.0) 3,448 12

男性 6 17 6 1 12 42

女性 0 0 0 2 0 2

不明 1 2 0 0 2 5
R3.1

合計 7(14.3) 19(38.8) 6(12.2) 3(6.1) 14(28.6) 49(100.0) 3,824 12

２　市町別の状況＜ホームレスの多い県内の市町（上位７市）＞　　　（単位：人(％））　
調査年月 浜松市 静岡市 富士市 沼津市 袋井市 三島市 藤枝市 計

R7.1 12(32.5) 11(29.7) 6(16.2) 4(10.8) 2(5.4) 1(2.7) 1(2.7) 37(100.0)

R6.1 15 5 6 5 3 1 0 35

３　取組状況
　　ホームレスの自立を促進するため、生活困窮者自立支援制度による支援（自立相談支援事業、住居確保給付金、一時生活支援事業等）

を行っている。



会 見 日 2025/04/30

ＳＨＩＺＵＯＫＡせかい演劇祭２０２５の
開催

公益財団法人静岡県舞台芸術センター（ＳＰＡＣ）は、ゴールデンウイーク期間中に、「ＳＨＩＺＵＯＫＡせかい演劇祭２０２５」を開催していま
す。新作野外演劇や海外から招聘した舞台芸術作品の上演に加え、企業や国内外の団体と連携し、静岡市街地で様々なイベントを開催しま
す。

・会　期　令和７年４月２６日(土)～ ５月６日(火)

・場　所　静岡芸術劇場、舞台芸術公園、駿府城公園 ほか 

・主　催　ＳＰＡＣ静岡県舞台芸術センター、ふじのくに野外芸術フェスタ実行委員会

　　　　　文化庁、独立行政法人日本芸術文化振興会

・今後の上演ラインナップ

演目 演目名 場所 開演日
演劇

（ＳＰＡＣ新作）
「ラーマーヤナ物語」

原作：ヴァールミーキ
構成・演出：宮城聰

駿府城公園紅葉山庭
園前広場特設会場

５月２日～５月６日

演劇
（フランス）

「ラクリマ、涙～オートクチュールの燦
きらめき～」

作・演出：カロリーヌ・ギエラ・
グェン

静岡芸術劇場 ５月４日～６日　

参加型インスタ
レーション

みんなでダンボール天守閣建築プロジェ
クト
「儚きものの造り手たち」

演出：オリヴィエ・グロステット

駿府城公園富士見芝
生広場前

５月３日～５日

ダンス 「叫び」
作・構成・演出・出演：小島章司

グランシップ中ホー
ル・大地

５月２日  

ダンス 「グルーヴィ・グレイヴ」
振付：中間アヤカ

駿府城跡天守台発掘
調査現場

５月３日～５日

パフォーマンス
（没入型演劇）

「末待奉祭（まつまつたてまつりまつ
り）」

作・演出　大熊隆太郎　

常盤公園 ５月３日～５日

※１ ガストロノミー広場＆パーソナルモビリ
ティ試乗体験

東御門前広場ほか駿
府城公園内各所

５月３日～６日

※２ ストレンジシード静岡２０２５ 静岡市街地 ５月３日～５日
 　　　

※１クラフトビールなど静岡の「食」体験ができるガストロノミー広場、協賛企業によるパーソナ

ルモビリティ試乗体験が行われます。

※２静岡市街各所でダンスや演劇などのパフォーマンス、工作ワークショップなどが開催されま

す。

担当 ： スポーツ・文化観光部 文化政策課

連絡先 ： 事業推進班　TEL 054-221-3506



会 見 日 2025/04/30

静岡県新文化施設（旧ヴァンジ彫刻庭園美
術館）トライアル・サウンディングの実施

　静岡県は、令和６年２月に譲渡を受けた新文化施設（旧ヴァンジ彫刻庭園美術館）について、コンセッション方式（ＰＦＩ）に
て事業者選定を進める上で、官民対話手法の一つである「トライアル・サウンディング」を実施します。
　本手法の実施により、民間事業者等のもつ様々なアイデアを幅広く募り、詳細な事業性や収益可能性を把握して実施方針へ反映
させることで、文化振興、観光・交流の拡大や地域経済の活性化等を図る施設の形成に繋げていきます。

１　実施期間
　令和７年４月30日（水）から令和７年10月31日（金）

２　対象施設
　静岡県新文化施設（旧ヴァンジ彫刻庭園美術館）　駿東郡長泉町東野347-1

建物名称 面積（m2） 元々の用途
旧展示棟 1,733.04 彫刻作品展示
旧ガーデナーズカフェ 38.4 喫茶
旧ガーデンレストラン 492.07 レストラン
旧カジュアルダイニング 163.07 カジュアルダイニング
旧ギャラリーショップ棟 471.43 花屋・本屋・ブティック
上部庭園 約3,000
下部庭園 約6,000

彫刻作品展示、クレマチス・バラ観覧
ワークショップ、写真撮影　等

３　申込方法
　必要書類をメール、郵送又は持参により提出してください。また、必要に応じて事前相談及び現地確認を受け付けます。
　募集要項及び申請書様式はホームページからダウンロードしてください。
https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkaseisaku/1057395/1071896.html

４　審査
　提出いただいた書類を基に、書面により実施します。

５　問い合わせ先
　静岡県スポーツ・文化観光部文化政策課政策調整班　　
　電話：054-221-3340

担当 ： スポーツ・文化観光部 文化政策課

連絡先 ： 　TEL 054-221-3340

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkaseisaku/1057395/1071896.html


提 供 日 2025/04/30

タイトル 富士山静岡レーシングによる知事表敬訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2504

富士山静岡レーシングの代表及びチーム関係者が、令和７年５月10日（土）から開催される「KYOJO CUP」に初参戦するため知事を表敬訪問します。

１　日　時　令和７年５月１日（木）11時00分から11時15分まで

２　場　所　県庁東館５階　知事室

３　訪問者　富士山静岡レーシング
　　　　　　　小島　孝仁　代表（運営会社：株式会社CSAracing代表取締役社長）
　　　　　　　細川　由衣花　選手
　　　　　　　熊谷　拓巳　マネージャー（運営会社：株式会社CSAracingマネージャー）

４　次　第　(1)　訪問者紹介
　　　　　　(2)　挨拶
　　　　　　(3)　歓談
　　　　　　(4)　記念撮影

（参考）KYOJO CUPの概要（令和７年５月10日（土）から開催）

今年で９年目を迎える女性ドライバーの育成と活躍の場を提供することを目的として行われる女性限定のレースシリーズ。
徹底した主催者管理の元、レースに使用するマシンは全チーム同条件のものでのレースを行うため、ドライバーの技術と戦略によるレース展開となること
が最大の魅力。
今年度から海外選手を含めた20名限定のシリーズが開催され、同シリーズに富士山静岡レーシング所属の細川選手が参戦する。



提 供 日 2025/04/30

タイトル 「愛鳥週間（5/10～5/16）」が始まります！！

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 自然保護・管理班　齋藤

TEL 054-221-2719

愛鳥週間（5/10～5/16）が始まります！
県と野鳥愛護団体による野鳥観察会等を実施します。

愛鳥週間（５月10日（土）～16日（金））に関連して、県と野鳥保護団体が次の行事を実施します。

１ 愛鳥週間ポスターコンクール優秀作品展
　・内容　昨年度県内の保育所・幼稚園、小・中・高等学校から応募のあった
　　　　　愛鳥週間ポスターコンクールの優秀作品（15点）を展示します。
　・期間　５月10日（土）から16日（金）まで
　・時間　午前９時から午後６時まで （ 最終日 の ５ 月16 日 は 午後 ３ 時 まで ）
　・場所　県庁別館21階　展望ロビー（土、日曜日の入場も可）
　・主催　県くらし・環境部環境局自然保護課

２ 県民を対象とした野鳥観察会
　・県内の野鳥保護団体が県民を対象とした野鳥観察会を各地で開催します。
　　詳細は別添の一覧表を確認してください。
　・事前申込の有無や雨天時の対応等は各観察会の連絡先に確認してください。
　・また、県のホームページでも紹介しています。
　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/wild/1017676.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/wild/1017676.html


会 見 日 2025/04/30

夏季における軽装勤務（クールビズ）の通
年化

夏季における軽装勤務（クールビズ）を５月１日（木）から通年化します

静岡県では、地球温暖化対策の一環として例年５月初旬から10月末にかけて、夏季における軽装化（クールビズ）に取り組んできました。

今回、新しい総合計画の策定に伴い、職員のウェルビーイングの向上に向け、快適で活動しやすい服装で働くことができる環境整備を図る

ため、 令和 ７ 年 ５ 月 １ 日以降 、 期間 を 定 めず 通年 で 実施します。

県民の皆様、来庁される皆様の御理解と御協力をお願いします。

記

○　取組内容

庁舎内での軽装勤務の実施　（例えば、ノーネクタイ、ノー上着など）

・　知事、副知事及び部（局）長室などへの入室

・　幹部職員会議など庁内の会議

・　県民の来庁時の接遇その他の執務時

※　式典、来賓対応など必要な場合には、上着、ネクタイを着用するなど業務に応じた適切な身だしなみで対応します。

【問合せ先】

総務部人事課人事班（電話　054-221-2016）

　　　くらし・環境部環境局環境政策課地球環境班（電話　054-221-2208）
担当 ： くらし・環境部 環境局環境政策課

連絡先 ： 地球環境班　TEL 054-221-2208



提 供 日 2025/04/30

タイトル 浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果（速
報・第170報）

担　　当 危機管理部 原子力安全対策課

連 絡 先 原子力安全対策班

TEL 054-221-3735

１　要旨
　「浜岡原子力発電所の安全確保等に関する協定」に基づき実施している浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査について、前回
の速報（令和７年３月31日）から４月末までに結果がまとまったものを報告します。
　今回採取した試料の測定値は、すべて過去の変動幅

※
の範囲内でした。

　　※過去の変動幅：東京電力福島第一原子力発電所事故前５年間の測定値の範囲

２　測定結果等
試料名

〔試料数〕
採取場所
採取日

測定結果の最大値
〔放射性セシウム〕

過去の変動幅
(東電事故前5年間)

単位

（1）土壌〔４〕
御前崎市３か所、
牧之原市１か所
採取日:3/11,12

7.6 1.7～8.9 Bq/kg乾土

（2）浮遊塵〔10〕
御前崎市４か所、
牧之原市１か所
採取期間:2/3～3/31

ND ND mBq/m
3

（3）たまねぎ〔１〕
御前崎市１か所
採取日:1/16 ND ND Bq/kg生

（4）はまぐり〔１〕 発電所周辺海域
採取日:3/2

ND ND Bq/kg生

（5）なまこ〔１〕
発電所周辺海域
採取日:3/2 ND ND Bq/kg生

（6）わかめ〔１〕 発電所周辺海域
採取日:3/17

ND ND Bq/kg生

　（注）
　　・放射性セシウムはセシウム134とセシウム137の合計を示します。
　　・「ND」は検出されなかったことを示します。

＜参考＞食品中の放射性物質に関する基準値（放射性セシウム）
　　　　一般食品 100 Bq/kg、乳児用食品及び牛乳 50 Bq/kg 、飲料水 10 Bq/kg

３　今後の対応
　・上記測定結果等については、静岡県環境放射能測定技術会において、学識経験者を含む構成員による評価を行います。
　・技術会の評価結果については、静岡県原子力発電所環境安全協議会に報告します。



提 供 日 2025/04/30

タイトル 景気動向指数は足踏みを示す～静岡県景気動向指
数（令和７年２月分）～

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先

TEL 054-221-2298

　　　　　　　　 　　　　　景気動向指数は足踏みを示す

　　　　　　　　　～静岡県景気動向指数（令和７年２月分）～



　　　詳しくは「統計センターしずおか」(https://toukei.pref.shizuoka.jp/)を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/

